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はじめに 

本ソフトウェアは、マイクロソフト社製のオペレーティングシステム(OS)

Windows シリーズを使用して、当社製測定器(TMR-211)をコントロール

し、データモニタ・データ収集・データ編集（作表、作図）・データ処理

を行うことができる汎用型の動的計測ソフトウェアです。 

本ソフトウェアを有効にお使いいただくために本取扱説明書をよくお

読みになり、機能・操作を十分にご理解されるようお願いいたします。 

なお、本取扱説明書は Windows の基本的操作方法を、既にご存知

のものとして書かれています。Windows の基本的操作方法につきまし

ては Windows 本体に付属しているユーザーガイドをご参照ください。 

本取扱説明書に記載されている頻度処理に関する機能をお使いい

ただくためには、測定器本体に頻度処理を行うための機能（オプション

機能）を搭載する必要があります。詳細につきましては、測定器本体の

取扱説明書をご参照ください。 

オプション名：マルチレコーダ頻度処理ライブラリ TMR-211-01 



 

 

本マニュアルの表記法 

本マニュアルでは、操作の説明をわかりやすくするために、本文中

に次のような表記法を使用しています。 

 

表 示 例    説    明 

 

ファイルメニュー ： メニューやメニュー項目はゴシック体で表

記されています。 

 

「設定」ボタン ： ボタンはカギカッコ（「」）で囲まれたゴシッ

ク体で表記されています。 

 

Ctrl+N ： ショートカットを示します。左の表示は Ctr

l・キーを押しながら英字のNを押すことを

示しています。 

 

 ： 操作を行う上で、参考になることを説明し

ます。 

 

 ： 操作を行う上で、注意すべき点を説明し

ます。本文は、斜体で示されています。 

 

 ： 操作を行う上で、参照になるページが表

記されています。 

 

設定項目 ： 項目名はゴシック体で表記されていま

す。 

 

本文中の図版 ： マニュアル中の図版は、Windows 10 の

画面を利用しています。 

 

なお、本マニュアルに使用している図版は開発中のソフトウェアのも

ので、製品とは画面が異なる場合があります。ご了承ください。 
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この章では、ハードウェアの設定、接続およびソフトウェアのセットアップにつ

いて解説します。 

 

1 セットアップにあたって必要なもの 

セットアップを開始する前に、以下が必要です。 

 

 付属の Setup CD 一枚 

 

 対応 OS Microsoft Windows Vista SP2 , 7 SP1 , 8 , 8.1 , 10 

 

 上記 OS が動作し CD-ROM ドライブを備えたパソコン 
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2 測定器の設定 

測定器は LAN インターフェースまたはUSB インターフェースでパソコンと接続

します。 

 

2-1 LAN インターフェースでの接続 

測定器と LAN インターフェースで接続する場合はパソコンで LAN（イーサネッ

ト接続）の設定をする必要があります。 

 

パソコンの設定はネットワーク接続またはイーサネットのプロパティで行いま

す。 

 

インターネットプロトコルバージョン 4(TCP/IPv4)のプロパティを表示します。 

 

初めてインターネットプロトコルを設定する場合は、測定器の IP アドレスを参

照し右端の数字だけを他の値にしてください。 

例えば測定器の IP アドレスが 192.168.1.1 の場合は、パソコンを 192.168.1.2

とします。サブネットマスクは 255.255.0.0 とします。ただし他の機器にその番

号が設定されている場合は、他の番号に設定する必要があります。 

既に LAN の環境が設定されている場合は、現在使用しているすべての IP ア

ドレスとは異なる IP アドレスを測定器に設定してください。 

組織的に LAN が管理されている場合は、その組織のネットワーク管理者にご

相談ください。 

測定器のアドレス変更につきま

しては「第４章 2-3 インターフェ

ースから測定器の IP アドレス変

更」（Page4-4）をお読みくださ

い。 
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2-2 USB インターフェースでの接続 

測定器とパソコンを USB インターフェースで接続して使用する場合、USB ドラ

イバのインストールが必要です。 

USB ドライバのインストールは測定器をパソコンに接続する前に行ってくださ

い。 

 

① Setup CD を CD ドライブに挿入します。 

② Setup CD の Driver フォルダ内の Driver Install を実行します。 

 

③ OS の設定によってユーザーアカウント制御が表示されます。 

 

「はい」ボタンをクリックします。 

④ 「USB ドライバのインストールウィザードの開始」が起動します。 

 

「次へ(N)>」ボタンをクリックして USB ドライバのインストールを開始します。 
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⑤ ドライバのインストールが開始されます。 

 

 

⑥ OS の設定によって Windows セキュリティウィンドウが表示されます。 

「インストール(I)」ボタンをクリックします。 

 

⑦ 「デバイスドライバのインストールウィザードの完了」が表示されます。 

 

「完了」ボタンをクリックしてインストールを完了します。 
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3 本ソフトウェアのセットアップ 

ここでは本ソフトウェアのセットアップ手順を解説します。 

 

管理者（Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ）権限を有するユーザーで OS にログインしてくださ
い。 

起動しているアプリケーションがある場合は、すべて終了してください。 

 

① Setup CD から Setup.exe を実行します。 

② OS の設定によってユーザーアカウント制御が表示されます。 

 

「はい」ボタンをクリックします。 

 

③ パソコンの状況によって以下の画面が表示されます。 

 

「インストール」ボタンをクリックします。 
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④ セットアッププログラムを開始します。 

 

「次へ(N)>」ボタンをクリックします。 

 

⑤ インストール先を選択します。 

 

インストール先を変更する場合は、「変更(C)...」ボタンをクリックします。 

「次へ(N)>」ボタンをクリックします。 

 

⑥ インストールの確認を表示します。 

 

「インストール」ボタンをクリックします。 
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⑦ セットアップを開始します。 

 

⑧ Windows の再起動が表示されます。 

 

可能であれば 「はい、今すぐｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰを再起動します。」を選択して

「OK」ボタンをクリックします。 

 

⑨ TMR-7200 のセットアップが終了しました。 

 

「完了」ボタンをクリックして、セットアップを終了してください。 
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この章では、本ソフトウェアの基本仕様および画面各部の機能について解説

します。 

 

1 システム構成の確認 

以下に標準システム構成を示します。確認してください。 

 

 OS Microsoft Vista SP2 , 7 SP1 , 8 , 8.1 , 10 

 パソコン 上記の OS が推奨するスペック以上 

CDドライブとUSBポート、LANインターフェースを用いる

場合は LAN ポートを有する機種 

 インターフェース 

次のいずれかのインターフェースが必要 

LAN 100BASE-TX 以上 

USB USB2.0 

 プリンタ  上記の OS で動作可能な機種 

 マルチレコーダ（東京測器研究所製） 

ＴＭＲ－２１１Ver.1.1B 以上（コントロールユニット） 

ＴＭＲ－２２１（ひずみ４ゲージユニット） 

ＴＭＲ－２２２（ひずみ 1G2G4G ユニット） 

ＴＭＲ－２２３（搬送波型ひずみユニット） 

ＴＭＲ－２３１（電圧熱電対ユニット） 

ＴＭＲ－２４１（電圧出力ユニット） 

ＴＭＲ－２４１を使用する場合はＴＭＲ－２１１の Ver.1.5A 以上 

ＴＭＲ－２５１（CAN 音声 GPS ユニット） 

ＴＭＲ－２５２（テレメータ I/F ユニット） 

ＴＭＲ－２５３（デジタル入出力ユニット） 

ＴＭＲ－２６１（チャージアンプユニット） 

 

マルチレコーダ頻度処理ライブラリ TMR-211-01（オプション） 

TMR-251 につきましては「第１０

章 CAN音声GPSユニット」をお

読みください。 

TMR-253 につきましては「第１１

章 デジタル入出力ユニット」を

お読みください。 
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2 基本仕様 

計測条件 

 同時使用可能なユニットの台数 

入力ユニットの選択により、最大１０ユニットまで使用することができます。 

 最大計測点数 

最大 80 点（10 ユニット搭載時） 

 計測プロジェクトの設定 

 測定器設定 

使用するユニットの選択とインターフェースを設定します。 

 A/D 設定 

データ数とサンプルクロックにより A/D 変換を設定します。 

 チャンネル設定 

入力 CH 

SET ：使用する計測チャンネルを設定します。 

名前 ：測定点の名前を設定します。 

入力モード ：入力信号の種類を設定します。 

入力レンジ ：A/D 入力レンジを設定します。 

ローパスフィルタ ：ローパスフィルタのカットオフ周波数とフィルタの特性

（ベッセル/バタワース）を設定します。 

ハイパスフィルタ ：ハイパスフィルタのカットオフ周波数を設定します。 

バランス ：センサのゼロ調整機能の有効/無効を設定します。 

基準接点 ：熱電対使用時の基準接点を設定します。 

係数 ：測定値に乗算する値を設定します。 

定格出力 ：センサの定格出力を設定します。 

容量 ：センサの容量を設定します。 

シフト ：測定値のシフト量を設定します。 

単位 ：計測データの単位を設定します。 

フォーマット ：計測データの小数点桁数を設定します。 

オプション ：分布図を作図するための座標を１データあたり３点設定

することができます。 

出力 CH 

入力 ch. ：入力チャンネルを設定します。 

出力電圧 ：出力電圧の最大値を設定します。 

入力値 ：定格出力に対する入力値を設定します。 

定格出力 ：入力値に相当する電圧を設定します。 

校正値 ：校正値（キャリブレーション）を設定します。 
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頻度 NO 

入力 ch. ：入力チャンネルを設定します。 

解析方法 ：頻度処理の解析方法を設定します。 

フルスケール ：フルスケールを設定します。 

ヒステリシス ：無効振幅を設定します。 

サンプリング/クロスレベル 

 ：解析方法が時間法の場合には、サンプリング時間を、

最大最小値法の場合にはクロスレベルを設定します。 

スライス ：＋側のスライス数と－側のスライス数を設定します。 

 

 自動計測設定 

データトリガ計測 

ON/OFF ：データトリガ計測を行うチャンネルを設定します。 

トリガレベル ：トリガレベルを物理量で設定します。 

トリガモード ：トリガモードを相対/アッパー/ロワーの中から設定しま

す。 

 

プログラム計測 

計測開始日時 ：プログラム計測を開始する日付と時刻を設定します。 

計測時間 ：プログラム計測で計測している時間を設定します。 

休止時間 ：プログラム計測で計測を休止している時間を設定しま

す。 

計測回数 ：プログラム計測の計測回数を設定します。 

 

 計測データ 

データリスト ：一回の計測データのデータリストを表示します。 

グラフリスト ：一回の計測データの経過グラフのリストを表示します。 

 履歴 

計測履歴 ：波形データのファイル名、計測日時、計測方法、試験タ

イトル、計測時間を表示します。 

シート上でファイル名および、試験タイトル名を編集す

ることができます。 

最大最小平均値 ：各計測データの最大値、最小値、平均値を表示しま

す。 

頻度履歴 ：頻度データのファイル名、メモリカードのファイル名、計

測開始日時、計測停止日時、試験タイトルを表示しま

す。 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 



 

 2-4 

 計測プロジェクトの保存、読み込み 

計測プロジェクトは保存することができます。また計測プロジェクトを読み込

むことで計測の再開や類似の計測を行う時に適用できます。 

 計測プロジェクトの印刷 

チャンネル設定（入力 CH/出力 CH/頻度 NO）、自動計測設定（データトリ

ガ計測/プログラム計測）、計測データ（データリスト/グラフリスト）、履歴（計

測履歴/最大最小平均値/頻度履歴/音声履歴）を表示形式のままで印刷

することができます。 

 

計測時 

 バランス 

センサのゼロ調整を行います。また任意のチャンネルを選択して、バランス

を取ることができます。 

測定器の設定でバランスを無効にしたチャンネルはバランスを取ることはで

きません。 

 計測モードの設定 

マニュアル計測、モニタ計測、フリーラン計測、データトリガ計測、プログラ

ム計測が行えます。 

 オフライン計測 

フリーラン計測、データトリガ計測、プログラム計測を実行後に本ソフトウェ

アを終了し、オフラインの計測をすることができます。計測後オンラインによ

りデータの取得ができます。 

 計測データの保存 

計測後、計測データは保存した計測プロジェクトファイルと同じ場所に、計

測プロジェクトファイル名に"_DATA"を追加したデータ保存用フォルダ内に

自動的に記録されます。 

計測データのファイル名は、波形データでは大文字の"D"の後に日付デ

ータと時刻データを追加したファイル名で、拡張子は"tmrd"となります。 

頻度データでは大文字の"H"の後に日付データと時刻データを追加したフ

ァイル名で、拡張子は"tmrｈ"となります。 

また計測履歴の設定では計測データのファイル名を連番で一度に変更す

ることができます。 

 計測データの保存上限 

計測プロジェクトは 5 万ファイルまで計測データの履歴を表示できます。 

5 万ファイルを超えると計測ができなくなりますので、この場合は新たに計

測プロジェクトを作成してください。 

 計測データ保存停止 

計測データの保存を行わないことが可能です。 

最大値最小値平均値を履歴に残すことができます。 
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データ処理 

 作表 

計測データを画面上にスプレッドシート形式で表示できます。 

 作図 

 グラフの種類 

モニタグラフ ：モニタ計測データのグラフを作図します。 

ラインモニタ、経過モニタ、縦棒モニタ、横棒モニタ、Ｘ

分布モニタ、Ｙ分布モニタを作図することができます。 

頻度グラフ ：頻度データファイルに記録されている頻度解析結果を

作図します。 

 

 データファイルの処理（編集、切り出し、間引き、変換） 

データの編集 ：計測データファイルを任意に編集することができます。 

データの切り出し ：グラフリスト上でカーソルにより、範囲を指定した計測デ

ータの不要な部分を削除、または必要な部分のみを切

り出すことができます。 

データの間引き ：データを任意のステップで間引くことができます。 

データの変換 ：計測データファイルのデータをテキストファイルに変換

することができます。 

テキストファイル変換は本ソフトウェア独自形式のテキス

トファイル、または CSV ファイルの他に DRA-7610 互換

のテキストファイル、DADiSP 互換のファイルにすること

ができます。また複数のファイルを連続して変換するこ

とができます。 

 印刷 

計測結果を表形式またはグラフリストで印刷できます。 

グラフを印刷することができます。 

用紙サイズに合わせてグラフを印刷することができます。 

 データの制限 

表示可能な最大の浮動小数点数 

 ：3.402823466E+38 

最小の正規化された正の浮動小数点数 

 ：1.175494351E-38 
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3 計測プロジェクトについて 

計測プロジェクトは計測を行うための設定や、計測結果を管理するために用

いられます。 

計測を行うための設定は測定器設定、A/D 設定、チャンネル設定、自動計測

設定に分類されます。 

計測結果の管理は計測データ、履歴に分類されます。 

 

 

3-1 測定器設定について 

計測を行う時に使用するユニットの種類と台数、インターフェースを設定しま

す。 

計測を開始する前に必ず設定をする必要があります。 

 

 

3-2 A/D 設定について 

データを収録する時の間隔とデータ数を設定します。 

計測を開始する前に必ず設定をする必要があります。 
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3-3 チャンネル設定について 

測定器の各チャンネルの設定とデータの演算を行うための設定をします。 

チャンネル設定は設定内容に合わせて入力 CH、出力 CH、頻度 NO に分か

れています。 

 入力 CH 

測定器がデータを収録する際の条件をチャンネルごとに設定します。 

計測を開始する前に必ず設定をする必要があります。 

 

 出力 CH 

測定器から電圧出力を行う場合に、出力電圧をチャンネルごとに設定しま

す。 

電圧出力ユニットを使用する時にだけ設定できます。 

 

 頻度 NO 

頻度処理を行う場合に、頻度処理のチャンネル番号、解析方法、フルスケ

ール、ヒステリシス､スライス数を頻度 NO ごとに設定します。 

頻度 NO の最大数は、80 です。 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 
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3-4 自動計測設定について 

自動的に計測を行い、データを収録するための設定をします。 

計測を開始する条件によりデータトリガ計測、プログラム計測に分かれていま

す。 

 

 データトリガ計測 

入力信号のレベルにより測定器が計測を開始するための設定をします。 

 

 プログラム計測 

指定された時刻、間隔で計測を開始するための設定をします。 
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3-5 計測データについて 

最後に計測した波形データ、経過図のグラフをリストで表示します。 

 

 データリスト 

すべてのチャンネルを作表します。 

最大値、最小値、平均値も表示します。 

 

 

 グラフリスト 

すべてのチャンネルの経過図を作図します。 

最大値、最小値、平均値も表示します。 
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3-6 履歴について 

計測を行った結果の履歴と最大値最小値平均値の履歴を表示します。 

 

 計測履歴 

波形計測データのファイル情報を一覧で表示します。 

ファイル名や試験タイトルの変更を一括して行うことができます。 

データファイルの表示やデータファイルのデータをテキストファイルへ変換

することができます。 

 

 最大最小平均値 

計測済みのデータから最大値、最小値、平均値を一覧で表示します。 

 

 頻度履歴 

頻度計測データのファイル情報を一覧で表示します。 

ファイル名や試験タイトルの変更を一括して行うことができます。 

データファイルの表示やデータファイルのデータをテキストファイルへ変換

することができます。 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 
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4 データファイルについて 

計測プロジェクトを用いて計測した結果は、計測データファイルとして自動で

記録されます。 

 

計測データファイルは以下の処理を行うことができます。 

 

データの編集 ：計測データを任意に編集することができます。 

データの切り出し ：グラフリスト上でカーソルにより、範囲を指定した計測デ

ータの不要な部分を削除、または必要な部分のみを切

り出すことができます。 

データの間引き ：データを任意のステップで間引くことができます。 

データの変換 ：計測データをテキストファイルに変換できます。 

 

4-1 データファイルの保存先 

計測プロジェクトファイルを保存すると、保存した計測プロジェクトファイルと同

じ場所に、計測プロジェクトファイル名に"_DATA"を追加したデータ保存用フ

ォルダが自動的に作成されます。１回分のデータファイルはこのデータ保存用

フォルダ内にフォルダ単位で記録され、フォルダ名には大文字の"D"の後に

計測を行った日付と時刻を追加した文字列で付けられます。フォルダ内には

フォルダ名と同じ名前で拡張子が"tmrd"の計測データファイルとチャンネルご

とにデータを記録したファイルが作成されます。同じ計測開始時間だとファイ

ル名も同じになってしまうので、その場合は２つ目以降のファイル名の後ろに

_1、_2 と順番に通し番号が付加されます。 

例えば、Document フォルダ内に動的試験というファイル名で計測プロジェクト

を保存し、2017 年 4 月 6 日 13 時 0 分 0 秒に計測を行うと以下のようなファイ

ル構成になります。 

 

StartUp フォルダは"_DATA"フォルダと同時に作成され、このフォルダに保存

したグラフファイルは計測プロジェクトを本ソフトウェアで読み込み表示する際

に同時に表示されます。 

 

頻度データの場合は、ファイル名に大文字の"H"の後に計測を行った日付と

時刻を追加した文字列が付けられます。拡張子は"tmrh"です。 

 

 

Document フォルダ 

動的試験ｔｍｒｐ（計測プロジェクトファイル） 

動的試験_DATA フォルダ 

D170406130000 フォルダ（2017/4/6 13:00:00 に計測したデータのフォルダ） 

D170406130000.tmrd（計測データファイル） 

CH1 

CH2 

： 

： 

StartUp フォルダ 
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4-2 チャンネル設定について 

計測時の各チャンネルの設定内容が記録されており、一部編集することがで

きます。 

 

 入力 CH 

名前、単位、フォーマットを編集することができます。 

 

 

 

4-3 計測データについて 

収録したデータは、データリストとグラフリストで確認することができます。 

また、データの処理として値の編集、削除、間引きをすることもできます。 

 

 データリスト 

すべてのチャンネルの計測データを作表します。 

最大値、最小値、平均値も表示します。 

 

 グラフリスト 

すべてのチャンネルの経過図を作図します。 

最大値、最小値、平均値も表示します。 
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4-4 頻度データについて 

頻度計測を行った時の設定内容と、各チャンネルの頻度データを表示しま

す。 

 

 入力 CH 

測定器が頻度解析を行ったチャンネルの条件を表示します。 

フォーマット以外は変更することができません。 

 

 

 頻度データ 

頻度 NO で指定したチャンネルの頻度解析結果を表示します。 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 
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5 グラフについて 

本ソフトウェアのグラフは、リアルタイムのデータを作図するモニタグラフです。 

 

5-1 モニタグラフについて 

計測プロジェクトを参照し、その計測プロジェクトを使用して計測を行うと、現

在の値を測定器から収集しグラフの更新を行います。 

データの間隔は測定点数やグラフの数、パソコンの性能によって変化します。 

 

モニタグラフの様式には以下のものがあります。 

ラインモニタ ：横軸、縦軸にデータを設定し線で作図します。 

経過モニタ ：横軸に経過時間、縦軸にデータを設定し作図します。 

縦棒モニタ ：横軸に座標、縦軸にデータを設定し棒グラフを作図し

ます。 

横棒モニタ ：横軸にデータ、縦軸に座標を設定し棒グラフを作図し

ます。 

Ｘ分布モニタ ：横軸に座標、縦軸にデータを設定し分布図を作図しま

す。 

Ｙ分布モニタ ：横軸にデータ、縦軸に座標を設定し分布図を作図しま

す。 

 

5-2 頻度グラフについて 

計測プロジェクトを参照し、その計測プロジェクトを使用して頻度計測を行うと、

現在の値を測定器から収集しグラフの更新を行います。 

頻度データファイルを参照すると、データファイルに記録された頻度データを

作図します。 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 
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この章では、本ソフトウェアで作成されるアイコンの説明および本ソフトウェア

の起動と終了の操作について解説します。 

 

1 本ソフトウェアのアイコン 

本ソフトウェアに関連するアイコンは、次の５種類です。 

 

 本ソフトウェアプログラムアイコン 

本ソフトウェアプログラムのアイコンです。 

 

 計測プロジェクトアイコン 

測定器設定、Ａ/Ｄ設定、チャンネル設定、自動計測設定、履歴など計測プ

ロジェクトを保存したファイルのアイコンです。 

 

 計測データファイルアイコン 

計測データ(波形)を保存したファイルのアイコンです。 

 

 頻度データファイルアイコン 

頻度データを保存したファイルのアイコンです。 

 

 グラフシートアイコン 

グラフを保存したファイルのアイコンです。 
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2 本ソフトウェアの起動 

プログラムの起動は、WindowsのスタートメニューからVisual LOG-TMR-7200

をクリックします。 

 

計測プロジェクト、計測データ、グラフシートの各ファイルをダブルクリックする

ことで本ソフトウェアを起動し、指定したファイルを開くこともできます。 

 

スタート メニューから TMR-7200 を 起動した場合は スタートアップ ダイアログ

が表示されます。 
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3 スタートアップについて 

スタートアップ ダイアログは、本ソフトウェアを起動した時に最初に表示される

ダイアログです。 

 

 

ここで新規のプロジェクトファイル作成や既存のファイルを選択して開くことが

できます。 

 

項目内容 

新しい計測プロジェクト作成 

 ：新規で計測プロジェクトを作成します。 

初めて本ソフトウェアで計測する場合や、新しく試験を開始す

る際に選択します。 

ファイルを開く 

 ：既存のファイル（計測プロジェクト、計測データ、グラフシート）

を開きます。 

試験を継続する場合や、計測結果を用いて後処理をする場合

に選択します。 

既存の計測プロジェクト 

 ：過去に保存した計測プロジェクトを更新日時が近い順に 4 個ま

で表示します。 

ファイル名をクリックするとその計測プロジェクトを表示します。 

StartUp のグラフを同時に開く 

 ：この設定を有効にすると、計測プロジェクトを開く時に StartUp

フォルダ内にあるグラフファイルも同時に開きます。 

閉じる  ：スタートアップダイアログを閉じます。 
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4 本ソフトウェアの終了 

本ソフトウェアの終了や中断は ファイル メニューの アプリケーションの終了

を選択して行います。。 

計測プロジェクトや計測データファイル、グラフシートが開いてから何らかの変

更がされていると、そのファイルの保存を確認するダイアログが表示されます。 
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この章では、計測を行う準備として計測プロジェクトの測定器設定、A/D 設定、

チャンネル設定、自動計測設定、計測データ、履歴について解説します。 

 

1 計測プロジェクトの設定項目の切り替え 

計測プロジェクトの左にあるボタンを用いて設定項目を切り替えます。 

 

 

 

測定器設定  ：使用するユニットの選択とインターフェースの設定を行います。 

A/D 設定  ：データ数とサンプルクロックにより A/D 変換の設定を行いま

す。 

チャンネル設定 

 ：入力 CH、出力 CH、頻度 NO、デジタル入出力の設定を行い

ます。 

自動計測設定 

 ：データトリガ計測、プログラム計測の設定を行います。 
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2 測定器設定 

使用するユニットの台数、インターフェースの種類、LANインターフェースの IP

アドレスとポート番号の設定を行います。 

また、インターフェースの接続確認や測定器に接続されているユニット情報の

取得、測定器の IP アドレスを変更することができます。 

 

2-1 接続条件の設定 

計測プロジェクトの「測定器設定...」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

インターフェースの種類 

 ：使用するインターフェース（LAN または USB）を選択してくださ

い。 

LAN の場合 

IP アドレス  ：使用する測定器の IP アドレスを設定します。 

ポート番号  ：使用する測定器のポート番号を設定します。 
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2-2 接続の確認 

設定したインターフェースの内容で測定器と通信を行い、接続されているユニ

ットの情報を取得します。 

 

設定項目 

確認  ：現在の設定内容でパソコンと測定器が接続できるかを確認し

ます。 

接続ユニットの取得 

 ：「確認」ボタン押した時に、測定器から接続されているユニット

の情報を取得します。 

この項目が有効な場合、設定内容を取得した情報で更新しま

す。 

この項目が無効な場合に設定内容と取得した情報で異なると、

設定を更新するか確認メッセージが表示されます。 

IP アドレスの変更 

 ：測定器の LAN 設定を変更します。 

詳細は 「2-3インターフェースから測定器の IPアドレスを変更」

(Page4-4)を参照してください。 
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2-3 インターフェースから測定器の IP アドレスを変更 

測定器の IP アドレスを変更するには、測定器と通信を行う必要があるため、

USB インターフェースを用いるか、既に LAN で接続可能な状態である必要が

あります。 

 

「IP アドレスの変更」を有効にし、「確認」ボタンをクリックします。 

 

測定器との通信が正常な場合、IP アドレスを変更するダイアログが表示されま

す。 

 

設定項目 

IP アドレス  ：測定器に設定する IP アドレスを設定します。 

ポート番号  ：測定器に設定するポート番号を設定します。 

サブネットマスク 

 ：IP アドレスからネットワークアドレスを識別するための値です。 

通常はパソコンの設定と同じに設定します。 

ゲートウェイ  ：パソコンと測定器のネットワークアドレスが異なる場合にルータ

の IP アドレスを設定します。 

パソコンと測定器のネットワークアドレスが同一の場合には設

定しなくても通信を行うことができます。 

 

「実行」ボタン ： 設定内容が測定器へ反映されます。 

 

TMR-211のファームウェアのバ

ージョンが 2.2A未満であると IP

アドレスの変更はできません。 

IPアドレスのなかで、サブネット

マスクの 255の部分がネットワ

ークアドレス、0の部分がホスト

アドレスとなります。 
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3 A/D 設定 

A/D 設定では 1 回の計測で収録するデータ数とデータの間隔を設定します。 

 

計測プロジェクトの 「A/D 設定...」ボタンをクリックします。 

A/D 設定を行うダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

データ数  ：記録データ数を設定します。 

以下の条件の場合、計測点数によってデータ数を表の値以下

に設定する必要があります。 

 高速モードまたはメモリ

カードを使用しない場合 

低速モードかつメモリ

カードを使用する場合 

4CH 以下 10,000,000 

10,000,000 

8CH 以下 8,000,000 

16CH 以下 4,000,000 

32CH 以下 2,000,000 

64CH 以下 1,000,000 

80CH 以下 800,000 

 

トリガ前データ数 

 ：データトリガ計測を行う場合、トリガが掛かる前の記録データ数

を設定します。 
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サンプルクロック 

 ：データの記録間隔をミリ秒単位で設定します。 

サンプルクロックの設定と測定点数により、A/D 変換のモード

は低速モード/高速モードの２種類に分かれます。 

以下の組合せでは低速モードになります。 

測定点数 
サンプルクロック 

(msec.) 
測定点数 

サンプルクロック 

(msec.) 

1 点 0.02～ 33～40点 0.5～，2048Hz 

2 点 0.03～ 41～48点 0.6～ 

3～4 点 0.05～ 49～56点 0.7～ 

5～8 点 0.1～ 57～64点 0.8～ 

9～16 点 0.2～ 65～72点 0.9～ 

17～24点 0.3～ 73～80点 1.0～，1024Hz 

25～32点 0.4～   

 

外部サンプル 

 ：外部サンプルはデジタル入出力ユニットのデジタル IN に

SCLK を設定した場合に使用できます。 

  

 

外部サンプルはデジタル入出力ユニット使用時に有効になります。 

 

計測時間から求める 

 ：計測時間から A/D 設定内容を求めます。 

計測時間  ：計測時間を設定します。単位はミリ秒/秒/分/時の中から選択

します。 

トリガ前時間  ：データトリガ計測を行う場合、トリガが掛かる前の記録時間を設

定します。単位は計測時間の単位に従います。 

トリガ前時間、トリガ前データ数が有効になるのはデータトリガ計測の場合だけ
です。 

 

TMR-211のファームウェアの

バージョンが 2.2A未満である

と測定点数に限らず 1msec以

上で低速モードになります。 

計測時間で設定した単位が計

測中の経過時間表示や経過グ

ラフの横軸の単位に反映されま

す。 

 

外部サンプルにつきましては

「第１１章 デジタル入出力ユニ

ット」をお読みください。 
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サンプル周波数 

 ：サンプルクロックの逆数を表示します。 

周波数を選択してサンプルクロックを設定することができます。 

 

「計算」ボタン 

 ：設定したデータ数に相当する計測時間を表示します。計測時

間で設定した場合には設定した値に相当するデータ数を表示

します。 

また、サンプルクロックに応じて高速モードになる使用チャンネ

ル数が表示されます。 

 

 

 

4 計測タイトルを入力する 

計測プロジェクト上部にある試験タイトルは任意に変更することができ、計測

時のタイトルが計測データファイルのタイトルにも反映されます。 

 

試験タイトルをクリックして選択し、任意の試験タイトルを入力します。 

 

計測データファイルには計測プロジェクトの試験タイトルが設定されます。 

 

計測タイトルは、印刷やテキスト保存

時に出力されます。 

またグラフを作成した時に、グラフにコ

ピーされます。 

TMR-211のファームウェアのバ

ージョンが2.2A未満であると102

4, 2048, 4096, 8192Hzは設定で

きません。 
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5 チャンネル設定 

計測を行うための設定をします。 

計測プロジェクトの「チャンネル設定」ボタンをクリックします。 

 

入力 CH ：SET、名前、入力モード、入力レンジ、ローパスフィルタ、ハイ

パスフィルタ、バランス、基準接点、校正、単位、フォーマット、

オプションデータの設定を行います。 

出力ＣＨ ：入力チャンネル、出力電圧、入力値、定格出力、校正値の設

定を行います。 

頻度 NO ：入力チャンネル、解析方法、フルスケール、ヒステリシス、サン

プリング時間、クロスレベル、スライス数の設定を行います。 

 

5-1 設定エラーについて 

チャンネル設定で設定内容が赤く表示される場合があります。これはサンプル

クロックや測定器を変更した時に、その条件では使用できない内容が設定さ

れている場合に設定エラーとして赤く表示します。 

エラーが出た状態では測定器への設定を行うことができないので、計測を開

始する前に設定を変更してください。 

 

5-2 設定項目の選択方法について 

設定項目を選択するには、マウスポインタを設定するセルに合わせて▼をクリ

ックし、ポップアップメニューから設定する項目を選択します。 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 



第 4 章 計測プロジェクトの設定 

 
 

 4-9 

 

 

6 入力 CH 

測定器がデータを収録する際の入力条件と収録したデータを本ソフトウェアで

処理するための設定をチャンネルごとに設定します。 

「チャンネル設定」ボタンから入力 CH を選択します。 

 

 

6-1 使用する計測チャンネルを設定する 

計測に用いるチャンネルを SET(使用)/OFF（未使用）から選択します。 

 

OFFに設定されたチャンネルには設定を送信しないので他の設定を行う必要

はありません。 
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6-2 名前に連番を付ける 

計器等の名前に連番を一度に付けることができます。 

また、2 軸ゲージ、3 軸ゲージの名前を設定する場合に有効な付加文字の設

定も行います。 

新規に計測プロジェクトを開いた状態では、下図のように連番で名前が付けら

れています。 

 

ここでは、3 軸ゲージの名前の設定を解説します。 

名前のセルで名前を設定する箇所を選択します。選択したセルに既に名前が

設定されていると、その名前の後ろに付加されます。 

 

計測プロジェクトメニューから 名前...を選択すると、設定を行うダイアログが表

示されます。 

 

連結数字に連番XYZを選択します。これを選択することにより上から 3セルず

つ設定した付加文字が追加されます。 

上図のように残りの設定を行い、「OK」ボタンをクリックします。 
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6-3 入力モードを設定する 

入力信号の種類（ブリッジ電圧、電圧、熱電対）を設定します。 

 

接続したユニットによって設定できない入力モードがあります。設定可能な入
力モードの種類につきましてはユニットの取扱説明書をお読みください。 

 

ブリッジ電圧の設定によってひずみの分解能が変化します。 

4G0.5V ：4×１０－６ひずみの分解能になります。 

4G2.0V ：1×１０－６ひずみの分解能になります。 
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6-4 入力レンジを設定する 

測定可能な範囲を設定します。 

レンジの値が低いほど測定値のバラつきが緩和されます。 

 

ひずみ測定範囲 

入力

レンジ 

入力モード 

4G 2.0V 4G 0.5V 電圧 (CR-4010) 

5,000 -5,000～+5,000 (1×10-6) -20,000～+20,000 (4×10-6) -5,000～+5,000 (1mV) 

10,000 -10,000～+10,000 (1×10-6) -40,000～+40,000 (4×10-6) -10,000～+10,000 (1mV) 

20,000 -20,000～+20,000 (2×10-6) -80,000～+80,000 (8×10-6) -20,000～+20,000 (2mV) 

 

電圧・熱電対測定範囲 

入力

レンジ 

入力モード 

電圧 熱電対 

600  -200～+600 (0.1℃) 

1,000 -1,000～+1,000 (0.1mV)  

1,300  -200～+1,300 (0.2℃)※熱電対 T不可 

5,000 -5,000～+5,000 (0.5mV)  

10,000 -10,000～+10,000 (1mV)  

20,000 -20,000～+20,000 (2mV)  
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6-5 ローパスフィルタのカットオフ周波数を設定する 

入力信号から指定した周波数以降をデジタルフィルタによりカットします。 

ただし、ローパスフィルタの設定を PASS(0)に設定した場合には、アナログフィ

ルタにより 10kHz 以降の周波数をカットします。 

熱電対では PASS(0)以外選択できません。 

 

 

6-6 ローパスフィルタの周波数特性を設定する 

ローパスフィルタの周波数特性をベッセル 2 次/バタワース 2 次/ベッセル 8

次/バタワース 8 次の中から選択します。 

ローパスフィルタのカットオフ周波数が PASS(0)に設定されている場合には、

ベッセル 2 次 以外選択できません。 

 

ベッセル 8 次/バタワース 8 次はひずみ 4 ゲージユニット（TMR-221)、ひずみ

1G2G4G ユニット（TMR-222)、搬送波型ひずみユニット（TMR-223）で使用で

きます。 

 

ただし、TMR-211 のファームウェアのバージョンが 2.2A 以降で、ユニット
(TMR-221/TMR-222)のバージョンが 1.2A 以降である必要があります。 
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6-7 ハイパスフィルタのカットオフ周波数を設定する 

入力信号からデジタルフィルタによりカットする周波数を PASS/0.2Hz/1.0Hz

から選択します。 

 

PASS ：ハイパスフィルタ無効 

0.2 ：0.2Hz 未満の周波数をカット 

1.0 ：1.0Hz 未満の周波数をカット 

 

ハイパスフィルタはひずみ 4ゲージユニット（TMR-221)とひずみ 1G2G4Gユニ

ット（TMR-222)、搬送波型ひずみユニット（TMR-223）で使用できます。 

 

ただし、TMR-211 のファームウェアのバージョンが 2.2A 以降で、ユニット
(TMR-221/TMR-222)のバージョンが 1.2A 以降である必要があります。 

 

6-8 バランスを設定する 

測定器のゼロ調整（バランス）機能を有効にするか無効にするかを設定しま

す。 

 

TMR-211のファームウェアの

バージョンが2.2A未満であると

バランスは使用できません。 
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6-9 基準接点を設定する 

電圧熱電対ユニット（TMR-231）を使用して温度を測定する場合に設定しま

す。 

 

RJC OFF ：外部に熱電対の基準接点を設けます。 

RJC ON ：熱電対ユニットの表面温度を基準接点とします。 

 

6-10 係数を設定する 

測定値に乗算する値を入力します。 

係数を入力すると、定格出力と容量は空白にリセットされます。 

 

 

6-11 センサの定格出力、容量で係数を設定する 

センサの定格出力と容量を入力すると、「容量÷定格出力」の結果を係数に

自動で設定します。 

 

 



 
 

 4-16 

 

6-12 シフト量を設定する 

係数をかける前のデータから設定したシフト量を加えます。 

バランス範囲を超えた電圧やひずみデータをシフトする時に使用します。 

 

 

6-13 単位を設定する 

計測結果の単位を設定します。 
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6-14 計測データのフォーマットを設定する 

計測データリストや数値モニタに表示される計測データの表示形式、表示桁

数を設定します。 

 

 

 

6-15 オプションデータを設定する 

オプションデータは分布グラフを作図する時に座標データとして扱います。 

分布グラフを作図しない場合は設定する必要はありません。 
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7 出力 CH 

電圧出力ユニット（TMR-241）を使用すると、任意の入力チャンネルの計測デ

ータを電圧値として出力することができます。 

電圧出力ユニット（TMR-241）を使用しない場合には、アナログ出力の設定は

必要ありません。 

 

「チャンネル設定」ボタンから 出力 CHを選択します。 

 

コントロールユニット（TMR‐211）のファームウェアバージョン 1.5A以降が必要
です。それより前のバージョンを使用している場合はファームウェアのバージョ
ンアップが必要です。 

 

7-1 入力チャンネルを設定する 

電圧出力に用いる計測データのチャンネルを選択します。 

 

 

IN1 ：電圧出力に用いるチャンネルを選択します。 

電圧を出力しない場合は OFFを設定します。 

IN2～IN4 ：IN1に加算もしくは減算するチャンネルを選択します。 

チャンネル間の演算を行わない場合は OFFを設定します。 
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7-2 出力電圧を設定する 

出力電圧の範囲を ±5V、±10V、0～＋5Vの中から選択します。 

 

出力電圧はユニット単位になるため、一つのチャンネルを変更してもそのチャ

ンネルを含むユニットの全チャンネルが同じ設定になります。 

 

7-3 出力感度を設定する 

電圧出力の感度を入力値と定格出力で設定します。 

 

入力値  ：入力 ch.の値が 入力値 になった時に 定格出力 で設定した電

圧が出力されます。 

入力値 は物理量で設定します。 

IN1のみ設定されている場合は、[ ]に入力信号の値を表示しま

す。 

定格出力  ：入力値 に対する電圧出力値を V 単位で設定します。 
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7-4 校正値(キャリブレーション)を設定する 

校正値を物理量で設定します。 

 

[ ]の中には入力信号に相当する値が表示されます。 

入力モードが熱電対の場合には、[ ]の中は 0.1℃の単位で表示します。たと

えば、[25]の場合、2.5℃に相当する値になります。 

 

入力値 200 で定格出力 2V の場合、校正値に 100 を設定すると+CAL で 1V

が出力され、-CAL で-1V が出力されます。 

 

 

校正値の電圧を出力するには、 

「第5章 13 電圧出力の校正」(Page

5-21)を参照してください。 
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8 頻度 NO 

マルチレコーダ頻度処理ライブラリ TMR-211-01（オプション）を使用すると、

頻度計測を行うことができます。 

本ソフトウェアでは頻度計測を行うために、新たな番号DN_１からDN_80までを

頻度NOとして定義しています。頻度計測を行う場合には頻度NOごとに入力

チャンネル、解析方法、ヒステリシス、サンプリング、クロスレベル、スライス数を

設定します。 

頻度解析を行うにはサンプルクロックが１ミリ秒以上必要です。 

その際、TMR-211 のファームウェアのバージョンが 1.2A 以下で頻度 NO を 

１７個以上使用する場合に以下の制限があるので注意して下さい。 

１．A/D 変換のサンプルクロックが、１０ミリ秒以上であること。 

２．解析方法がすべて極大値・極小値法（PEAK/V)であること。 

 

マルチレコーダ頻度処理ライブラリ TMR-211-01 を使用して、頻度計測を行

わない場合は、頻度 NO の設定は必要ありません。 

 

「チャンネル設定」ボタンから 頻度 NOを選択します。 

 

 

8-1 入力チャンネルを設定する 

頻度 NO ごとに、頻度計測を行う入力チャンネルを選択します。 

 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 



 
 

 4-22 

 

8-2 解析方法を設定する 

頻度計測の解析方法を設定します。 

 

PEAK/V ：極大値・極小値法 

MAX/MIN ：最大値・最小値法 

AMP ：振幅法 

TIME ：時間法 

LEVEL ：レベルクロッシング法 

RAIN ：レインフロー法 

 

8-3 フルスケールを設定する 

計測データのフルスケールを物理量で入力します。 

[ ]の中は入力信号に相当する値を表示します。 

 

 

8-4 ヒステリシスを設定する 

解析方法の片側のスライス数を考慮して、無効振幅を片側のフルスケールに

対する比率（％FS)で入力します。 

[ ]の中は入力信号に相当する値を表示します。 

 

 

解析方法の詳細につきましては、

マルチレコーダ頻度処理ライブラリ

TMR-211-01（オプション）の取扱説

明書を参照して下さい。 



第 4 章 計測プロジェクトの設定 

 
 

 4-23 

 

8-5 クロスレベルを設定する 

解析方法が最大値・最小値法の場合に、判定レベル(cross level)を物理量で

入力します。 

[ ]の中は入力信号に相当する値を表示します。 

 

 

8-6 サンプリング時間を設定する 

解析方法が時間法の場合に、サンプリング時間を設定します。 

 

 

8-7 スライス数を設定する 

プラス側とマイナス側のスライス数を合計 100 以内で設定します。 

振幅法とレインフロー法の場合には、マイナス側のスライス数は 0 で固定で

す。 
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9 自動計測設定 

自動的に計測を行うための設定をします。 

計測プロジェクトの「自動計測設定」ボタンをクリックします。 

 

自動計測にはデータトリガ計測、プログラム計測があり、これらの計測を行わ

ない場合は設定する必要はありません。 

 

各自動計測についての詳細は、以下のページを参照してください。 

「第 5 章 8 データトリガ計測」(Page5-11) 

「第 5 章 9 プログラム計測」(Page5-15) 
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10 計測プロジェクトの保存 

計測プロジェクトの保存は、ファイルメニューから上書き保存または名前を付

けて保存...を選択する方法があります。 

 

上書き保存  ：初めて保存する時は計測プロジェクトの名前の入力および保

存場所の指定を行うダイアログが表示されます。 

一度保存された計測プロジェクトは前と同じ名前で再保存され

ます。 

名前を付けて保存... 

 ：常に計測プロジェクトの名前の入力および保存場所の指定を

行うダイアログが表示されます。 

 

名前を付けて保存を行う際に、保存先に同じ名前があると保存を行いません。
別の名前にするか、保存先を変更してください。 

 

計測データは容量を多く使用します。計測を行う際には十分に余裕のあるハ
ードディスクをご使用ください。 

計測データファイルの容量の目安として以下の式で計算できます。 

（使用チャンネル数）×１計測のデータ数×４バイト 

例えば、使用チャンネル数を２0 チャンネルに設定し、500000 ワードの計測を
行うと２0×500000×４＝40000000 バイト 

約 38MB になります。 

実際はこの他に設定等が記録されるのでもう少し大きくなります。 
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11 測定器設定ファイルの作成 

測定器に関する設定内容をファイルに保存し、測定器の表示ユニットを用い

て設定内容を測定器へ反映することができます。 

 

ファイルメニューから測定器ファイル作成...を選択すると、ダイアログが表示さ

れるので英数字のファイル名で保存します。 

 

 

ファイル名に日本語を使用すると測定器で選択する際にファイル名が表示さ
れません。 

 

保存したファイルをメモリカードへ移し、測定器へ挿入します。 

測定器の表示ユニットから 「メニューへ」 ＞ 「その他」 ＞ 「設定ファイルの

読み込みと保存」とタップし、メモリカード内の設定ファイルを読み込みます。 

 

設定ファイルに記録される内容は以下の項目です。 

・A/D 変換設定 

・入力 CH 

SET、入力モード、入力レンジ、ローパスフィルタ、ハイパスフィルタ、バラン

ス、基準接点、係数、定格出力、容量、フォーマット 

・出力 CH 

・頻度 NO 

・デジタル入出力 

・CAN 音声 GPS 

基本設定、CAN データ 

・データトリガ計測 

・プログラム計測 

TMR-211のファームウェアのバージ

ョンが 2.2A未満の場合は設定ファイ

ルを読み込むことができません。 
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この章では、計測方法と測定器の制御について解説します。 

 

1 計測パネルを表示する 

計測パネルを表示することで、測定器との通信状態を確立し、計測データの

収録やリアルタイムのデータをモニタすることができます。 

 

計測パネルを表示する前に必ず計測プロジェクトを保存してください。 

保存を行わずに計測パネルを表示すると保存のダイアログが表示されます。 

 

計測メニューから計測パネル表示...を選択するとダイアログが表示されます。 

 

測定器へ設定を送信します 

 ：計測プロジェクトの設定内容を測定器へ反映します。 

SET に設定されているチャンネルの設定を受信します 

 ：測定器に設定されているチャンネル条件やA/D設定を計測プ

ロジェクトへ読み込みます。 

上記でどちらかを選択した後、「OK」ボタンを選択すると計測パネルが表示さ

れます。 

 

高速モードの測定器が接続されていると計測パネルのタイトルに表示されま

す。 
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1-1 メモリカードの状態表示 

計測パネルを表示すると、測定器に挿入されているメモリカードの状態が右上

のツールバーに表示されます。 

 

 メモリカードが入っていない場合は黄色で表示 

 

 

 メモリカードが入っていて記録できない場合は赤で表示 
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2 バランスをとる 

計測を開始する前に、センサのゼロ調整を行います。 

 

計測メニューからバランス...を選択すると、確認のダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

バランス範囲を超えたひずみのチャンネルは入力 CH のシフトに現在の値を

記録する 

 ：測定器のバランス範囲を超えたひずみのチャンネルは値が０

になりません。この項目を有効にすると参照している計測プロ

ジェクトの入力 CH のシフトに現在の値を記録し、演算で０にし

ます。 

左リスト ：バランス可能なチャンネルのリストを表示します。 

入力 CH でバランスを無効に設定したチャンネルは表示されま

せん。 

右リスト ：バランスを行うチャンネルのリストを表示します。 

「登録>>」、「全て登録」、「解除」、「全て解除」ボタンでチャンネ

ルを選択します。 

「登録>>」ボタン 

 ：左のリストから選択したデータを右のリストに登録します。 

「全て登録」ボタン 

 ：左のリストのデータを右のリストに全て登録します。 

「解除」ボタン ：右のリストで選択したデータをリストから解除します。 

「全て解除」ボタン 

 ：右のリストに登録されたデータを全て解除します。 

 

左のリストからバランスをとるデータを選択し、「登録>>」ボタンをクリックすると、

右のリストに表示されます。 

０調整を行って良い時は「実行」ボタンをクリックします。 

 

TMR-231 ユニットのチャンネルはバランスを行うと、参照している計測プロジェ
クトの入力 CH のシフトに現在の値を記録します。 
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3 モニタ計測 

モニタ計測を行うことで、リアルタイムのデータを計測パネルまたはモニタパネ

ルへ表示します。 

 

3-1 モニタするチャンネルの設定 

計測パネルの「モニタ設定」ボタンからモニタ対象のチャンネルを設定します。 

 

 

設定項目 

左リスト ：モニタ計測が可能なチャンネルのリストを表示します。 

右リスト ：モニタ計測するチャンネルのリストを表示します。 

「登録>>」ボタン 

 ：左のリストから選択したデータを右のリストに登録します。 

「挿入>>」ボタン 

 ：挿入する箇所を選択し、右のリストに登録されたデータの間に

左のリストから選択したデータを挿入します。 

「解除」ボタン ：右のリストで選択したデータをリストから解除します。 

「全て解除」ボタン 

 ：右のリストに登録されたデータを全て解除します。 

 

左のリストからモニタ計測するデータを選択し、「登録>>」ボタンをクリックすると、

右のリストに表示されます。 

登録を行ったら「OK」ボタンをクリックします。 
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3-2 モニタの表示位置を設定 

計測パネルの「モニタ設定」ボタンからモニタの表示位置を設定します。 

 

 

設定項目 

計測パネル内 

 ：計測パネル内にモニタ値を表示します。 

表示なし ：モニタ値を表示しません。計測パネルのサイズが小さくなりま

す。 

モニタパネル表示 

 ：計測パネルとは別にモニタパネルを表示します。 

モニタ値はモニタパネルへ表示され、計測パネルのサイズが

小さくなります。 

 

3-3 モニタ表示の色を設定 

計測パネルの「モニタ設定」ボタンからモニタの表示色を設定します。 

 

 

設定項目 

字の色 ：モニタ値の色を指定します。 

背景の色 ：モニタの背景色を指定します。 

字の大きさ ：モニタパネルでモニタ表示を行っている時の字の大きさを指定

します。 
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3-4 ピークデータの設定 

計測パネルの「モニタ設定」ボタンから、ピークデータに関する項目を設定しま

す。 

 

 

設定項目 

表示する ：最大/最小のピークデータを表示します。 

自動リセット ：設定した時間間隔でピークデータをリセットします。 

計測開始時リセット 

 ：計測開始時にピークデータをリセットします。 

 

任意のタイミングでピークデータをリセットするには計測パネルの「P.R」ボタン

(Peak Reset)をクリックします。 

 

 

3-5 モニタ計測を開始する 

モニタ計測を開始するには、計測パネルの「モニタリング」ボタンをクリックしま

す。 

 

モニタ計測状態を解除するには、もう一度「モニタリング」ボタンをクリックしま

す。 
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4 記録データ(波形・頻度)の切り替え 

計測時にメモリカードに記録するデータを波形＋頻度データ、波形データ、頻

度データの中から選択します。 

計測プロジェクトの設定で、頻度NOの入力CHが一つも設定されていない場

合やサンプルクロックの制限などで頻度解析を行えない場合には、波形デー

タしか記録することができません。 

 

計測メニューの記録データの設定...から、記録するデータを選択します。 

 

選択項目 

波形＋頻度データ 

 ：波形と頻度のデータを同時に記録します。 

波形データのみ 

 ：波形データのみを記録します。 

頻度データのみ 

 ：頻度データのみを記録します。 

 

選択した記録データの種類により、計測パネルの「計測開始」ボタンの表示が

変わります。 

 波形＋頻度データを選択した場合 

 

 波形データのみを選択した場合 

 

 頻度データのみを選択した場合 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 
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5 マニュアル計測 

任意のタイミングで計測を一回行います。 

 

5-1 マニュアル計測を開始する 

マニュアル計測を開始するには、計測パネルの「計測開始」ボタンをクリックし

ます。 

 

トリガステータスバーに計測開始時刻と計測終了時刻、計測経過時間が表示

されます。 

 

計測が終了すると、計測データがパソコンへ転送されます。 

 

すべてのデータを処理すると計測データファイルが作成されます。 

 

 頻度データを記録する設定を行っている場合の計測時間 

波形+頻度データの場合 

 ：A/D 設定で設定した計測時間分の波形と頻度計測を行いま

す。 

頻度データの場合 

 ：A/D 設定で設定した計測時間分の頻度計測を行います。 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 



第 5 章 計 測 

 5-9 

6 計測を中断する 

計測を中断するには、計測パネルの「計測停止」ボタンをクリックします。 

 

計測を中断すると、計測データがパソコンへ転送されます。 

 

すべてのデータを処理するとデータファイルが作成されます。 

 

何らかの自動計測を行っていると、自動計測の継続を確認するダイアログが

表示されます。 

 

「はい（Y）」ボタンをクリックするとすべての自動計測を終了します。 

「いいえ（N）」ボタンをクリックすると自動計測を続行します。 

 

計測中または自動計測中、自動計測待機時に計測パネルを閉じるとオフライ

ン計測を開始します。 

オフライン計測につきましては「10 オフライン計測」（Page5-18）を参照してく

ださい。 
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7 フリーラン計測 

任意のタイミングで終了するか、メモリカードの容量がいっぱいになるまで繰り

返し計測を行います。 

 

高速モードやメモリカードが挿入されていない場合、フリーラン計測を行うこと
ができません。 

また、計測時間が 10 秒以上である必要があります。 

      

7-1 フリーラン計測を開始する 

計測パネルの「自動計測」ボタンからフリーラン...を選択します。 

 

 

 

「開始」ボタンをクリックすると、フリーラン計測を開始します。 

「待機」ボタンをクリックすると、計測パネルの「計測開始」ボタンが押されるま

でフリーラン計測を待機します。 

 

 頻度データを記録する設定を行っている場合の計測時間 

波形+頻度データの場合 

 ：頻度解析はフリーラン計測を停止するまで連続して行うので、

1回のフリーラン計測で作成される頻度データファイルは1ファ

イルです。 

頻度データの場合 

 ：手動で計測停止を行うまで頻度計測を続けます。 

 

 

7-2 フリーラン計測を停止する 

フリーラン計測を終了するには、計測パネルの「計測停止」ボタンをクリックしま

す。 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 

頻度データを記録している場合に

は、フリーラン計測を停止するまで

頻度解析を行うので、頻度データフ

ァイルは一つとなります。 
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8 データトリガ計測 

トリガレベル、トリガモードに従って測定器が入力信号を判定し、自動的に計

測を行います。 

 

8-1 データトリガ計測の設定 

計測プロジェクトの「自動計測設定」ボタンからデータトリガ計測を選択しま

す。 

 

設定項目 

ON/OFF ：データトリガ計測の対象となるチャンネルを ON にします。 

SET が OFF の場合は ON に設定してもトリガはかかりません。 

トリガレベル ：トリガレベルを物理量で入力します。 

[ ]の中には入力信号に相当する値を表示します。 

トリガモード ：トリガモードを相対、アッパー、ロワーから選択します。 

相対 ：データトリガ計測開始時の値を基準値とし、基準値からトリガレ

ベル分の変化がある場合に計測を開始します。 

アッパー ：現在の値がトリガレベルを上回る場合に計測を開始します。 

ロワー ：現在の値がトリガレベルを下回る場合に計測を開始します。 

 

校正係数に－(負)極性を設定しているとトリガレベルの物理量と[ ]の中とは極
性が反転します。この状態でデータトリガ計測を行うと、測定器が入力信号か
ら判定したトリガ値は物理量のデータから判定した値とは一致しません。十分
に注意して設定してください。 

 

記録データに頻度データが含まれる場合、データトリガ計測を行うことができ
ません。 
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8-2 データトリガ計測の設定例 

 トリガモードを相対、トリガレベルをプラス値に設定した場合 

 

上図の設定ではデータトリガ計測開始時の計測値から、計測データが+100

変化した時に計測を行います。 

 

 トリガモードを相対、トリガレベルをマイナス値に設定した場合 

 

上図の設定ではデータトリガ計測開始時の計測値から、計測データが-100

変化した時に計測を行います。 
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 トリガモードをアッパーに設定した場合 

 

上図の設定では、計測データが+100 を上回る時に計測を行います。 

 

 

 トリガモードをロワーに設定した場合 

 

上図の設定では、計測データが-100 を下回る時に計測を行います。 
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8-3 データトリガ計測を開始する 

計測パネルの「自動計測」ボタンからデータトリガ...を選択します。 

 

 

「1 回」ボタンを選択すると、1 回だけデータトリガ計測を開始します。 

「連続」ボタンを選択すると、データトリガ計測を開始しますが、計測後に再度

データトリガの待機状態となります。 

 

8-4 データトリガ計測を停止する 

待機中のデータトリガ計測を停止するには、「自動計測」ボタンからデータトリ

ガ...を選択します。 

 

計測中の停止方法は「6 計測を中断する」(Page5-9)を参照してください。 
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9 プログラム計測 

指定された時刻、時間、間隔で自動的に計測を行います。 

 

メモリカードが挿入されていない場合には、プログラム計測を開始することは
できません。 

 

9-1 プログラム計測の設定 

計測プロジェクトの「自動計測設定」ボタンからプログラム計測を選択します。 

 

設定項目 

計測開始日時 

 ：計測を開始する日付と時刻を設定します。 

計測時間 ：計測時間を設定します。 

A/D 設定の計測時間より長い場合には、サンプルクロックの値

により動作が異なります。 

サンプルクロックが低速モードではフリーラン計測と同様にプロ

グラム計測で設定した計測時間が終了まで設定したデータ数

のファイルを連続して作成します。 

サンプルクロックが高速モードでは A/D 設定で設定した計測

時間のみ計測を行い一つのファイルを作成します。 

休止時間 ：次に計測が開始されるまでの間隔を設定します。 

計測回数 ：繰返し計測する回数を設定します。 

 

 頻度データを記録する設定を行っている場合 

波形+頻度データ、頻度データの場合 

 ：頻度解析は計測開始日時から計測時間分行います。計測回

数で設定された回数分の頻度データファイルが作成されます。 

 

プログラム計測実行中にメモリカードの容量が足りなくなった場合、波形デー
タの記録は行わなくなりますが、頻度解析はメモリカードの容量無くなるまで行
われ、頻度データファイルは作成されます。 

 

測定器が測定データをメモリカードへ書き込みしている最中に次の計測時間
になると、その計測は実行されません。 
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9-2 プログラム計測の設定例 

 計測開始日時から設定した計測時間だけ計測する場合 

 

次の 10/12 14:00:00 に計測を開始し、10/12 16:30:00 に計測を終了しま

す。 

 

 計測開始日時から計測回数をインターバル計測する場合 

 

次の 10/12 14:00:00 から１時間計測を行い、１時間３０分休止します。この

一連の動作を２回繰り返します。 

 

 設定した計測時間だけプログラム計測開始から計測する場合 

 

プログラム計測開始から３時間計測します。 

 

 プログラム計測開始からインターバル計測する場合 

 

プログラム計測開始から１時間計測を行い、１時間３０分休止します。この

一連の動作を２回繰り返します。 
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9-3 プログラム計測を開始する 

プログラム計測を開始するには、計測パネルの「自動計測」ボタンからプログ

ラム計測... を選択します。 

 

 

9-4 プログラム計測を停止する 

待機中または計測中のプログラム計測を停止するには、計測パネルの「計測

停止」ボタンをクリックします。 

「6 計測を中断する」(Page5-9)を参照してください。 
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10 オフライン計測 

本ソフトウェアで自動計測を開始した後、パソコンと測定器間の通信を切断し、

測定器単体で自動計測を継続することができます。 

 

TMR-211のファームウェアバージョンが 2.2A未満の場合には、データトリガの
連続運転をオフラインで実行することができません。 

オフライン計測を行う前に、必ずメモリカードを測定器に挿入してください。 

 

10-1 オフライン計測を開始する 

フリーラン計測、データトリガ計測、プログラム計測のいずれかの自動計測を

行います。 

 

計測パネルを閉じることで測定器との通信を切断しますが、この時計測パネル

を閉じるか確認されるので「はい(Y)」を選択した後、自動計測を終了するか確

認されますので「いいえ(N)」を選択します。 

   

「はい(Y)」を選択  ⇒ 「いいえ(N)」を選択 

 

10-2 オフライン計測のデータを回収する 

オフライン計測で記録したデータはメモリカードに蓄積されます。 

このデータは、オフライン計測を開始した時の計測プロジェクトを開いてから以

下の 2 通りの方法で回収することができます。 

 

 測定器と通信し、メモリカードのデータを読み込む 

詳細は「11 メモリカードの読込...」(Page5-19)を参照してください。 

 

 メモリカードを直接パソコンで読み込む 

詳細は「第 7章 6 測定器データ読み込み」(Page7-20)を参照してください。 
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11 メモリカードの読込... 

測定器のメモリカードに記録されている計測データをパソコンへ保存します。 

 

計測メニューからメモリカードの読込...を選択します。 

 

設定項目 

波形データ/頻度データ/音声 

 ：表示するデータファイルの種類を選択します。 

ファイルの係数、単位、フォーマットを使用する 

 ：波形データを読み込む際に、係数、単位、フォーマットの情報

を計測データに反映します。 

無効の場合には、計測プロジェクトの設定を使用します。 

左リスト ：メモリカードに記録されている計測データの情報を表示しま

す。 

右リスト ：読み込む計測データを表示します。 

読み込む計測データは「登録」や「解除」ボタンで選択します。 

「登録」ボタン ：左のリストから選択した計測データを右のリストに登録します。 

「解除」ボタン：右のリストで選択した計測データをリストから解除します。 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 
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12 メモリカードの選択削除 

測定器のメモリカードに記録されている計測データを削除します。 

 

計測メニューからメモリカード選択削除...を選択します。 

 

 

設定項目 

波形データ/頻度データ/音声 

 ：表示するデータファイルの種類を選択します。 

削除 ：「する」を選択したファイルは削除対象となります。 

 

「実行」ボタン ：選択されたファイルをメモリカードから削除します。 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 
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13 電圧出力の校正 

電圧出力ユニット(TMR-241)から校正値（キャリブレーション）を出力します。 

 

計測メニューのキャル出力...を選択します。 

 

設定項目 

「＋キャル」ボタン 

 ：正の校正値（キャリブレーション）を出力します。 

「0 キャル」ボタン 

 ：0 mV の校正値（キャリブレーション）を出力します。 

「－キャル」ボタン 

 ：負の校正値（キャリブレーション）を出力します。 

 

キャルを出力したままダイアログを閉じることはできないので、赤く表示されて

いるボタンをクリックしてから閉じてください。 

 

 

 

出力する校正値の設定は「第４章7

-4校正値（キャリブレーション）を設

定する」（Page４-20）をお読みくださ

い。 
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この章では、グラフシートの作図、編集方法を解説します。 

本ソフトウェアのグラフは、リアルタイムのデータを作図するモニタグラフです。 

 

1 モニタグラフ 

計測プロジェクトを参照し、その計測プロジェクトを使用して計測を行うと、現

在の値を測定器から収集しグラフの更新を行います。 

データの間隔は測定点数やグラフの数、パソコンの性能によって変化します。 

 

モニタグラフの様式は以下の通りです。 

 

ラインモニタ ：横軸、縦軸にデータを設定し線で作図します。 

経過モニタ ：縦軸にデータを設定し横軸にはモニタしている経過時間で作

図します。 

縦棒モニタ ：縦軸にデータを設定し横軸には座標を指定して棒グラフを作

図します。 

横棒モニタ ：横軸にデータを設定し縦軸には座標を指定して棒グラフを作

図します。 

X 分布モニタ ：縦軸にデータを設定し横軸には座標を指定して分布図を作図

します。 

Y 分布モニタ ：横軸にデータを設定し縦軸には座標を指定して分布図を作図

します。 
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1-1 ラインモニタグラフの作図 

ラインモニタグラフは、横軸と縦軸にデータを設定して線で作図します。 

 

計測プロジェクトを選択した状態で、グラフ-モニタグラフメニューからラインモ

ニタ...を選択すると、ダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

新規ライン ：新規に作図ラインを作成する時に選択します。 

1 本目～ ：既存の作図ラインの設定を変更する時に選択します。 

「作成」ボタン ：新しい作図ラインを作成します。 

「削除」ボタン ：選択されている作図ラインを削除します。 

「OK」ボタン ：モニタグラフを表示します。 

「キャンセル」ボタン 

 ：作図を中止します。 

 

作図データ 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトが開かれている場合、作図を行う計測

プロジェクトを選択します。 

Ｘ軸リスト/Ｙ軸リスト 

 ：作図するデータを選択します。 

新規ラインを作成する時、Ｘ軸リストおよびＹ軸リストのどちらかで複数のデー
タを選択すると、もう一方のリストはデータを一つしか選択できません。 

既存のラインを変更する時、どちらのリストも一つのデータしか選択できませ

ん。 

 

設定後「OK」ボタンをクリックすると、ラインモニタグラフが表示され、モニタ計

測開始と同時にデータを作図します。 
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1-2 経過モニタグラフの作図 

経過モニタグラフは、横軸に経過時間を縦軸にデータを設定して作図します。

横軸の作図範囲を固定にし、作図範囲を超えた場合は自動的に作図範囲を

移動して作図することも可能です。 

 

計測プロジェクトを選択した状態で、グラフ-モニタグラフメニューから経過モニ

タ...を選択すると、ダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

新規ライン ：新規に作図ラインを作成する時に選択します。 

1 本目～ ：既存の作図ラインの設定を変更する時に選択します。 

「作成」ボタン ：新しい作図ラインを作成します。 

「削除」ボタン ：選択されている作図ラインを削除します。 

「OK」ボタン ：モニタグラフを表示します。 

「キャンセル」ボタン 

 ：作図を中止します。 

 

作図データ 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトが開かれている場合、作図を行う計測

プロジェクトを選択します。 

Ｘ軸リスト ：経過時間で固定です。 

Ｙ軸リスト ：作図するデータを選択します。 

 

新規ラインを作成する時、Ｙ軸リストから複数のデータを選択できます。 

既存のラインを変更する時、リストのデータは一つしか選択できません。 
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作図方法タブをクリックし作図方法を設定します。 

 

作図方法 

X 軸を自動的にスクロールする 

 ：有効にすると X 軸の作図範囲を超えた場合、自動的に作図範

囲を移動し、常に最新のモニタ値が表示されるようになります。 

水平線垂直線で結ぶ 

 ：データ間を水平線と垂直線で結び、階段状に描画します。 

 

設定後「OK」ボタンをクリックすると、経過モニタグラフが表示され、モニタ計測

開始と同時にデータを作図します。 

 

「X 軸を自動的にスクロールする」を有効にしていると作図範囲は一定で最新

のモニタ値を表示します。 
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1-3 縦棒モニタグラフの作図 

縦棒モニタグラフは、横軸に座標を縦軸にデータを設定して棒グラフを作図し

ます。 

 

計測プロジェクトの Op.Data 1,2,3 をＸ軸の座標データとして扱います。 

 

 Op.Data（座標データ）を設定する 

オプションは、分布図を作図するための座標を１データあたり３点設定でき

ます。 

作図する計測プロジェクトで、チャンネル設定の入力 CH を選択します。 

Op.Data を入力するセルを選択し、表示させる座標の数値を入力します。 

 

設定例 

 

 

 縦棒モニタグラフを作図する 

計測プロジェクトを選択した状態で、グラフ-モニタグラフメニューから縦棒

モニタ...を選択すると、ダイアログが表示されます。 
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設定項目 

新規ライン ：新規に作図ラインを作成する時に選択します。 

1 本目～ ：既存の作図ラインの設定を変更する時に選択します。 

「作成」ボタン ：新しい作図ラインを作成します。 

「削除」ボタン ：選択されている作図ラインを削除します。 

「OK」ボタン ：モニタグラフを表示します。 

「キャンセル」ボタン 

 ：作図を中止します。 

 

作図データ 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトが開かれている場合、作図を行う計測

プロジェクトを選択します。 

Ｘ軸リスト ：作図する Op.Data を選択します。 

Ｙ軸リスト ：作図するデータを選択します。 

 

作図方法タブをクリックし作図方法を設定します。 

 

作図方法 

作図順序 

Op.Data 順 ：Op.Data に設定した値の順でデータのラインを結びます。 

NO 順 ：入力 CH の NO 順でデータのラインを結びます。 

 

設定後「OK」ボタンをクリックすると、縦棒モニタグラフが表示され、モニタ計測

開始と同時にデータを作図します。 
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1-4 横棒モニタグラフの作図 

横棒モニタグラフは、横軸にデータを縦軸に座標を設定して棒グラフを作図し

ます。 

 

計測プロジェクトの Op.Data 1,2,3 をＹ軸の座標データとして扱います。 

計測プロジェクトを選択した状態で、グラフ-モニタグラフメニューから横棒モニ

タ...を選択すると、ダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

新規ライン ：新規に作図ラインを作成する時に選択します。 

1 本目～ ：既存の作図ラインの設定を変更する時に選択します。 

「作成」ボタン ：新しい作図ラインを作成します。 

「削除」ボタン ：選択されている作図ラインを削除します。 

「OK」ボタン ：モニタグラフを表示します。 

「キャンセル」ボタン 

 ：作図を中止します。 

 

作図データ 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトが開かれている場合、作図を行う計測

プロジェクトを選択します。 

Ｘ軸リスト ：作図するデータを選択します。 

Ｙ軸リスト ：作図する Op.Data を選択します。 

 

Op.Data につきましては「1-3 縦棒

モニタグラフの作図 ■Op.Data(座

標データ)を設定する」（Page6-5）を

お読みください。 
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作図方法タブをクリックし作図方法を設定します。 

 

作図方法 

作図順序 

Op.Data 順 ：Op.Data に設定した値の順でデータのラインを結びます。 

NO 順 ：入力 CH の NO 順でデータのラインを結びます。 

設定後「OK」ボタンをクリックすると、横棒モニタグラフが表示され、モニタ計測

開始と同時にデータを作図します。 
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1-5 X 分布モニタグラフの作図 

Ｘ分布モニタグラフは、横軸に座標を縦軸にデータを設定して分布図を作図

します。 

 

計測プロジェクトの Op.Data 1,2,3 をＸ軸の座標データとして扱います。 

 

計測プロジェクトを選択した状態で、グラフ-モニタグラフメニューからＸ分布モ

ニタ...を選択すると、ダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

新規ライン ：新規に作図ラインを作成する時に選択します。 

1 本目～ ：既存の作図ラインの設定を変更する時に選択します。 

「作成」ボタン ：新しい作図ラインを作成します。 

「削除」ボタン ：選択されている作図ラインを削除します。 

「OK」ボタン ：モニタグラフを表示します。 

「キャンセル」ボタン 

 ：作図を中止します。 

 

作図データ 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトが開かれている場合、作図を行う計測

プロジェクトを選択します。 

Ｘ軸リスト ：作図する Op.Data を選択します。 

Ｙ軸リスト ：作図するデータを選択します。 

 

Op.Data につきましては「1-3 縦棒

モニタグラフの作図 ■Op.Data(座

標データ)を設定する」（Page6-5）を

お読みください。 
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作図方法タブをクリックし作図方法を設定します。 

 

作図方法 

作図順序 

Op.Data 順 ：Op.Data に設定した値の順でデータのラインを結びます。 

NO 順 ：入力 CH の NO 順でデータのラインを結びます。 

設定後「OK」ボタンをクリックすると、Ｘ分布モニタグラフが表示され、モニタ計

測開始と同時にデータを作図します。 
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1-6 Y 分布モニタグラフの作図 

Ｙ分布モニタグラフは、横軸にデータを縦軸に座標を設定して分布図を作図

します。 

 

計測プロジェクトの Op.Data 1,2,3 をＹ軸の座標データとして扱います。 

 

計測プロジェクトを選択した状態で、グラフ-モニタグラフメニューからＹ分布モ

ニタ...を選択すると、ダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

新規ライン ：新規に作図ラインを作成する時に選択します。 

1 本目～ ：既存の作図ラインの設定を変更する時に選択します。 

「作成」ボタン ：新しい作図ラインを作成します。 

「削除」ボタン ：選択されている作図ラインを削除します。 

「OK」ボタン ：モニタグラフを表示します。 

「キャンセル」ボタン 

 ：作図を中止します。 

 

作図データ 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトが開かれている場合、作図を行う計測

プロジェクトを選択します。 

Ｘ軸リスト ：作図するデータを選択します。 

Ｙ軸リスト ：作図する Op.Data を選択します。 

 

Op.Data につきましては「1-3 縦棒

モニタグラフの作図 ■Op.Data(座

標データ)を設定する」（Page6-5）を

お読みください。 
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作図方法タブをクリックし作図方法を設定します。 

 

作図方法 

作図順序 

Op.Data 順 ：Op.Data に設定した値の順でデータのラインを結びます。 

NO 順 ：入力 CH の NO 順でデータのラインを結びます。 

 

設定後「OK」ボタンをクリックすると、Ｙ分布モニタグラフが表示され、モニタ計

測開始と同時にデータを作図します。 
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2 頻度グラフ 

計測プロジェクトを参照し、その計測プロジェクトを使用して頻度計測を行うと、

現在の値を測定器から収集しグラフの更新を行います。 

頻度データファイルを参照すると、データファイルに記録された頻度データを

作図します。 

 

2-1 頻度グラフの作図 

計測プロジェクトまたは頻度データを選択した状態で、グラフメニューの頻度

グラフ...を選択すると、ダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

参照ファイル名 

 ：参照するファイル名を選択します。 

計測プロジェクトを参照すると計測中はモニタグラフ、頻度デ

ータファイルを参照するとデータグラフを作図します。 

ただし、解析方法がレベルクロッシング法（LEVEL）の場合はモ

ニタ表示を行いません。 

作図モード ：解析方法ごとに作図するカウントデータを選択します。 

リスト ：作図する頻度データ NO を選択します。 

 

リストから作図を行う頻度データを選択すると作図モードが選択できるようにな

ります。 

 

作図を行うカウントデータを選択してください。 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 
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設定後「OK」ボタンをクリックすると、頻度グラフが表示されます。 

Ｘ軸には測定値、Ｙ軸にはカウントデータを表示します。 
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3 グラフシートの編集 

ここでは、グラフシートの編集方法を解説します。 

 

3-1 グラフシートの複製 

選択しているグラフシートと同じシートを複製します。 

 

複製するグラフシートを選択します。 

 

編集メニューからグラフの複製を選択します。 
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3-2 グラフのスケールを設定する 

グラフのスケールやグリッド間隔、自動スケール設定、グラフ様式を設定しま

す。 

グラフメニューの座標軸...を選択すると、ダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

グラフ様式 

X-Y ：X-Y の相関図を描きます。 

Log-Log ：両対数の XY グラフを描きます。 

LogX-Y ：X 軸を対数とした片対数グラフを描きます。 

X-LogY ：Y 軸を対数とした片対数グラフを描きます。 

自動スケール 

 ：計測中に計測データが設定されたグラフスケールを超えた場

合、計測データに合わせて自動的にグラフスケールを更新しま

す。 

左端値/右端値 

 ：自動スケールでない時のＸ軸のスケールを設定します。 

下端値/上端値 

 ：自動スケールでない時のＹ軸のスケールを設定します。 

目盛間隔 ：自動スケールでない時の主目盛の間隔を設定します。 

補助目盛間隔 

 ：自動スケールでない時の補助目盛の分割数を設定します。 

対数グラフでの目盛間隔・補助目盛間隔は、自動設定となりま

す。 

目盛表示 

非表示 ：スケールを表示しません。 

Fixed ：数値で表示します。 

Float ：指数で表示します。 

「X 軸フォント」ボタン 

 ：X 軸スケールのフォントを設定します。 

「Y 軸フォント」ボタン 

 ：Y 軸スケールのフォントを設定します。 
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3-3 参照ファイルを変更する 

グラフシートに描かれているグラフに対して参照している計測プロジェクトを変

更することができます。 

例えば、同じ内容の試験を行う場合に前の試験で使用したグラフシートの参

照ファイルを変更することで次の試験に使用することができます。 

 

参照ファイルとする計測プロジェクトを開きます。 

 

変更するグラフシートを選択し、グラフメニューから参照ファイルの変更...を選

択すると、ダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

参照ファイル名 

 ：選択しているグラフシート上に複数の計測プロジェクトまたは計

測データファイルを使用している場合、変更する計測プロジェ

クトを選択します。 

更新ファイル名 

 ：開かれている計測プロジェクトから、参照ファイルに更新する計

測プロジェクトを選択します。 

凡例名を変更したファイルの名前に書き換える 

 ：選択したグラフシートに設定された名前で凡例名を表示しま

す。 

「変更」ボタン ：グラフ名を表示しているグラフシートに対して参照ファイルを変

更します。 

「全て変更」ボタン 

 ：開かれている全てのグラフシートに対して参照ファイルを変更

します。 

 

更新ファイル名を選択し、「変更」ボタンまたは「全て変更」ボタンをクリックしま

す。 
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4 パーツの設定確認、変更する 

グラフ、凡例、タイトルなどそれぞれのパーツに対して設定を確認、変更する

時、確認を行うパーツの上をダブルクリックまたはグラフメニューのプロパティ...

を選択します。 

それぞれのパーツを設定するダイアログが表示されるので設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 グラフシートの保存 

グラフシートの保存は、ファイルメニューから上書き保存...または名前を付けて

保存...を選択する方法と、ツールバー上の 「保存(S)」ボタンをクリックする

方法があります。 

 

設定項目 

上書き保存... 

 ：初めて保存する時は、グラフシートの名前を入力および保存

場所の指定を行うダイアログが表示されます。一度保存された

グラフシートは前と同じ名前で再保存されます。 

名前を付けて保存... 

 ：常に名前を入力および保存場所の指定を行うダイアログが表

示されます。 

グラフシートの名前と保存する場所（フォルダ）を指定するダイアログが表示さ

れます。 

 

グラフシートの名前と保存する場所（フォルダ）を指定して「保存(S)」ボタンをク

リックします。 

グラフシートの名前が指定した名前に変わります。
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データ処理 
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この章では、計測プロジェクト、計測データファイルを使用して行うデータ処理

について解説します。 

 

1 データリストを表示する 

計測プロジェクト、計測データファイルはデータをリスト表示することができま

す。 

 

計測プロジェクトのデータリストは最後に計測を行ったデータを表示するので、
計測を行うごとに更新されます。 

 

「計測データ」ボタンからデータリストを選択します。 

   

計測プロジェクト   計測データファイル 

シートの上の部分に各チャンネルの最大値、最小値、平均値が表示されま

す。 

 

1-1 計測データを編集する 

データリストに表示されているデータを選択して、編集することができます。 

 

編集メニューのコピーや貼り付

けなども使用できます。 
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1-2 列の幅を設定する 

列の幅を列ごとに設定することができます。 

 

列またはその列に含まれるセルを選択します。複数列を選択する時はセルを

ドラッグします。 

 

計測プロジェクトメニューから列の幅...を選択すると、ダイアログが表示されま

す。 

 

列の幅はmm単位で設定します。数値を入力し、「OK」ボタンをクリックします。

設定した大きさに列の幅が変更されます。 
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2 グラフリストを表示する 

計測プロジェクト、計測データファイルは経過グラフをリスト表示することができ

ます。 

 

計測プロジェクトのデータリストは最後に計測を行ったデータを表示するので、
計測を行うごとに更新されます。 

 

「計測データ」ボタンからグラフリストを選択します。 

 

計測プロジェクト   計測データファイル 

データのグラフリストを表示します。 
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2-1 グラフリストの座標軸を変更する 

グラフリストの座標軸を変更することができます。 

グラフメニューから座標軸...を選択すると、ダイアログが表示されます。 

 

変更する座標軸のタブをクリックします。 

スケールおよび目盛間隔は、チャンネルごとに設定できます。 

 

設定項目 

自動スケール 

 ：自動スケールの ON/OFF を設定します。 

値、目盛り間隔を変更すると自動スケールは OFF になります。 

 

左端値 ：自動スケールでない時のグラフの左端の値を設定します。 

右端値 ：自動スケールでない時のグラフの右端の値を設定します。 

上端値 ：自動スケールでない時のグラフの上端の値を設定します。 

下端値 ：自動スケールでない時のグラフの下端の値を設定します。 

目盛間隔 ：自動スケールでない時のグラフの目盛の間隔を設定します。 

目盛間隔分割数 

 ：自動スケールでない時のグラフの目盛の分割数を設定しま

す。 

目盛表示 

非表示 ：スケールを表示しません。 

Fixed ：数値で表示します。 

Float ：指数で表示します。 
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「フォント...」ボタン 

 ：表示している軸のフォントを指定します。 

フォントを指定するダイアログが表示されます。 

 
フォント種類やサイズを指定して「OK」ボタンをクリックします。 

設定を確認し、「OK」ボタンをクリックします。グラフリストが更新されます。 
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2-2 グラフリストのラベルを変更する 

グラフリストのラベルを変更することができます。 

グラフメニューからラベルの設定...を選択すると、ダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

自動ラベル ：自動ラベルを ON に設定すると、ラベルにはチャンネルの名前

を、単位にはチャンネルの単位を表示します。 

 

ラベル、単位を変更すると自動ラベルは OFF になります。 

 

ラベル ：自動ラベルが OFF の時のラベルを設定します。 

単位 ：自動ラベルが OFF の時の単位を設定します。 

「凡例フォント...」ボタン 

 ：グラフリストの右の列に表示される凡例のフォントを指定しま

す。 

「X 軸フォント...」ボタン 

 ：横軸のフォントを指定します。 

「Y 軸フォント...」ボタン 

 ：縦軸のフォントを指定します。 

 

各フォントボタンをクリックするとそれぞれのフォントを指定するダイアログが表

示されます。 

 

フォント種類やサイズを指定して「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定を確認し、「OK」ボタンをクリックします。グラフリストが更新されます。 
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3 履歴について 

計測プロジェクトは、そのプロジェクトで行った計測の履歴を管理しています。 

履歴は計測履歴、最大最小平均値、頻度履歴、音声履歴に分けて表示しま

す。 

計測プロジェクトの「履歴」ボタンをクリックします。 

 

計測履歴 ：計測したすべての波形データのファイル名、メモリカードファイ

ル名、計測日時、計測方法、試験タイトル、計測時間、単位を

表示します。 

最大最小平均値 

 ：計測したすべての計測データの各チャンネルの最大値、最小 

値、平均値を表示します。 

頻度履歴 ：計測したすべての頻度データのファイル名、メモリカードファイ

ル名、測定開始時刻、測定停止時刻、試験タイトルを表示しま

す。 

音声履歴 ：計測中に録音した音声ファイルが表示されます。 

詳細は「第 10 章 5-8 音声データの再生」(Page10-29)を参照してください。 
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3-1 計測履歴を表示する 

計測したすべての計測データのファイル名、メモリカードファイル名、計測日

時、計測方法、試験タイトル、計測時間、単位を一覧表示します。 

「履歴」ボタンから計測履歴を選択します。 

 

計測履歴を表示します。 
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3-2 データファイルを表示する 

計測履歴の中から計測データを選択し、指定した計測データファイルを表示

することができます。 

表示する計測データのセルを選択して右クリックし、メニューからデータファイ

ルを表示を選択します。 

 

計測データのデータファイルを表示します。 

 

複数の計測データを指定して同時に表示することも可能ですが、表示する計
測データのデータ量が多い場合に、OS がインストールされたハードディスクの
容量を大量に消費する場合があり、表示までに時間がかかるので、多くの計
測データファイルを表示する前には注意してください。 
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3-3 データファイルのファイル名を変更する 

計測履歴の中から計測データを選択し、ファイル名を変更することができま

す。 

 

データファイル名を変更する計測データを選択して右クリックし、メニューから

データファイル名の変更...を選択します。 

 

データファイル名変更のダイアログを表示します。 

 

開始番号の先頭に０を付けると、付加される連番はその文字数になるように０

が先頭につきます。 

先頭文字、開始番号、末尾文字を入力し、「OK」ボタンをクリックします。 

 

データファイル名が連番で変更されます。 

変換中に同じ名前が既にあると変換を中断します。 
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3-4 データファイルをテキストに変換する 

計測履歴の中から計測データを選択し、データファイルをテキストに変換する

ことができます。 

 

テキストに変換する計測データを選択し、右クリックをすると開くメニューからデ

ータファイルのテキスト変換...を選択します。 

 

選択したデータファイルをテキストに変換するためのダイアログが表示されま

す。 

 

保存先には計測データファイルが記録されているフォルダが設定されていま

す。 

保存先を変更する場合は「フォルダ選択」ボタンをクリックし保存先を指定する

ダイアログを表示します。 

 

保存先を指定して「OK」ボタンをクリックします。 



 

 

  7-12 

テキストファイルの様式をフォーマットから選択します。 

テキスト(TXT) 

 ：独自形式のタブ区切りのテキストファイルになります。 

CSV ：独自形式のカンマ(，)区切りのテキストファイルになります。 

DRA-7610 互換(CSV) 

 ：DRA-7610 でテキスト変換を行った CSV ファイルと同じ様式に

なります。このフォーマットを使用するとチャンネルの名前は変

換されません。 

DADiSP 互換(DAT) 

 ：波形解析ソフトウェアの DADiSP で読み込むことができるファイ

ルになります。一つのデータファイルに対して拡張子が .HED 

と.DAT の二つのファイルが作成されます。 

 

データ行の前に付加するヘッダ項目を選択します。 

様式によって選択できる項目が変わります。 

試験タイトル ：試験タイトルを付加します。 

名前 ：各チャンネルの名前を付加します。 

単位 ：各チャンネルで設定した単位を付加します。 

名前、単位を一行に 

 ：各チャンネルの名前と単位を一行にして付加します。 

チェックを外すと名前の下の行に単位が付加されます。 

 

「OK」ボタンをクリックすると変換を開始します。 

 

テキストファイルのファイル名はデータファイルのファイル名と同じになります。 

計測データファイルの計測データ数がステップ数より多い時にはステップ数で

テキストファイルは分割されます。さらにチャンネル数が CH/NO 数より多い時

には CH/NO 数でテキストファイルは分割されます。 

D040710000000_1_1

計測データ
ファイルの
ファイル名

ステップ数
で分割した
場合の通し
番号

CH/NO数で分
割した場合の
通し番号

 

変換中に同じファイル名がある場合は上書きします。 

市販の波形解析ソフトウェアは DA

DiSP、FlexPro で読み込めることを

確認しています。 
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3-5 試験タイトルを変更する 

計測履歴の中から計測データを選択し、試験タイトルを変更することができま

す。 

 

試験タイトルを変更する計測データを選択して右クリックし、メニューから試験

タイトルの変更...を選択します。 

 

試験タイトルの変更ダイアログを表示します。 

 

既に設定されている試験タイトルを消去して、新しいタイトルを定義する場合

はタイトルに追加のチェックを外します。 

連番で変更する場合は連結数字を連番に変更します。 

開始番号の先頭に０を付けると、付加される連番はその文字数になるように０

が先頭につきます。 

先頭文字、開始番号、末尾文字を入力し、「OK」ボタンをクリックします。 

 

試験タイトルが連番で変更されます。 
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3-6 計測履歴を更新する 

計測データフォルダからデータファイルを検索し、計測履歴を更新します。 

通常は、計測プロジェクトを表示する時に履歴の更新を自動的に行っていま

す。 

表示後に計測データファイルを移動したり、編集したりした場合は自動的に履

歴が更新されないので、計測履歴の更新を行ってください。 

 

計測プロジェクトメニューから計測履歴の更新...を選択すると確認メッセージ

が表示されます。 

 

「はい(Y)」ボタンをクリックすると、計測履歴が更新されます。 
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4 最大最小平均値を表示する 

計測したすべての計測データの各チャンネルの最大値、最小値、平均値を表

示します。 

「履歴」ボタンから最大最小平均値を選択します。 

 

計測データの各チャンネルの最大値、最小値、平均値を表示します。 
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5 頻度履歴を表示する 

計測したすべての頻度データのファイル名、測定開始時刻、測定停止時刻、

試験タイトルを表示します。 

「履歴」ボタンから頻度履歴を選択します。 

 

頻度履歴を表示します。 
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5-1 頻度データファイルを表示する 

頻度履歴の中から頻度データを選択し、頻度データファイルを表示することが

できます。 

表示する頻度データのセルを選択して右クリックし、メニューからデータファイ

ルを表示を選択します。 

 

頻度データのデータファイルを表示します。 

 

 

5-2 頻度データファイルのファイル名を変更する 

頻度データファイルの名前を変更することができます。 

 

詳細は「3-3 データファイルのファイル名を変更する」(Page7-10)を参照してく

ださい。 
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5-3 頻度データファイルをテキストに変換する 

頻度履歴の中から頻度データを選択し、ファイルをテキストに変換することが

できます。 

 

テキストに変換する頻度データを選択して右クリックし、メニューから頻度ファイ

ルのテキスト変換...を選択します。 

 

指定した計測データのデータファイルをテキストに変換するためのダイアログ

が表示されます。 

 

保存先には計測データファイルが記録されているフォルダが設定されていま

す。 

保存先を変更する場合は「フォルダ選択」ボタンをクリックし保存先を指定する

ダイアログを表示します。 

 

保存先を指定して「OK」ボタンをクリックします。 
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テキストファイルの様式をフォーマットから選択します。 

テキスト(TXT) 

 ：独自形式のタブ区切りのテキストファイルになります。 

CSV ：独自形式のカンマ(，)区切りのテキストファイルになります。 

HR-7916 互換(CSV) 

 ：HR-7916 で頻度データのテキスト出力を行った CSV ファイルと

同じ様式になります。 

 

様式をHR-7916互換(CSV)に選択した場合、テキストファイルの中に付加する

項目を選択します。 

入力 CH ：頻度解析に使用した入力 CH の設定内容を付加します。 

解析方法 ：頻度 NO の設定内容を付加します。 

M/M データ ：頻度 NO の最大値、最小値を付加します。 

 

「OK」ボタンをクリックすると変換を開始します。 

テキストファイルのファイル名はデータファイルのファイル名と同じになります。 

テキスト(TXT)、CSV形式の場合は、頻度NOごとに別のファイルになり、ファイ

ル名の後ろに _ と頻度 NO の番号が付加されます。 

D040710000000_1_1

計測データ
ファイルの
ファイル名

ステップ数
で分割した
場合の通し
番号

CH/NO数で分
割した場合の
通し番号

 

変換中に同じファイル名がある場合は上書きします。 

 

 

5-4 試験タイトルを変更する 

頻度データファイルの試験タイトルを変更することができます。 

 

詳細は「3-5 試験タイトルを変更する」(Page7-13)を参照してください。 

 

 

5-5 頻度履歴を更新する 

頻度データファイルの一覧を再読込みすることができます。 

 

詳細は「3-6 計測履歴を更新する」(Page7-14)を参照してください。 
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6 測定器データ読込み 

本ソフトウェアはメモリカードに保存された波形データおよび頻度データを直

接パソコンで読み込むことができます。 

したがって、計測がオフラインで実行されたとしても、データファイルとして表

示することができます。 

ファイルメニューから測定器データ読込み...を選択すると、ダイアログが表示さ

れます。 

 

設定項目 

波形データ/頻度データ/音声 

 ：表示するデータファイルの種類を選択します。 

表示を切り替えても選択したファイルは読み込まれます。 

ファイルの係数、単位、フォーマットを使用する 

 ：波形データを読み込む際に、係数、単位、フォーマットの情報

を計測データに反映します。 

無効の場合には、計測プロジェクトの設定を使用します。 

「参照...」ボタン 

 ：データが記録されているフォルダを選択します。 

左リスト ：参照したフォルダ内に記録されている計測データの計測日時、

サンプリング速度、データ数などを表示します。 

右リスト ：読み込む計測データのリストを表示します。 

「登録」ボタン：左のリストから選択した計測データを右のリストに登録します。 

「削除」ボタン：右のリストで選択した計測データをリストから削除します。 
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「参照...」ボタンをクリックすると、ダイアログが表示されます。 

データが記録されているフォルダを選択します。 

 

左のリストからデータの読込みを行うデータを選択し、「登録」ボタンをクリック

すると、右のリストに表示されます。 

 

頻度データを読み込む場合には、頻度データのオプションボタンをクリックしま

す。 

 

「OK」ボタンをクリックすると、登録された計測データを読込みます。 

 

 

音声データを読み込む方法は「第 10 章 5-1 メモリカードからのデータ読み

込み」（Page10-17）を参照してください。 
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7 計測データファイルの処理 

計測データファイルは 1 計測分のデータを記録しています。ファイルに含まれ

るすべてのチャンネルを一括して以下の処理を行うことができます。 

 

データの間引き 

 ：データステップを等間隔で間引きデータ数を減らします。 

現象周波数に対してサンプリング時間が細かい場合に使用し

ます。 

データカーソルの表示 

 ：グラフリスト上にデータカーソルを表示して、すべてのチャンネ

ルで同じ時点の値を表示します。 

マーカーの表示 

 ：グラフリスト上でマーカーを作成し表示します。 

データの削除 

 ：現象波形の中で必要のない部分を削除します。 

計測データの前部または後部に余計な計測データがある場合

に使用します。 

前後削除 ：現象波形の一部を取り出します。 

計測データの前部と後部に余計な計測データがある場合に使

用します。 

時間単位の変更 

 ：計測時間の単位を変更します。 

データの削除等を行って計測時間が短くなった場合に使用し

ます。 

テキスト変換 ：計測データを他のソフトウェアで読み込めるようにテキストファ

イルに変換します。任意のチャンネルを選択して変換すること

も可能です。 
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7-1 データ間引き 

データステップを等間隔で間引きデータ数を減らします。 

現象周波数に対してサンプリング時間が細かい場合に使用します。 

 

計測データファイルのデータリストまたはグラフリストを表示します。 

 

編集メニューから間引き...を選択すると、ダイアログが表示されます。 

 

間引きデータ数を設定します。設定した個数に 1 足したステップのデータが残

るので、4 と設定するとデータステップの 1，6，11･･･がデータとして残ります。

新しいサンプリング時間はサンプリング時間×（間引きデータ数＋１）になり、

計測時間は（残ったデータ数－１）×新しいサンプリング時間となります。 

設定を確認し「OK」ボタンをクリックすると、すべてのチャンネルのデータが更

新されます。 

 

この処理を取り消して元に戻すことはできません。よく設定を確認してから実
行してください。 

 

 

データリスト、グラフリストの表

示は「1 データリストを表示す

る(Page7-1)「2 グラフリストを

表示する」(Page7-3)をお読み

ください。 

もし間違った設定で実行してし

まった場合は計測データファ

イルを保存しないで閉じ、その

後もう一度表示してください。 
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7-2 範囲選択 

データの削除を行うには削除範囲をあらかじめ選択しておく必要があります。 

範囲の選択はデータリストとグラフリストのどちらでも行うことができます。 

 

 データリストの場合 

データステップまたは計測時間列のデータを選択します。

 

 

 グラフリストの場合 

いずれか一つのグラフ内のデータ部分を選択します。 

 

すべてのグラフが同じ範囲で選択されます。 

選択範囲を変更するには選択範囲の四隅に表示されている■をドラッグし

ます。 
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 数値で選択する場合 

データステップまたは計測時間を入力し範囲を選択することができます。 

編集メニューから範囲選択...を選択すると、ダイアログが表示されます。 

 

範囲設定は、計測時間またはデータ数で設定する方法の２種類がありま

す。 

 

設定項目 

計測時間で設定、データ数で設定 

 ：範囲の設定を計測時間で行うかデータ数で行うかを選択しま

す。 

先頭 ：選択する最初の部分を設定します。計測時間で設定する場合

の単位は、計測データファイルの計測時間の単位に従いま

す。 

最終 ：選択する最後の部分を設定します。計測時間で設定する場合

の単位は、計測データファイルの計測時間の単位に従いま

す。 

「適用」ボタン：ダイアログを閉じずに設定した範囲で選択します。 

「チェック」ボタン 

 ：計測時間で設定した場合には設定した値に相当するデータ数

を、データ数で設定した場合には設定した値に相当する計測

時間をそれぞれ表示します。 

 

「OK」ボタンをクリックすると設定した範囲が選択されます。 
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7-3 カーソル情報の表示 

グラフリスト上で範囲選択を行う時に左端（カーソル 1）、右端(カーソル 2)にあ

る■（ハンドル）でカーソルを移動して、範囲を選択します。 

選択した範囲の経過時間と測定値を表示し、カーソル２の値からカーソル１の

値を引いた値も表示します。 

カーソル情報の表示は計測データメニューからカーソル情報表示を選択しま

す。 

 

グラフリストに 3 列目が追加されカーソルの情報が表示されます。 

 

キーボードの矢印（← →）キーでカーソル 1 を矢印（↑↓）キーでカーソル 2

を移動することができます。 

カーソル情報を消すにはもう一度、計測データメニューからカーソル情報表示

を選択します。 
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7-4 マーカーの表示と編集 

グラフリストでは特定の位置をマーカーで示すことができます。 

本ソフトウェアではマーカーをグラフリスト上で作成しますが、TMR-211の表示

ユニット（TMR-281）を使用して計測中にマーカーを入れた計測データを本ソ

フトウェアで読み込むと自動的にマーカーが作成されます。 

 

グラフリストに表示される「マーカー」ボタンからマーカーの表示を選択すると、

マーカーの表示/非表示を切り替えることができます。 

 

マーカーには通常の位置を示すものと、音声ファイルの記録開始位置を示す

ものがあります。 

通常のマーカー   

音声ファイルのマーカー  

 

音声ファイルのマーカーは赤色で、ダブルクリックすると音声を再生します。 

 

範囲選択を行うカーソルの位置でマーカーを作成することができます。 

 

マーカーを作成する位置にカーソルを移動し、「マーカー」ボタンからカーソル

1 に作成、カーソル 2 に作成、両方に作成のいずれかを選択するとマーカー

が作成されます。 

TMR-251 ユニットを使用して G

PS データを記録している場合

は GPS データの軌跡表示、GP

S マップでマーカーの表示が行

えます。 
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 カーソル 1 に作成を選択した場合 

 

 カーソル 2 に作成を選択した場合 

 

 両方に作成を選択した場合 

 

不要なマーカーを削除するには、まず削除するマーカーを選択します。 

マーカーの選択は「マーカー」ボタンからマーカーの選択を選択します。 

 

マーカーの選択中はグラフリスト上にカーソルを移動するとカーソルが に

変わります。また「マーカー」ボタンにカーソルが表示されます。 

 

マーカーを 1 個ずつ選択する時はマーカーの上でクリックします。 
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複数のマーカーを同時に選択するにはドラッグをして選択するマーカーを囲

います。 

 

選択されたマーカーは網掛けで表示されます。 

 

選択を行う時にキーボードの Shift キーを押していると、追加で選択したり、選

択したものを解除したりすることができます。 

すべて解除するにはマーカーのないところでクリックします。 

 

選択されたマーカーを削除するには「マーカー」ボタンからマーカーの削除を

選択します。 

 

選択されていたマーカーが削除されます。 

 

マーカーの選択を解除するにはもう一度、メニューからマーカーの選択を選択

します。 
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7-5 データの削除 

現象波形の中で必要のない部分を削除します。 

 

削除する計測データの部分を選択します。 

 

編集メニューから削除を選択すると、確認のダイアログが表示されます。 

 

削除は編集メニューの「元に戻す」で取り消すことが可能ですが、削除する範

囲やチャンネル数が多いと非常に時間（数分から数十分）がかかる場合があり

ます。 

元に戻す必要がない削除や、時間がかかりそうな場合は「はい(Y)」ボタンをク

リックしてください。 

「はい(Y)」または「いいえ(N)」ボタンをクリックすると選択範囲が削除されます。 

 

もし「はい(Y)」で実行した後に

間違いに気づいた場合は、計

測データファイルを保存しない

で閉じ、その後もう一度表示し

てください。 
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7-6 前後削除 

現象波形の中で必要な部分を切り出します。 

 

必要な計測データの部分を選択します。 

 

編集メニューから前後削除を選択すると、確認のダイアログが表示されます。 

 

前後削除は編集メニューの「元に戻す」で取り消すことが可能ですが、切り出

す範囲やチャンネル数が多いと非常に時間（数分から数十分）がかかる場合

があります。 

元に戻す必要がない削除や、時間がかかりそうな場合は「はい(Y)」ボタンをク

リックしてください。 

「はい(Y)」または「いいえ(N)」ボタンをクリックすると選択範囲外が削除されま

す。 

 

もし「はい(Y)」で実行した後に

間違いに気づいた場合は、計

測データファイルを保存しない

で閉じ、その後もう一度表示し

てください。 
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7-7 時間単位の変更 

データの削除等を行って計測時間が短くなった場合に使用します。 

計測時間の単位を変更するには計測データメニューの時間単位から選択しま

す。 

時間単位を変更するとデータリストやグラフリスト、計測データファイルを参照

している経過グラフの計測時間が新しい単位で表示されます。 
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7-8 テキストで保存 

計測データを他のソフトウェアで読込めるようにテキストファイルに変換し保存

します。任意のチャンネルを選択して変換することも可能です。 

 

計測データのデータリストを表示します。 

 

ファイルメニューからテキストで保存...を選択すると、ダイアログが表示されま

す。 

テキストファイルの変換方法を上部のタブから選択します。 

 

選択項目 

選択して変換 

 ：任意に選択したチャンネルと指定したステップの範囲を変換し

ます。 

全て変換 ：全チャンネルのデータを変換します。 

DRA-7610 互換 

 ：DRA-7610 でテキスト変換を行った CSV ファイルと同じ様式に

なります。このフォーマットを使用するとチャンネルの名前は変

換されません。 

DADiSP 互換 

 ：波形解析ソフトウェアの DADiSP で読み込むことができるファイ

ルになります。一つのデータファイルに対して拡張子が .HED 

と.DAT の二つのファイルが作成されます。 

 

市販の波形解析ソフトウェアは

DADiSP、FlexProで読み込める

ことを確認しています。 
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 選択して変換 

基本的には画面に表示されているデータリストと同じ様式で、任意に選択

したチャンネルと指定したステップの範囲を変換します。 

 

チャンネルの選択は名前を囲むようにします。または Shift キーや、Ctrl キ

ーを押しながら名前をクリックします。 

グラフリスト、データリスト（データファイルのみ）で選択された部分だけをテ

キスト保存するには「選択範囲をステップに設定」ボタンをクリックするとステ

ップが選択している範囲に変わります。 

ヘッダに含める項目の選択とデータステップの範囲を設定し、「OK」ボタン

をクリックします。 

テキストファイルの保存先とファイル名を設定するダイアログが表示されま

す。 

 

保存先を選択しファイル名を入力します。ファイルの種類は CSV ファイル

（カンマ区切り）またはテキストファイル（タブ区切り）から選択できます。 

 

設定を確認し、「保存(S)」ボタンをクリックします。 

設定したファイル名のテキストファイルが作成されます。 
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 全て変換 

基本的には画面に表示されているデータリストと同じ様式で、全チャンネル

のデータを変換します。 

 

全て変換では計測データ数がステップ数より多い場合はステップ数でテキ

ストファイルを分割します。 

さらにチャンネル数が CH/NO 数より多い時には CH/NO 数でテキストファ

イルを分割します。 

ヘッダに含める項目の選択とデータステップの範囲を設定し、「OK」ボタン

をクリックします。 

テキストファイルの保存先とファイル名を設定するダイアログが表示されま

す。 

 

保存先を選択しファイル名を入力します。ファイルの種類は CSV ファイル

（カンマ区切り）またはテキストファイル（タブ区切り）から選択できます。 

 

設定を確認し、「保存(S)」ボタンをクリックします。 

ファイル名は入力した文字列に通し番号がつきます。 
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 DRA-7610 互換 

DRA-7610 でテキスト変換を行った CSV ファイルと同じ様式になります。こ

のフォーマットを使用するとチャンネルの名前は変換されません。 

 

DRA-7610 互換では計測データ数がステップ数より多い場合はステップ数

でテキストファイルを分割します。 

さらにチャンネル数が CH/NO 数より多い時には CH/NO 数でテキストファ

イルを分割します。 

ファイル分割範囲を設定し、「OK」ボタンをクリックします。 

テキストファイルの保存先とファイル名を設定するダイアログが表示されま

す。 

 

保存先を選択しファイル名を入力します。ファイルの種類はCSVファイルが

（カンマ区切り）固定です。 

設定を確認し、「保存(S)」ボタンをクリックします。 

ファイル名は入力した文字列に通し番号がつきます。 
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 DADiSP 互換 

波形解析ソフトウェアのDADiSPで読み込むことができるファイルになります。

一つのデータファイルに対して拡張子が .HED と .DAT の二つのファイ

ルが作成されます。 

最大値、最小値、平均値は変換されません。 

 

DADiSP 互換では計測データ数がステップ数より多い場合はステップ数で

テキストファイルを分割します。 

さらにチャンネル数が CH/NO 数より多い時には CH/NO 数でテキストファ

イルを分割します。 

ヘッダに含める項目の選択とファイル分割範囲を設定し、「OK」ボタンをクリ

ックします。 

テキストファイルの保存先とファイル名を設定するダイアログが表示されま

す。 

 

保存先を選択しファイル名を入力します。ファイルの種類は DADiSP ファイ

ルが固定です。 

設定を確認し、「保存(S)」ボタンをクリックします。 

ファイル名は入力した文字列に通し番号がつきます。 

 

 

同じ名前で拡張子に.HED と .DAT が付いたファイルが作成されます。 

 

市販の波形解析ソフトウェアは

DADiSP、FlexProで読み込める

ことを確認しています。 
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8 頻度データファイルの処理 

頻度データファイルは頻度計測を１回行うごとに一つの頻度データファイルを

作成します。ファイルに含まれるすべてのチャンネルを一括して以下の処理を

行うことができます。 

 

フォーマットの変更 

 ：頻度データのフルスケール、最大値、最小値、物理量の表示

桁数を変更します。 

テキスト変換 ：頻度解析の一覧、頻度解析のカウントデータを他のソフトウェ

アで読み込めるようにテキストファイルに変換します。 

HR7916CSV 形式出力 

 ：HR-7916 でテキスト変換を行った CSV ファイルと同じ様式で出

力します。任意の頻度 NO を選択して変換することも可能で

す。 

 

 

頻度データファイル 

 

8-1 入力 CH を表示する 

頻度計測を行った時の各チャンネルの設定条件を表示します。 

 

入力 CH のタブをクリックする、または頻度データ-切り替えメニューから入力

CH をクリックします。 

各チャンネルの設定条件を表示します。 

 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 
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8-2 頻度データを表示する 

頻度計測を行った時の各頻度 NO の設定条件と頻度データを表示します。 

 

頻度データのタブをクリックする、または頻度データ-切り替えメニューから頻

度データをクリックします。 

 

 

8-3 フォーマットを変更する 

頻度データのフルスケール、最大値、最小値の表示桁数を変更します。 

 

フォーマットから表示桁数を選択します。 

 

頻度データのフルスケール、最大値、最小値の表示桁数を変更されます。 
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8-4 頻度データのテキストで保存 

頻度解析の一覧、頻度解析のカウントデータを他のソフトウェアで読み込める

ようにテキストファイルに変換して保存します。 

頻度データを右クリックし、メニューからテキストで保存...を選択します。 

 

指定した頻度データファイルをテキストに変換するためのダイアログが表示さ

れます。 

 

選択項目 

頻度解析一覧を保存 

 ：頻度データの解析方法、フルスケール、ヒステリシス、スライス

数などの設定内容の一覧を変換します。 

表示しているカウントデータを保存 

 ：選択されている頻度 NO のカウントデータを変換します。 

全てのカウントデータを保存 

 ：全てのカウントデータを頻度 NO ごとにファイルを作成し、変換

します。 

 

テキスト変換の方法を選択し、「OK」ボタンをクリックします。テキストファイルの

保存先とファイル名を設定するダイアログが表示されます。 

 

保存先を選択しファイル名を入力し、保存します。ファイルの種類は CSV ファ

イル（カンマ区切り）またはテキストファイル（タブ区切り）から選択できます。 

 

全てのカウントデータを保存の場合は、頻度 NO ごとに別のファイルになり、フ

ァイル名の後ろに _ と頻度 NO の番号が付加されます。 
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8-5 頻度データを HR7916CSV 形式で出力する 

HR-7916でテキスト変換を行ったCSVファイルと同じ様式で出力します。任意

の頻度 NO を選択して変換することも可能です。 

 

頻度データを右クリックし、メニューから HR7916CSV 形式出力...を選択しま

す。 

 

指定した頻度データファイルを HR7916CSV 形式でテキストに変換するための

ダイアログが表示されます。 

 

設定情報 

入力 CH ：頻度解析に使用した入力 CH の設定内容を付加します。 

解析方法 ：頻度 NO の設定内容を付加します。 

M/M データ ：頻度 NO の最大値、最小値を付加します。 

 

頻度データ 

一括 ：チェックを入れると、すべての頻度 NO の頻度データを横並び

で保存します。 

分離 ：チェックを入れると、出力に指定した頻度 NO の頻度データを

縦方向に分けて保存します。 

出力から「する」を選択します。 
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この章では、各ウィンドウの印刷方法について解説します。 

 

1 プリンタ、用紙を選択する 

印刷を開始する前に印刷するための設定をします。 

ファイルメニューからプリンタの設定...を選択すると、ダイアログが表示されま

す。 

 

使用するプリンタ、用紙のサイズ、印刷の向きを設定し「OK」ボタンをクリックし

ます。 

 

2 印刷形式を設定する 

印刷を行う時の条件を設定します。 

ファイルメニューから印刷オプション...を選択すると、ダイアログが表示されま

す。 

 

設定項目 

ページの印刷順 

 ：計測プロジェクト、計測データファイルの設定やデータは、用

紙の大きさと向きに合わせて１枚に印刷する範囲が決まります。

１ページに収まらない場合の印刷する順番を設定します。 

①

②

③

④

上から下

①

③

②

④

左から右  

用紙サイズで印刷 

 ：指定した用紙サイズに合わせてパーツ配置を調節しグラフシ

ートを印刷することができます。 
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グラフシートは作図エリアのロック状態と用紙の大きさによって、印刷が異なり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用紙サイズに合わせてパーツを配置する時、パーツの大きさは変わらないの
で、パーツの一部が印刷領域からはみ出す場合があります。 

 

設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

3 印刷する 

印刷するウィンドウを選択します。計測プロジェクトはチャンネル設定、自動計

測設定、計測データ、履歴の各項目から印刷する画面を表示します。 

計測データファイルはチャンネル設定、計測データの各項目から印刷する画

面を表示します。 

頻度データファイルは入力 CH、頻度データから印刷する画面を表示します。 

 

ファイルメニューから印刷...を選択します。またはツールバー上の    「印

刷」ボタンをクリックします。印刷範囲を設定するダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

印刷範囲 ：印刷を行うページ番号を設定します。 

すべてを選択すると全ページを印刷します。 

 

設定後「OK」ボタンをクリックします。 

作図エリア 
用紙サイズ

で印刷 

指定した用紙サイズ

より作図エリアが 

小さい 

指定した用紙サイズ

より作図エリアが 

大きい 

ロック状態 

ON 
そのままの大きさで 

印刷 

縦横等倍縮小で 

パーツ配置を調節し 

印刷 

OFF 
複数枚に分けて 

印刷 

フリー状態 

ON 
用紙サイズに合わせてパーツ配置を調節し

印刷 

OFF 
そのままの大きさで 

印刷 

複数枚に分けて 

印刷 

作図エリアのロックにつきまし

ては、「第9章 5-16作図エリア

ロック」(Page9-88)を参照してく

ださい。 
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4 印刷前に確認する 

印刷する前に画面で確認する場合はファイルメニューから印刷プレビューを

選択します。 

設定されている用紙サイズや印刷オプションに従って画面上に印刷イメージ

が表示されます。 
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『計測プロジェクト』 

 
『計測データ』 

 
『頻度データ』 

 
『グラフシート』 

この章では、本ソフトウェアが持っているメニューを解説します。 

計測プロジェクト、計測データファイル、頻度データ、グラフシートでは表示す

るメニューが異なるのでこの章では固有の項目には以下のマークを付けま

す。 

 

計測プロジェクト固有の項目 

 ：『計測プロジェクト』 

計測データファイル固有の項目 

 ：『計測データ』 

頻度データファイル固有の項目 

 ：『頻度データ』 

グラフシート ：『グラフシート』 

 

 

 

1 ファイルメニュー 

概要 

 新しい計測プロジェクトを作成する 

 既存のファイルを開く 

 選択されたウィンドウを閉じる 

 選択されたウィンドウを保存する 

 選択されたウィンドウを別ファイルとして保存する 

 標準テキストフォーマットで保存する 

 測定器で作成したデータファイルを読み込む 

 測定器設定ファイルを作成する 

 用紙サイズの設定を行う 

 選択されたウィンドウを印刷する 

 本ソフトウェアを終了する 
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1-1 新規作成  Ctrl+N 

機能 新しい計測プロジェクトを作成します。開ける数は空きメモリ、ハード

ディスクの空き容量に依存します。 

 

画面 

 

解説 新しい計測プロジェクトを開いた場合、プロジェクト名は「計測プロジ

ェクト 1」となります。既に計測プロジェクトが開かれている場合は、

「計測プロジェクト 2」「計測プロジェクト 3」...と番号が上がっていきま

す。 

 

操作 

１. ファイルメニューから新規作成を選択すると、上図のような計測

プロジェクトが開かれます。 
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1-2 開く...  Ctrl+O 

機能 既存のファイルを開きます。開ける数は空きメモリ、ハードディスクの

空き容量に依存します。 

計測プロジェクトを開く時には StartUp フォルダに保存されているグ

ラフシートをすべて同時に開くことができます。 

 

画面 

 

 

解説 開くことのできるファイルは計測プロジェクト、計測データファイル、

頻度データファイル、グラフシートの４種類です。 

 「計測プロジェクト」 

 「計測データファイル」 

 「頻度データファイル」 

 「グラフシート」 

 

計測プロジェクトを開く時に StartUp フォルダ内のグラフを同時に開

くのチェックを外すと計測プロジェクトだけが表示されます。 

 

操作 

１. ファイルメニューから開く...を選択すると、選択するダイアログ 

が表示されます。 

２. ファイルリストからファイルを選択します。 

３. 「開く(O)」ボタンをクリックすると、選択したファイルが表示されま

す。 
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1-3 閉じる 

機能 現在アクティブになっているウィンドウを閉じます。 

 

画面 

 

 

解説 

「はい(Y)」ボタン 

 ：設定されているファイル名で保存され、ウィンドウが閉じます。

また、一度も保存されていない時は名前を付けて保存...のダイ

アログが表示されます。ファイル名の入力および保存場所の指

定を行い「保存(S)」ボタンをクリックします。 

保存されて、ウィンドウが閉じます。 

「いいえ(N)」ボタン 

 ：保存処理を行わずにウィンドウが閉じます。 

 

操作 

１. ファイルメニューから閉じるを選択します。 

変更されている場合は、ダイアログが表示されます。 

２. 保存する時は、「はい(Y)」ボタン、保存しない時は、「いいえ(N)」

ボタンをクリックします。 
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1-4 上書き保存  Ctrl+S 

機能 選択されているウィンドウを保存します。 

 

解説 一度保存されたファイルは、同じ名前で再保存されます。 

保存していない計測プロジェクトやグラフシートは、名前を付けて保

存...と同じ動作をします。 

 

操作 

１. ファイルメニューから上書き保存を選択するとファイルを保存 

します。 

２. 保存を行っていないファイルは名前を付けて保存ダイアログが

表示されます。 

 

 

 

 

1-5 名前を付けて保存... 

機能 選択されているウィンドウを別名で保存します。 

 

画面 

 

操作 

１. ファイルメニューから名前を付けて保存...を選択すると、保存 

ダイアログが表示されます。 

２. ファイルリストの保存する場所を選択します。 

３. ファイル名を入力します。 

４. 「保存(S)」ボタンをクリックします。 

５. ２．で選択した場所に保存されます。 



ファイルメニュー 

 9-6 

1-6 テキストで保存 

機能 計測プロジェクト、計測データファイル、頻度データファイルの設定

やデータをテキストフォーマットで保存します。 

 

画面 

 

 

解説 選択されたウィンドウに表示されている設定やデータリストを標準テ

キストファイルで保存します。保存されたテキストデータは市販の表

計算、グラフ作図ソフトウェア等で利用することができます。 

 

操作 

１. ファイルメニューのテキストで保存...選択すると、設定を行うダ 

イアログが表示されます。 

２. データリストを表示していると保存するデータとステップを選択す

るダイアログが表示されるので、５.に進みます。 

データリスト以外は保存のダイアログが表示されます。 

 

３. ファイルリストを操作し目的の保存場所を選択します。 

ファイル名を入力します。 

ファイルの種類から CSV（タブ区切り）/テキスト（カンマ区切り）を

選択します。 

 

 

 
『計測プロジェクト』 

 

 
『計測データ』 

 

 
『頻度データ』 
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４. 「保存(S)」ボタンをクリックすると、選択した場所にテキストファイ

ルが保存されます。 

５. データリストを表示していると変換の設定を行うダイアログが表

示されます。 

 

テキストファイルの変換方法を上部のタブから選択します。 

 

選択項目 

選択して変換 

 ：任意に選択したチャンネルと指定したステップの範囲を変換し

ます。 

全て変換 ：全チャンネルのデータを変換します。 

DRA-7610 互換 

 ：DRA-7610 でテキスト変換を行った CSV ファイルと同じ様式に

なります。このフォーマットを使用するとチャンネルの名前は変

換されません。 

DADiSP 互換 

 ：波形解析ソフトウェアの DADiSP で読み込むことができるファイ

ルになります。一つのデータファイルに対して拡張子が .HED 

と.DAT の二つにファイル作成されます。 

 

市販の波形解析ソフトウェアは DA

DiSP、FlexPro で読み込めることを

確認しています。 
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 選択して変換 

 

設定項目 

名前のリスト ：計測プロジェクト、計測データファイルで設定されたデータ名を

表示します。 

試験タイトル ：テキストデータに試験タイトルを付加します。 

名前 ：テキストデータに各チャンネルの名前を付加します。 

単位 ：テキストデータに各チャンネルで設定した単位を付加します。 

名前、単位を一行に 

 ：各チャンネルの名前と単位を一行にして付加します。 

チェックを外すと名前の下の行に単位が付加されます。 

ステップ ：指定したステップの範囲をテキストデータにします。 

選択範囲をステップに設定 

 ：グラフリスト、データリスト（データファイルのみ）で選択された範

囲をステップに設定します。 

「OK」ボタン ：項目の選択後、保存ダイアログを表示します。 

 

操作２.の保存のダイアログが表示されます。ファイルの種類は CSV ファイル

（カンマ区切り）またはテキストファイル（タブ区切り）から選択できます。 

 

設定を確認し、「保存(S)」ボタンをクリックします。 

設定したファイル名のテキストファイルが作成されます。 
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 全て変換 

 

設定項目 

CH/NO 数 ：変換したテキストファイルが設定した数の列数ごとに分割され

ます。 

ステップ数 ：変換したテキストファイルが設定した数の行数ごとに分割され

ます。 

試験タイトル ：テキストデータに試験タイトルを付加します。 

名前 ：テキストデータに各チャンネルの名前を付加します。 

単位 ：テキストデータに各チャンネルで設定した単位を付加します。 

名前、単位を一行に 

 ：各チャンネルの名前と単位を一行にして付加します。 

チェックを外すと名前の下の行に単位が付加されます。 

「OK」ボタン ：項目の選択後、保存ダイアログを表示します。 

 

操作２.の保存のダイアログが表示されます。ファイルの種類は CSV ファイル

（カンマ区切り）またはテキストファイル（タブ区切り）から選択できます。 

 

計測データ数がステップ数より多い時にはステップ数でテキストファイルは分

割されます。さらにチャンネル数が CH/NO 数より多い時には CH/NO 数でテ

キストファイルは分割されます。 

 

ファイル名は入力した文字列に通し番号がつきます。 
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 DRA-7610 互換 

 

設定項目 

CH/NO 数 ：変換したテキストファイルが設定した数の列数ごとに分割され

ます。 

ステップ数 ：変換したテキストファイルが設定した数の行数ごとに分割され

ます。 

「OK」ボタン ：項目の選択後、保存ダイアログを表示します。 

 

操作２.の保存のダイアログが表示されます。ファイルの種類はCSVファイルが

（カンマ区切り）固定です。 

 

ファイル名は入力した文字列に通し番号がつきます。 
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 DADiSP 互換 

 

設定項目 

CH/NO 数 ：変換したテキストファイルが設定した数の列数ごとに分割され

ます。 

ステップ数 ：変換したテキストファイルが設定した数の行数ごとに分割され

ます。 

名前 ：テキストデータにデータ名を付加します。 

単位 ：テキストデータにデータの単位を付加します。 

「OK」ボタン ：項目の選択後、保存ダイアログを表示します。 

 

操作２.の保存のダイアログが表示されます。ファイルの種類は DADiSP ファイ

ルが固定です。 

 

ファイルリストを操作し目的の保存場所を選択します。 

ファイル名を入力します。 

「保存(S)」ボタンをクリックします。 

ファイル名は入力した文字列に通し番号がつきます。 

 

同じ名前で拡張子に.HED と .DAT が付いたファイルが作成されます。 

 

市販の波形解析ソフトウェアは

DADiSP、FlexProで読み込める

ことを確認しています。 
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 頻度データファイル 

１. 頻度データファイルの頻度データを表示してファイルメニューの

テキストで保存...選択すると、設定を行うダイアログが表示され

ます。 

 

選択項目 

頻度解析一覧を保存 

 ：頻度データの解析方法、フルスケール、ヒステリシス、スライス

数などの設定内容の一覧を変換します。 

表示しているカウントデータを保存 

 ：選択されている頻度 NO のカウントデータを変換します。 

全てのカウントデータを保存 

 ：全てのカウントデータを頻度 NO ごとにファイルを作成し、変換

します。 

 

テキスト変換の方法を選択したら、「OK」ボタンをクリックします。 

テキストファイルの保存先とファイル名を設定するダイアログが表示されます。 

保存先を選択しファイル名を入力します。ファイルの種類は CSV ファイル（カ

ンマ区切り）またはテキストファイル（タブ区切り）から選択できます。 

 

設定を確認したら「保存(S)」ボタンをクリックします。 

設定したファイル名のテキストファイルが作成されます。 

全てのカウントデータを保存の場合は頻度 NOごとに別のファイルになり、ファ

イル名の後ろに _ と頻度 NO の番号が付加されます。 
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1-7 測定器データ読み込み... 

機能 本ソフトウェアはメモリカードまたは測定器の共有フォルダに保存さ

れた波形データおよび頻度データを読み込むことができます。 

 

画面 

 

 

 

解説 計測がオフラインで実行されたとしても、データファイルとして表示

することができます。 

波形データと頻度データを同時に読み込むことができます。 

 

操作 

１. ファイルメニューから測定器データ読み込み...を選択すると、 

カードデータ取得ダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 

 
『計測プロジェクト』 
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設定項目 

波形データ/頻度データ/音声 

 ：表示するデータファイルの種類を選択します。 

表示を切り替えても選択したファイルは読み込まれます。 

ファイルの係数、単位、フォーマットを使用する 

 ：チェックを入れると、波形データを読み込む時に指定したフォ

ルダ内に係数、単位、フォーマットの情報が含まれている場合

にその情報を使用します。含まれない場合は、計測プロジェク

トの設定を使用します。 

チェックを外すと計測プロジェクトの設定を使用します。 

「参照...」ボタン 

 ：データが記録されているフォルダを選択します。 

左リスト ：参照したフォルダ内に記録されている計測データの計測日、

サンプリング速度、データ数などを表示します。 

右リスト ：読み込む計測データのリストを表示します。 

「登録」ボタン ：左のリストから選択した計測データを右のリストに登録します。 

「削除」ボタン：右のリストで選択した計測データをリストから削除します。 

 

「参照...」ボタンをクリックするとフォルダを選択するダイアログが表示されます。 

 

データが記録されているフォルダを選択します。 

左のリストからデータの読み込みを行うデータを選択し、「登録」ボタンをクリッ

クすると、右のリストに表示されます。 

 



第 9 章 メニュー概要 

 

 

 9-15 

頻度データを読み込む場合には、頻度データのオプションボタンをクリックしま

す。 

 

「OK」ボタンをクリックすると、登録された計測データを読み込みます。 
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1-8 測定器設定ファイル作成... 

機能 計測プロジェクトの測定器に関する設定から測定器の設定を行う設

定ファイルを作成します。 

 

画面 

 

解説 測定器は専用の書式で記述された設定ファイルを読み込み測定器

の設定を行うことができます。 

計測プロジェクトから設定ファイルを作成します。 

 

操作 

１. ファイルメニューの測定器設定ファイル作成...選択すると、設定 

を行うダイアログが表示されます。 

２. 設定ファイルの名前と保存する場所（フォルダ）を指定し、「保存

(S)」ボタンをクリックします。 

ファイル名に日本語を使用すると測定器で選択する際にファイル名が表示さ
れません。 

 

設定ファイルに記録される内容は以下の項目です。 

 A/D 変換設定 

 入力 CH 

SET、入力モード、入力レンジ、ローパスフィルタ、ハイパスフィルタ、バラ

ンス、基準接点、係数、定格出力、容量、フォーマット 

 出力 CH 

 頻度 NO 

 デジタル入出力 

 CAN・音声・GPS 

基本設定、CAN データ 

 データトリガ計測 

 プログラム計測 

 

TMR-211 のファームウェアのバ

ージョンが 2.2A 未満の場合は設

定ファイルを読み込むことができ

ません。 

 
『計測プロジェクト』 
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1-9 HR7916CSV 形式出力... 

機能 HR-7916 でテキスト変換を行った CSV ファイルと同じ様式で出力し

ます。 

 

画面 

 

解説 ヒストグラムレコーダ HR-916 用のソフトウェア HR-7916 で頻度デ

ータを CSV 出力し、作成される CSV ファイルと同じ様式で CSV ファ

イルを作成します。 

任意の頻度 NO を選択して変換することも可能です。 

 

操作 

１. ファイルメニューから HR-7916CSV 形式出力...を選択すると、 

設定を行うダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

３. 保存先とファイル名を設定するダイアログが表示されます。 

４. 設定後「保存(S)」ボタンをクリックします。 

 

設定情報 

入力 CH ：頻度解析に使用した入力 CH の設定内容を付加します。 

解析方法 ：頻度 NO の設定内容を付加します。 

M/M データ ：頻度 NO の最大値、最小値を付加します。 

 

頻度データ 

一括 ：チェックを入れると、すべての頻度 NO の頻度データを横並び

で保存します。 

分離 ：チェックを入れると、出力に指定した頻度 NO の頻度データを

縦方向に分けて保存します。 

出力から「する」を選択します。

 

 
『頻度データ』 
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1-10 印刷...  Ctrl+P 

機能 選択されているシートを印刷します。 

 

画面 

 

解説 印刷を行うページや部数を設定します。 

 

操作 

１. ファイルメニューから印刷...を選択すると、ダイアログが表示さ 

れます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

印刷範囲 ：印刷を行うページ番号を設定します。 

すべてを選択すると全ページを印刷します。 

部数 ：印刷する部数を指定します。 
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1-11 印刷プレビュー 

機能 選択されているウィンドウの印刷イメージを画面に表示します。 

 

画面 

 

解説 用紙に印刷する前に画面で確認します。 

データリストのように複数枚に印刷される場合に、必要とするページ

のページ番号を確認することができます。 

操作 

１. ファイルメニューから印刷プレビューを選択すると印刷イメージ 

が表示されます。 

 

設定項目 

印刷 ：印刷を行うダイアログを表示します。 

次ページ ：次のページを表示します。 

前ページ ：前のページを表示します。 

２ページ ：画面に２ページ分表示します。 

1 ページ ：画面に 1 ページ分表示します。 

拡大 ：拡大して表示します。 

縮小 ：縮小して表示します。 

閉じる ：プレビューを終了して元の画面に戻ります。 

 

モニタ計測中に印刷プレビューを行うと画面がちらついた状態になります。気
になる時はモニタ計測を中断してから印刷プレビューを実行してください。 
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1-12 印刷オプション... 

機能 印刷を行う時の条件を設定するダイアログを表示します。 

 

画面 

 

解説 計測プロジェクト、計測データファイルの印刷順序と、グラフシートの

印刷サイズを設定します。 

操作 

１. ファイルメニューから印刷オプション...を選択すると、設定を行う 

ダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

ページの印刷順 

 ：計測プロジェクト、計測データファイルの設定やデータは、用

紙の大きさと向きに合わせて１枚に印刷する範囲が決まります。 

１ページに収まらない場合の印刷順番を設定します。 

 

用紙サイズで印刷 

 ：指定した用紙サイズに合わせてパーツ配置を調節しグラフシ

ートを印刷することができます。 
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1-13 プリンタの設定... 

機能 選択されているプリンタの印刷設定ダイアログが表示されます。 

 

画面 

 

解説 使用するプリンタ、用紙のサイズ、印刷の向きを設定し「OK」ボタン

をクリックします。 

 

操作 

１. ファイルメニューからプリンタの設定...を選択すると、ダイアログ 

が表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

プリンタ名 ：使用するプリンタを選択します。 

サイズ ：用紙の大きさを選択します。 

印刷の向き ：用紙の向きを選択します。 
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1-14 アプリケーションの終了 

機能 開いているすべてのウィンドウを閉じ、本ソフトウェアを終了します。 

 

画面 

 

操作 

１. ファイルメニューからアプリケーションの終了を選択すると、ダイ 

アログが表示されます。 

２. シートを保存する時は、「はい(Y)」ボタンをクリックします。保存

処理が行われウィンドウが閉じ、すべてのウィンドウが閉じたら本

ソフトウェアを終了します。 

３. 保存しない時は、「いいえ(N)」ボタンをクリックします。保存処理

を行わずにウィンドウが閉じ、本ソフトウェアを終了します。 
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『計測プロジェクト』 

 
『計測データ』 

 
『頻度データ』 

 
『グラフシート』 

2 編集メニュー 

概要 

 最後に行った操作を取り消す 

 文字列や絵を削除してクリップボードに保存する 

 文字列や絵のコピーをクリップボードに保存する 

 クリップボードの内容を貼り込む 

 文字列や絵を削除する 

 文字列や絵をすべて選択 

 行の挿入 

 行の削除 

 下方向にコピーする 

 単位の選択した文字を上付きにする 

 単位の選択した上付きの文字を標準に戻す 

 データの切り出し 

 データの間引き 

 グラフシートを複製 

 選択したグラフ上のパーツを前面に移動する 

 選択したグラフ上のパーツを背面に移動する 

 変更を禁止する 
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2-1 元に戻す  Ctrl+Z 

機能 最後に行った操作を取り消し、操作直前の状態に戻します。 

 

解説 最後に行った操作を取り消します。もう一度元に戻すを実行すると、

取り消し前の状態に戻ります。 

 

2-2 切り取り  Ctrl+X 

機能 選択状態にあるセルまたは入力ボックス内の文字列を削除しクリッ

プボードに記録します。 

 

解説 切り取りは選択状態のものを削除し、別の場所に移動させる場合に

主に使用します。 

クリップボードには、一度分しか記録できません。以前に切り取り、ま

たはコピーしたものがクリップボードに残っている時は、古いものが

破棄され置き換わります。 

 

2-3 コピー  Ctrl+C 

機能 計測プロジェクト、計測データファイルでは、選択状態にあるセルま

たは入力ボックス内の文字列を、グラフシートでは選択されたパーツ

をクリップボードに記録します。 

 

解説 コピーは、選択状態のものの複写を行う場合に主に使用します。 

クリップボードには、一度分しか記録できません。以前に切り取り、ま

たはコピーしたものがクリップボードに残っている時は、古いものが

破棄され置き換わります。 

 

2-4 貼り付け  Ctrl+V 

機能 クリップボードの内容を指定した位置に貼り付けます。 

 

解説 計測プロジェクト、計測データファイル 

セルまたは入力ボックスにクリップボード内の文字列を貼り付けます。 

グラフシート 

切り取りまたはコピーされたパーツを貼り付けます。 

 

2-5 消去  Ctrl+B 

機能 選択状態にある計測プロジェクト内のセルまたは入力ボックス内の

文字列、グラフシート内のタイトル、ピクチャーを削除します。 

 

解説 切り取りとは違い、クリップボードには記録されません。 

 



第 9 章 メニュー概要 

 

 

 9-25 

 

『計測プロジェクト』 
『計測データ』 

 
『計測プロジェクト』 

『計測データ』 

2-6 すべて選択  Ctrl+A 

機能 選択されているウィンドウに対して、表示されている文字、グラフ、絵

などすべて選択します。 

 

解説 グラフシートですべてのパーツを一度に移動させる場合などで使用

します。 

 

2-7 挿入 

機能 データリストの行挿入を行います。 

 

画面 

   

挿入前    挿入後 

解説 データリストの行（ステップ）の挿入が行えます。 

その他の設定では列ごとに行の挿入が行えるものもあります。 

 

2-8 削除 

機能 データリストの行削除を行います。 

 

画面 

 

削除前    削除後 

解説 データリストの行（ステップ）の削除が行えます。 

その他の設定では列ごとに行の削除が行えるものもあります。 
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『計測プロジェクト』 

『計測データ』 

 
『計測データ』 

2-9 下方向にコピー  Ctrl+D 

機能 複数行選択したセルの最上行の内容を以下のセルに複写します。 

 

画面 

 

下方向にコピー前 

 

下方向にコピー後 

解説 下方向にコピーは、類似した設定を連続した複数の行に設定する

場合に使用します。 

 関数列の関数式 CH（），NO（）等は下方向にコピーを行うと自動的

に連続番号を挿入します。 

 

2-10 上付き 

機能 選択した文字を上付きにします。 

 

解説 単位の編集中に選択した文字を上付きにします。 

 

操作 

１. 単位の文字列から標準にしたい文字列を Shift＋矢印(← →)で 

選択します。 

２. 編集メニューから上付きを選択します。 
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『計測データ』 

 

2-11 標準 

機能 上付き文字を標準にします。 

 

解説 単位の編集中に選択した上付きの文字を標準にします。 

 

操作 

１. 単位の文字列から標準にしたい文字列を Shift＋矢印(← →)で 

選択します。 

２. 編集メニューから標準を選択します。 

 

 

2-12 編集不可 

機能 計測プロジェクト、計測データファイルの設定、データの変更をでき

ないようにします。 

グラフシートはパーツを移動できないようにします。 

 

解説 編集不可にすると入力やパーツの移動ができなくなります。 
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2-13 範囲選択... 

機能 データリストやグラフリストで挿入、削除を行う範囲を設定するダイア

ログを表示します。 

 

画面 

 

解説 範囲設定は、計測時間またはデータ数で設定する方法があります。 

データリストやグラフリストで挿入、削除を行う範囲を数値で設定する

ことができます。 

 

操作 

１. 編集メニューから範囲選択...を選択すると、設定を行うダイアロ 

グが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

計測時間で設定、データ数で設定 

 ：範囲の設定を計測時間で行うかデータ数で行うかを選択しま

す。 

先頭 ：選択する最初の部分を設定します。計測時間で設定する場合

の単位は、計測データファイルの計測時間の単位に従いま

す。 

最終 ：選択する最後の部分を設定します。計測時間で設定する場合

の単位は、計測データファイルの計測時間の単位に従いま

す。 

「チェック」ボタン 

 ：計測時間で設定した場合には設定した値に相当するデータ数

を、データ数で設定した場合には設定した値に相当する計測

時間をそれぞれ表示します。 

 

 
『計測データ』 
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2-14 前後削除 

機能 データリストやグラフリストでデータの切り出しを行います。 

 

画面 

 

削除前 

 

削除後 

解説 データリストやグラフリストで選択しされているデータ以外の部分を

削除します。 

 

 
『計測データ』 

前後削除の方法につきましては、

「第7章 7-6 前後削除」 

(Page7-31)を参照してください。 
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2-15 間引き.... 

機能 データステップを等間隔で間引くデータ数を設定するダイアログを

表示します。 

 

画面 

 

解説 データステップを等間隔で間引きデータ数を減らします。 

 

操作 

１. 編集メニューから間引き...を選択すると、設定を行うダイアログが 

表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

間引きデータ数 

 ：設定した個数に1足したステップのデータが残るので、4と設定

するとデータステップの 1，6，11･･･がデータとして残ります。新

しいサンプリング時間はサンプリング時間×（間引きデータ数

＋１）になり、計測時間は（残ったデータ数－１）×新しいサンプ

リング時間となります。 

 

2-16 グラフの複製 

機能 選択しているグラフシートと同じシートを表示します。 

 

解説 同じレイアウトで異なるデータを作図する時に使用します。 

 

 

 

2-17 最前面へ  Ctrl+T 

機能 グラフシート内の選択されたパーツを前面に移動します。 

 

解説 パーツを重ねて配置する際に使用されます。 

選択されたパーツを最も上に配置します。 

 

操作 

１. 各パーツをクリックして選択します。 

２. 編集メニューから最前面へを選択します。 

間引きの詳しい説明は、「第7章7

－1 データの間引き（Page7-23)を

お読みください。 

 
『計測データ』 

 
『グラフシート』 

 
『グラフシート』 
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2-18 最背面へ  Ctrl+R 

機能 グラフシート内の選択されたパーツを背面に移動します。 

 

解説 パーツを重ねて配置する際に使用されます。 

選択されたパーツを最も下に配置します。 

 

操作 

１. 各パーツをクリックして選択します。 

２. 編集メニューから最背面へを選択します。 

 

 

 

 
『グラフシート』 
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3 計測プロジェクトメニュー 

概要 

 使用する測定器を設定する 

 計測時間を設定する 

 表示を切り替える 

 入力 CH に設定をする項目のメニューが表示される 

 出力 CH に設定をする項目のメニューが表示される 

 頻度設定に設定をする項目のメニューが表示される 

 ON/OFF の設定をするメニューが表示される 

 データトリガのトリガモードを設定するメニューが表示される 

 自動計測設定のコントロールを設定するメニューが表示される 

 入力 CH の名前列に入力されている名前に連続番号を付加する 

 入力 CH の単位列に設定をするメニューが表示される 

 測定データを数値で表示する時の表示形式がメニューで表示される 

 列幅の変更を行う 

 グラフリストの列幅を変更する 

 履歴でデータファイルを表示する 

 履歴でデータファイル名を変更する 

 履歴でデータファイルをテキスト変換する 

 履歴でデータファイルの試験タイトルを変更する 

 履歴の更新を行う 

 
『計測プロジェクト』 



第 9 章 メニュー概要 

 

 

 9-33 

 
『計測プロジェクト』 

3-1 測定器設定... 

機能 計測プロジェクトに測定器を設定します。 

 

画面 

 

解説 計測プロジェクトで使用する測定器とインターフェースの設定をしま

す。 

操作 

１. 計測プロジェクトメニューから測定器設定...を選択すると、設定 

行うダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

インターフェースの種類 

 ：使用するインターフェース（LAN または USB）を選択してくださ

い。 

LAN の場合 

IP アドレス ：使用する測定器の IP アドレスを設定します。 

ポート番号 ：使用する測定器のポート番号を設定します。 

接続 

確認 ：現在の設定内容でパソコンと測定器が接続できるかを確認し

ます。 

接続ユニットの取得 

 ：測定器から接続されているユニットの情報を取得し、設定内容

を書き換えます。 

IP アドレスの変更 

 ：測定器の LAN 設定を変更します。 

測定器設定の詳細は、「第4章 

２ 測定器設定」（Page4-2）をお

読みください。 
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『計測プロジェクト』 

3-2 A/D 設定... 

機能 １回の計測で収録するデータの間隔とデータ数を設定します。 

 

画面 

 

解説 １回の計測で収録するデータの間隔とデータ数の設定をします。計

測時間からデータ数で求めることができます。 

 

操作 

１. 計測プロジェクトメニューから A/D 設定...を選択すると、設定を 

行うダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

データ数 ：記録データ数を設定します。 

トリガ前データ数 

 ：データトリガ計測を行う場合、トリガが掛かる前の記録データ数

を設定します。 

サンプルクロック 

 ：データの記録間隔をミリ秒単位で設定します。 

外部サンプル 

 ：外部サンプルはデジタル入出力ユニットのデジタル IN に

SCLK を入力した場合に使用できます。 

外部サンプルはデジタル入出力ユニット接続時に使用可能です。 

 

計測時間から求める 

 ：計測時間により A/D 設定の設定を行う場合にチェックします。 

計測時間 ：計測時間を設定します。単位はミリ秒/秒/分/時の中から選択

します。 

トリガ前時間 ：データトリガ計測を行う場合、トリガが掛かる前の記録時間を設

定します。単位は計測時間の単位に従います。 

トリガ前時間、トリガ前データ数が有効になるのはデータトリガ計測だけです。 

A/D設定の詳細は、「第４章  

3 A/D設定」(Page4-5)を 

お読みください。 

外部サンプルにつきましては

「第１１章 デジタル入出力ユニ

ット」をお読みください。 

計測時間で設定した単位が計測

中の経過時間表示や経過グラフ

の横軸の単位に反映されます。 
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サンプル周波数 

 ：サンプルクロックの逆数を表示します。 

周波数を選択してサンプルクロックを設定することができます。 

「計算」ボタン 

 ：設定したデータ数に相当する計測時間を表示します。計測時

間で設定した場合には設定した値に相当するデータ数を表示

します。 
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『計測プロジェクト』 

3-3 切り替え 

機能 アクティブな計測プロジェクトの表示項目を切り替えます。 

 

解説 

入力 CH ：測定器がデータを収録する際の条件と収録したデータを本ソ

フトウェアで処理するための設定をチャンネルごとに設定しま

す。 

出力 CH ：測定器から電圧出力を行う場合に、電圧出力をチャンネルごと

に設定します。 

頻度 NO ：測定器計測と同時に頻度解析を行う場合に、頻度解析を頻度

NO ごとに設定します。 

データトリガ計測 

 ：入力信号のレベルにより測定器が計測を開始するための設定

をします。 

プログラム計測 

 ：指定された時刻、間隔で計測を開始するための設定をします。 

データリスト ：すべてのチャンネルの計測データを作表します。最大値、最

小値、平均値も表示します。 

グラフリスト ：すべてのチャンネルの経過図を作図します。最大値、最小値、

平均値も表示します。 

計測履歴 ：計測したすべての波形データのファイル名、メモリカードファイ

ル名、計測日時、計測方法、試験タイトル、計測時間、単位を

表示します。 

最大最小平均値 

 ：計測したすべての計測データの各チャンネルの最大値、最小 

値、平均値を表示します。 

頻度履歴 ：計測したすべての頻度データのファイル名、メモリカードファイ

ル名、測定開始時刻、測定停止時刻、試験タイトルを表示しま

す。 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 
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3-4 SET 

機能 チャンネルの SET(使用)／OFF（未使用）を設定します。 

 

解説 測定を行うチャンネルには SET を、行わないチャンネルには OFF を

設定します。 

 

操作 

１. 入力 CH の SET 列のセルを選択します。 

２. 入力 CH -SET メニューから選択します。 

 

3-5 入力モード 

機能 入力信号の種類（電圧、ブリッジ電圧、熱電対）を設定します。 

 

解説 ブリッジ電圧の設定によってひずみの分解能が変化します。 

4G0.5V ： 4×１０－６ひずみの分解能になります。 

4G2.0V ： 1×１０－６ひずみの分解能になります。 

ユニットによって設定できない入力モードがあります。設定可能な入

力モードの種類につきましては各測定器の取扱説明書をお読みく

ださい。 

熱電対を使用して温度計測を行う場合には、専用の熱電対ユニット

（TMR-231）が必要です。 

 

操作 

１. 入力 CH の入力モード列のセルを選択します。 

２. 入力 CH-入力モードメニューから選択します。 
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3-6 入力レンジ 

機能 固定レンジの分解能を設定します。 

 

解説 レンジの値が低いほど測定値のバラつきが緩和されます。 

 

ひずみ測定範囲 

入力

レンジ 

入力モード 

4G 2.0V 4G 0.5V 電圧 (CR-4010) 

5,000 -5,000～+5,000 (1×10-6) -20,000～+20,000 (4×10-6) -5,000～+5,000 (1mV) 

10,000 -10,000～+10,000 (1×10-6) -40,000～+40,000 (4×10-6) -10,000～+10,000 (1mV) 

20,000 -20,000～+20,000 (2×10-6) -80,000～+80,000 (8×10-6) -20,000～+20,000 (2mV) 

 

電圧・熱電対測定範囲 

入力

レンジ 

入力モード 

電圧 熱電対 

600  -200～+600 (0.1℃) 

1,000 -1,000～+1,000 (0.1mV)  

1,300  -200～+1,300 (0.2℃)※熱電対 T不可 

5,000 -5,000～+5,000 (0.5mV)  

10,000 -10,000～+10,000 (1mV)  

20,000 -20,000～+20,000 (2mV)  

 

 

操作 

１. 入力 CH の入力レンジ列のセルを選択します。 

２. 入力 CH-入力レンジメニューから選択します。 
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3-7 ローパスフィルタ 

機能 入力信号から除去する周波数を設定します。 

 

解説 デジタルフィルタによりカットします。ただし、ローパスフィルタの設定

を PASS に設定した場合には、アナログフィルタにより、10kHz 以降

の周波数をカットします。熱電対は PASS 以外選択できません。 

 

操作 

１. 入力 CH のローパスフィルタ列のセルを選択します。 

２. 0～1000Hz の範囲で入力するか、入力 CH-ローパスフィルタメ

ニューから選択します。 

 

3-8 フィルタ特性 

機能 デジタルフィルタによる遮断周波数の特性を設定します。 

 

解説 ローパスフィルタの設定を PASSに設定した場合には、ベッセルにな

ります。 

ベッセルを選択すると位相が平坦になります。 

バタワースを選択すると振幅が平坦になります。 

操作 

１. 入力 CH のフィルタ特性列のセルを選択します。 

２. 入力 CH-フィルタ特性メニューから選択します。 

 

3-9 ハイパスフィルタ 

機能 入力信号から除去する周波数を設定します。 

 

解説 ハイパスフィルタはひずみ 4 ゲージユニット（TMR-221)とひずみ 1Ｇ

2Ｇ4Ｇユニット（TMR-222)、搬送波型ひずみユニット（TMR-223）で

使用できます。 

 

 

ただし、TMR-211 を使用の場合ファームウェアのバージョンが 2.2A 以降で、
ユニットのバージョンが 1.2A 以降である必要があります。 

 

操作 

１. 入力 CH のハイパスフィルタ列のセルを選択します。 

２. 入力 CH-ハイパスフィルタメニューから選択します。 
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3-10 バランス 

機能 測定器のゼロ調整（バランス）を有効にするか無効にするかを設定し

ます。 

 

解説 無効にしたチャンネルはバランスを行うことができなくなり、バランス

を行った時の測定値を差し引かない値を測定します。 

 

操作 

１. 入力 CH のバランス列のセルを選択します。 

２. 入力 CH-バランスメニューから選択します。 

 

3-11 基準接点 

機能 熱電対使用時の基準接点を設定します。 

 

解説 ユニットの表面温度により温度の補正を行う場合は RJC ON に設定

します。外部に基準接点を設ける場合は RJC OFF に設定します。 

 

操作 

１. 入力 CH の基準接点列のセルを選択します。 

２. 入力 CH-基準接点メニューから選択します。 

 

3-12 出力電圧 

機能 アンプ出力の出力電圧を設定します。 

 

解説 電圧出力ユニット（TMR-241）のチャンネルごとに、出力電圧の範囲

を±5V、±１０V、０～＋５V の中から設定します。 

 

操作 

１. 出力 CH の出力電圧列のセルを選択します。 

２. 出力 CH-出力電圧メニューから選択します。 
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3-13 解析方法 

機能 計測と同時に行う頻度解析法を設定します。 

 

解説 設定可能な解析方法は以下の６種類です。 

PEAK/V ：極大値・極小値法 

MAX/MIN ：最大値・最小値法 

AMP ：振幅法 

TIME ：時間法 

LEVEL ：レベルクロッシング法 

RAIN ：レインフロー法 

 

操作 

１. 頻度 NO の解析方法列のセルを選択します。 

２. 頻度設定-解析方法メニューから選択します。 

 

3-14 サンプリング 

機能 頻度解析の解析方法が時間法の場合に、サンプリング時間を設定

します。 

 

解説 解析方法が時間法の場合に、設定されたサンプリング時間でカウン

トを行います。 

 

操作 

１. 頻度 NO のサンプリング/クロスレベル列のセルを選択します。 

２. 頻度設定-サンプリングメニューから選択します。 

 

 

3-15 ON/OFF 

機能 データトリガ計測のトリガの ON/OFF を設定します。 

 

解説 データトリガ計測のトリガを有効にする場合は ON に、無効にする場

合は OFF を設定します。 

 

操作 

１. データトリガ計測の ON/OFF 列のセルを選択します。 

２. 計測プロジェクト-ON/OFF メニューから選択します。 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 
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3-16 トリガモード 

機能 データトリガ計測のトリガモードにトリガレベルの判定方法を設定し

ます。 

 

解説 データトリガ計測のトリガレベルの判定方法を相対、アッパー、ロワ

ーから選択します。 

 

操作 

１. データトリガ設定のトリガモード列のセルを選択します。 

２. 計測プロジェクト-トリガモードメニューから選択します。 

 

設定項目 

相対 ：データトリガ計測開始時の値を基準値とし、基準値からトリガレ

ベル分の変化がある場合に計測を開始します。 

アッパー ：現在の値がトリガレベルを上回る場合に計測を開始します。 

ロワー ：現在の値がトリガレベルを下回る場合に計測を開始します。 
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3-17 名前... 

機能 名前の文字列に連続番号を付加します。 

画面 

 

解説 名前の連結文字列、連続番号開始番号の変更、2軸ゲージ、3軸ゲ

ージの名前を設定する場合に有効な付加文字の設定をします。 

 

操作 

１. 入力 CH の名前列のセルを選択します。 

２. 計測プロジェクトメニューから名前...を選択すると、設定を行うダ

イアログが表示されます。 

３. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

 

連結数字 

連番 ：連続番号を付加します。 

連番 XY ：２つ区切で連続番号を付加します。 

連番 XYZ ：３つ区切で連続番号を付加します。 

 

3-18 単位 

機能 単位を設定します。 

 

解説 単位はキーボードから入力することはできません。 

 

操作 

１. 入力 CH の単位列のセルを選択します。 

２. 計測プロジェクト-単位メニューから選択します。 

開始番号を 000 と設定すると、連

結数字は 000,001,002.....と設定さ

れます。 



計測プロジェクトメニュー 

 9-44 

 
『計測プロジェクト』 

 
『計測プロジェクト』 

3-19 フォーマット 

機能 計測データの桁数を設定します。 

 

解説 フォーマットはデータの数値表示に影響しますが、内部的には精度

を保っています。 

フォーマットには以下の書式があります。 

0～0.00000 

 

操作 

１. 入力 CH のフォーマット列のセルを選択します。 

２. 計測プロジェクト-フォーマットメニューから対応する書式を選択

し、表示されるメニューを選択します。 

 

 

3-20 列の幅... 

機能 選択されているセルを含む列の幅を mm 単位で設定します。 

 

画面 

 

解説 計測プロジェクトに表示されるすべての列の幅を設定できます。 

 

操作 

１. セルを選択し、計測プロジェクトメニューから列の幅...を選択 

すると、設定を行うダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 
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3-21 グラフ列の幅... 

機能 グラフリストでグラフが表示されている列の幅を mm 単位で設定しま

す。 

 

画面 

 

解説 グラフリストでは列を選択することができないのでグラフ列の幅...を

実行して変更します。 

 

操作 

１. 計測プロジェクト - グラフリストの幅メニューからグラフ列の幅...

を選択すると、設定を行うダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

3-22 凡例列の幅... 

機能 グラフリストで凡例（右端）が表示されている列の幅を mm 単位で設

定します。 

 

画面 

 

 

解説 グラフリストでは列を選択することができないので凡例列の幅...を実

行して変更します。 

 

操作 

１. 計測プロジェクト - グラフリストの幅メニューから凡例列の幅...

を選択すると、設定を行うダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 
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3-23 行の高さ... 

機能 グラフリストで行の高さを mm 単位で設定します。 

 

画面 

 

解説 グラフリストでは行を選択することができないので行の高さ...を実行

して変更します。 

 

操作 

１. 計測プロジェクト - グラフリストの幅メニューから行の高さ...を

選択すると、設定を行うダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

3-24 データファイルを表示 

機能 計測履歴、最大最小平均値、頻度履歴で選択したステップのデー

タファイルを表示します。 

 

解説 履歴から複数の計測データファイルを表示することができます。 

 

操作 

１. 計測履歴、最大最小平均値、頻度履歴で表示するデータファイ

ルのステップを選択します。 

２. 計測プロジェクトメニューからデータファイルを表示を選択しま

す。 
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3-25 データファイル名の変更... 

機能 計測履歴で選択したステップのデータファイル名を変更します。 

 

画面 

 

解説 計測履歴、頻度履歴から複数のデータファイルのファイル名を連番

で付加して変更します。 

 

操作 

１. 計測履歴、頻度履歴でファイル名を変更するデータファイルの 

ステップを選択します。 

２. 計測プロジェクトメニューからデータファイル名の変更...を選択

すると、設定を行うダイアログが表示されます。 

３. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

 

 

開始番号を 000 と設定すると、連

結数字は 000,001,002.....と設定さ

れます。 
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3-26 データファイルのテキスト変換... 

機能 計測履歴、最大最小平均値で選択したステップの計測データファイ

ルをテキスト変換します。 

 

画面 

 

解説 計測履歴、最大最小平均値から複数の計測データファイル名に記

録されているデータを様々な様式で、テキスト変換を行います。 

ファイル名は次のようになります。 

 

操作 

１. 計測履歴、最大最小平均値で、テキスト変換を行う計測データ 

ファイルのステップを選択します。 

２. 計測プロジェクトメニューからデータファイルのテキスト変換...を

選択すると、設定を行うダイアログが表示されます。 

３. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 
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設定項目 

「フォルダ選択」ボタン 

 ：保存先を指定するダイアログを表示します。 

CH/NO 数 ：変換するチャンネル数がCH/NO数より多い時にはCH/NO数

でテキストファイルは分割されます。 

ステップ数 ：計測データ数がステップ数より多い時にはステップ数でテキス

トファイルは分割されます。 

テキスト(TXT) 

 ：独自形式のタブ区切りのテキストファイルになります。 

CSV ：独自形式のカンマ(，)区切りのテキストファイルになります。 

DRA-7610 互換(CSV) 

 ：DRA-7610 でテキスト変換を行った CSV ファイルと同じ様式に

なります。このフォーマットを使用するとチャンネルの名前は変

換されません。 

DADiSP 互換(DAT) 

 ：波形解析ソフトウェアの DADiSP で読み込むことができるファイ

ルになります。一つのデータファイルに対して拡張子が .HED 

と.DAT の二つのファイルが作成されます。 

試験タイトル ：テキストデータに試験タイトルを付加します。 

名前 ：テキストデータに各チャンネルの名前を付加します。 

単位 ：テキストデータに各チャンネルで設定した単位を付加します。 

名前、単位を一行に 

 ：各チャンネルの名前と単位を一行にして付加します。 

チェックを外すと名前の下の行に単位が付加されます。 

 

市販の波形解析ソフトウェアは D

ADiSP、FlexPro で読込めることを

確認しています。 
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3-27 頻度ファイルのテキスト変換... 

機能 頻度履歴の中から頻度データファイルを指定し、指定した頻度デー

タファイルをテキストに変換することができます。 

 

画面 

 

解説 頻度履歴から複数の計測データファイル名に記録されているデータ

を様々な様式で、テキスト変換を行います。 

ファイル名はデータファイルのファイル名と同じになります。 

テキスト(TXT)、CSV 形式の場合は、頻度 NO ごとに別のファイルに

なり、ファイル名の後ろに _ と頻度 NO の番号が付加されます。 

 

操作 

１. 頻度履歴でテキスト変換を行う頻度データファイルのステップを 

選択します。 

２. 計測プロジェクトメニューから頻度ファイルのテキスト変換...を選

択すると、設定を行うダイアログが表示されます。 

３. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

「フォルダ選択」ボタン 

 ：保存先を指定するダイアログを表示します。 

テキスト(TXT) 

 ：独自形式のタブ区切りのテキストファイルになります。 

CSV ：独自形式のカンマ(，)区切りのテキストファイルになります。 

HR-7916 互換(CSV) 

 ：HR-7916 で頻度データのテキスト出力を行った CSV ファイルと

同じ様式になります。 

HR-7916 互換(CSV)に選択した場合、テキストファイルの中に

付加する項目を選択します。 

入力 CH ：頻度解析に使用した入力 CH の設定内容を付加します。 

解析方法 ：頻度 NO の設定内容を付加します。 

M/M データ ：頻度 NO の最大値、最小値を付加します。 
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3-28 試験タイトルの変更... 

機能 計測履歴、頻度履歴で選択したステップの試験タイトルを変更しま

す。 

 

画面 

 

解説 計測履歴、頻度履歴から複数の計測データファイルの試験タイトル

を変更します。 

 

操作 

１. 計測履歴、頻度履歴で試験タイトルを変更する計測データファ 

イルのステップを選択します。 

２. 計測プロジェクトメニューから試験タイトルの変更...を選択すると、

設定を行うダイアログが表示されます。 

３. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

タイトルに追加 

 ：データファイルに設定されている試験タイトルの後に設定した

文字列が追加されます。 

連結数字 

なし ：連番は付けません。 

連番 ：連続番号を付加します。 

 

 

開始番号を 000 と設定すると、連

結数字は000,001,002.....と設定され

ます。 
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3-29 計測履歴の更新... 

機能 計測データフォルダからデータファイルを検索し、履歴を更新しま

す。 

 

画面 

 

解説 通常は、計測プロジェクトを表示する時に履歴の更新を自動的に行

っています。表示後に計測データファイルを移動したり、編集したり

した場合は自動的に履歴が更新されないので、計測履歴の更新を

行ってください。 

 

操作 

１. 計測履歴または最大最小平均値、頻度履歴を表示し、計測プ 

ロジェクトメニューから計測履歴の更新...を選択すると、確認の 

ダイアログが表示されます。 

２. 「はい(Y)」ボタンをクリックします。 
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4 計測データメニュー 

概要 

 表示を切り替える 

 入力 CH の名前列に入力されている名前に連続番号を付加する 

 入力 CH の単位列に設定をするメニューが表示される 

 測定データを数値で表示する時の表示形式がメニューで表示される 

 列幅の変更を行う 

 グラフリストの列幅を変更する 

 グラフリストの行の高さを変更する 

 グラフリストにカーソルを表示する 

 グラフリスト上でマーカーの表示と編集を行う 

 計測データの経過時間の単位を設定するメニューが表示される 

 

 

4-1 切り替え 

機能 アクティブな計測データファイルの表示項目を切り替えます。 

 

解説 

入力 CH ：計測時に測定器に設定されていたデータを収録する際の条件

をチャンネルごとに表示します。 

名前と単位、フォーマットを変更できます。 

データリスト ：すべてのチャンネルを作表します。最大値、最小値、平均値も

表示します。 

グラフリスト ：すべてのチャンネルの経過図を作図します。最大値、最小値、

平均値も表示します。 

 

 
 

 
『グラフシート』 

 
『計測データ』 
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『計測データ』 

4-2 名前... 

機能 名前の文字列に連続番号を付加します。 

 

画面 

 

解説 名前の連結文字列、連続番号開始番号の変更、２軸ゲージ、３軸ゲ

ージの名前を設定する場合に有効な付加文字の設定をします。 

 

操作 

１. 入力 CH の名前列のセルを選択します。 

２. 計測データメニューから名前...を選択すると、設定を行うダイアロ

グが表示されます。 

３. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

 

連結数字 

連番 ：連続番号を付加します。 

連番 XY ：二つ区切で連続番号を付加します。 

連番 XYZ ：三つ区切で連続番号を付加します。 

 

 

開始番号を 000 と設定すると、連

結数字は000,001,002.....と設定され

ます。 
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『計測データ』 

 
『計測データ』 

4-3 単位 

機能 単位をペーストします。 

 

解説 計測データの単位はキーボードから入力することもできます。 

 

操作 

１. 入力 CH の単位列のセルを選択します。 

２. 計測データ-単位メニューから選択します。 

 

 

4-4 フォーマット 

機能 計測データ（数値・時刻）の表示形式、桁数を選択します。 

 

解説 フォーマットはデータの数値表示に影響しますが、内部的には精度

を保っています。 

フォーマットには以下の書式があります。 

0～0.0000000 

 

操作 

１. 入力 CH のフォーマット列のセルを選択します。 

２. 計測データ-フォーマットメニューから対応する書式を選択し、表

示されるメニューを選択します。 
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『計測データ』 

 
『計測データ』 

4-5 列の幅... 

機能 選択されているセルを含む列の幅を mm 単位で設定します。 

 

画面 

 

解説 計測データファイルに表示されるすべての列の幅を設定できます。 

 

操作 

１. セルを選択し、計測データメニューから列の幅...を選択すると、 

ダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

4-6 グラフ列の幅... 

機能 グラフリストでグラフが表示されている列の幅を mm 単位で設定しま

す。 

 

画面 

 

解説 グラフリストでは列を選択することができないのでグラフ列の幅...を

実行して変更します。 

 

操作 

１. 計測データ-グラフリストの幅メニューからグラフ列の幅...を選択 

すると、ダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 
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『計測データ』 

 
『計測データ』 

4-7 凡例列の幅... 

機能 グラフリストで凡例（右端）が表示されている列の幅を mm 単位で設

定します。 

 

画面 

 

解説 グラフリストでは列を選択することができないので凡例列の幅...を実

行して変更します。 

 

操作 

１. 計測データ-グラフリストの幅メニューから凡例列の幅...を選択 

すると、ダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

4-8 行の高さ... 

機能 グラフリストで行の高さを mm 単位で設定します。 

 

画面 

 

解説 グラフリストでは行を選択することができないので行の高さ...を実行

して変更します。 

 

操作 

１. 計測データ-グラフリストの幅メニューから行の高さ...を選択する

と、ダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 



グラフメニュー 

 9-58 

 
『計測データ』 

 
『計測データ』 

4-9 カーソル情報の表示 

概要 グラフリスト上で範囲選択を行う時に左端（カーソル 1）、右端(カーソ

ル 2)にある■（ハンドル）でカーソルを移動して、範囲を選択します。 

選択した範囲の経過時間と測定値を表示し、カーソル２の値からカ

ーソル１の値を引いた値も表示します。 

 

画面 

 

解説 グラフリストにカーソル情報列が追加され、範囲選択の両端部分に

相当するデータの値を表示します。 

キーボードの矢印(← →)キーでカーソル 1 を矢印（↑↓）キーでカ

ーソル 2 を移動することができます。 

 

操作 

１. グラフリストを表示し、計測データメニューからカーソル情報 

表示を選択すると、カーソル情報列が追加されます。 

２. マウスまたはキーボードの矢印（← →↑↓）キーで範囲を選択

すると値が変化します。 

３. カーソル情報を消すにはもう一度、計測データメニューからカー

ソル情報表示を選択します。 

 

4-10 マーカーの表示 

機能 グラフリスト上のマーカーを表示、非表示にします。 

 

解説 マーカーの表示にチェックが付いているとマーカーを表示し、付い

ていないとマーカーを表示しません。 

 

操作 

１. グラフリストを表示し、計測データ-マーカーメニューから 

マーカーの表示を選択します。 
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『計測データ』 

4-11 カーソル 1 に作成、カーソル 2 に作成、両方に作成 

機能 グラフリスト上にマーカーを作成します。 

 

解説 グラフリスト上で範囲選択をするカーソルの位置にマーカーを作成

します。 

 

操作 

１. グラフリスト上で範囲選択を行います。 

２. カーソル１(範囲選択の左側)にマーカーを作成する時は、計測

データ-マーカーメニューからカーソル１に作成を選択します。 

３. カーソル２(範囲選択の右側)にマーカーを作成する時は、計測

データ-マーカーメニューからカーソル２に作成を選択します。 

４. カーソル１と２(範囲選択の両側)にマーカーを作成する時は、計

測データ-マーカーメニューから両方に作成を選択します。 
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『計測データ』 

 
『計測データ』 

 
『計測データ』 

4-12 マーカーの選択 

機能 削除するマーカーを選択します。 

 

解説 不要なマーカーを削除する時はマーカーを個別に選択してから削

除を行います。 

 

操作 

１. グラフリストを表示し、計測データ-マーカーメニューから 

マーカーの選択を選択します。 

２. グラフリスト上にマウスカーソルを移動しマーカーをクリックしま

す。 

マーカーの選択中はカーソルが に変わります。 

３. マーカーの選択を中止するにはもう一度メニューからマーカー

の選択を選択します。 

 

 

4-13 マーカーの削除 

機能 マーカーを削除します。 

 

解説 選択されているマーカーの削除を行います。 

 

操作 

１. グラフリストを表示し、計測データ-マーカーメニューから 

マーカーの削除を選択します。 

 

 

 

4-14 時間単位の変更 

機能 計測データファイルの経過時間の単位を変更し、時間データを新し

い単位に合わせて変換します。 

 

解説 データの削除等を行って計測時間が短くなった場合に使用します。 

時間単位を変更するとデータリストやグラフリスト、計測データファイ

ルを参照している経過グラフの計測時間が新しい単位で表示されま

す。 

 

操作 

１. グラフリストを表示し、計測データ-時間単位メニューから選択 

します。 

２. データリストやグラフリスト、計測データファイルを参照している

経過グラフの計測時間が新しい単位で表示されます。 
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5 グラフメニュー 

概要 

 モニタグラフを表示する 

 頻度グラフを表示する 

 文字を追加する 

 データの線種や色の変更を行う 

 グリッドの線種や色の変更を行う 

 グラフ様式、スケール、軸フォントの変更を行う 

 スケールを表示しているデータに合わせる 

 軸ラベルのタイトルおよび単位の変更 

 凡例の表示 

 凡例の文字を変更 

 作図エリアの固定と解除 

 参照ファイルを変更する 

 選択したグラフのパーツの字体の変更を行う 

 選択したグラフのパーツに枠を付ける 

 選択したグラフのパーツの設定を表示する 

 選択したグラフのパーツの大きさを初期状態に戻す 

 

 
『グラフシート』 
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『計測プロジェクト』 

5-1 ラインモニタ... 

機能 モニタデータを横軸、縦軸に設定し線で作図します。 

 

画面 

 

解説 モニタ計測中に線とシンボルを使った折れ線グラフを描きます。 

 

操作 

１. 計測プロジェクトのウィンドウを選択します。 

２. グラフメニューからラインモニタ...を選択すると、設定を行うダイ

アログが表示されます。 

３. 作図データタブで X 軸と Y 軸のデータを指定し、「作成」ボタン

で作図ラインを作成します。 

４. 「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

新規ライン ：新規に作図ラインを作成する時に選択します。 

1 本目～ ：既存の作図ラインの設定を変更する時に選択します。 

「作成」ボタン ：新しい作図ラインを追加します。 

「削除」ボタン ：選択されている作図ラインを削除します。 

 

作図データ 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトが開かれている場合、作図を行う計測

プロジェクトを選択します。 

Ｘ軸リスト/Ｙ軸リスト 

 ：作図するデータを選択します。 
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『計測プロジェクト』 

5-2 経過モニタ... 

機能 横軸にモニタ計測の経過時間、縦軸にモニタデータを設定し線で

作図します。 

 

画面 

 

 

解説 モニタ計測中に線とシンボルを使った折れ線グラフを描きます。 

モニタ期間中のデータをすべて表示する作図方法と、X 軸（時間

軸）の作図範囲を固定にし、範囲を超えた場合に自動的にスクロー

ルする作図方法を選択することができます。 

 

操作 

１. 計測プロジェクトのウィンドウを選択します。 

２. グラフメニューから経過モニタ...を選択すると、設定を行うダイア

ログが表示されます。 

３. 作図データタブで Y 軸のデータを指定し、「作成」ボタンで作図

ラインを作成します。 

４. 作図方法タブで作図方法を選択します。 

５. 「OK」ボタンをクリックします。 
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設定項目 

新規ライン ：新規に作図ラインを作成する時に選択します。 

1 本目～ ：既存の作図ラインの設定を変更する時に選択します。 

「作成」ボタン：新しい作図ラインを作成します。 

「削除」ボタン：選択されている作図ラインを削除します。 

 

作図データ 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトが開かれている場合、作図を行う計測

プロジェクトを選択します。 

Ｘ軸リスト ：経過時間で固定です。 

Ｙ軸リスト ：作図するデータを選択します。 

 

作図方法 

X 軸を自動的にスクロールする 

 ：有効にすると X 軸の作図範囲を超えた場合、自動的に作図範

囲を移動し、常に最新のモニタ値が表示されるようになります。 

水平線垂直線で結ぶ 

 ：データ間を水平線と垂直線で結び、階段状に描画します。 

 

 

作図範囲につきましては、「5-11

座標軸...」(Page9-79)をお読みく

ださい。 
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『計測プロジェクト』 

5-3 縦棒モニタ... 

機能 横軸に座標、縦軸にモニタデータを設定し分布図を棒で作図しま

す。 

 

画面 

 

 

解説 モニタ計測中にモニタデータを縦棒で描画する分布図を作成しま

す。 

 

操作 

１. 計測プロジェクトのウィンドウを選択します。 

２. グラフメニューから縦棒モニタ...を選択すると、ダイアログが表示

されます。 

３. 作図データタブで X 軸と Y 軸のデータを指定します。 

４. 「OK」ボタンをクリックします。 
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設定項目 

新規ライン ：新規に作図ラインを作成する時に選択します。 

1 本目～ ：既存の作図ラインの設定を変更する時に選択します。 

「作成」ボタン ：新しい作図ラインを作成します。 

「削除」ボタン ：選択されている作図ラインを削除します。 

 

作図データ 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトが開かれている場合、作図を行う計測

プロジェクトを選択します。 

Ｘ軸リスト ：作図する Op.Data を選択します。 

Ｙ軸リスト ：作図するデータを選択します。 

 

作図方法 

作図順序 

Op.Data 順 ：Op.Data に設定した値の順番でデータのラインを結びます。 

NO 順 ：入力 CH の NO 順でデータのラインを結びます。 
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『計測プロジェクト』 

5-4 横棒モニタ... 

機能 横軸にモニタデータ、縦軸に座標を設定し分布図を棒で作図しま

す。 

 

画面 

 

 

解説 モニタ計測中にモニタデータを横棒で描画する分布図を作成しま

す。 

 

操作 

１. 計測プロジェクトのウィンドウを選択します。 

２. グラフメニューから横棒モニタ...を選択すると、設定を行うダイア

ログが表示されます。 

３. 作図データタブで X 軸と Y 軸のデータを指定します。 

４. 「OK」ボタンをクリックします。 
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設定項目 

新規ライン ：新規に作図ラインを作成する時に選択します。 

1 本目～ ：既存の作図ラインの設定を変更する時に選択します。 

「作成」ボタン ：新しい作図ラインを作成します。 

「削除」ボタン ：選択されている作図ラインを削除します。 

 

作図データ 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトが開かれている場合、作図を行う計測

プロジェクトを選択します。 

Ｘ軸リスト ：作図するデータを選択します。 

Ｙ軸リスト ：作図する Op.Data を選択します。 

作図方法 

作図順序 

Op.Data 順 ：Op.Data に設定した値の順番でデータのラインを結びます。 

NO 順 ：入力 CH の NO 順でデータのラインを結びます。 
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『計測プロジェクト』 

5-5 X 分布モニタ... 

機能 横軸に座標、縦軸にモニタデータを設定し分布図を線で作図しま

す。 

 

画面 

 

 

解説 モニタ計測中にモニタデータを線で描画する分布図を作成します。 

 

操作 

１. 計測プロジェクトのウィンドウを選択します。 

２. グラフメニューから X 分布モニタ...を選択すると、設定を行うダイ

アログが表示されます。 

３. 作図データタブで X 軸と Y 軸のデータを指定します。 

４. 作図方法タブで作図順序を設定し、「作成」ボタンで作図ライン

を作成します。 

５. 「OK」ボタンをクリックします。 
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設定項目 

新規ライン ：新規に作図ラインを作成する時に選択します。 

1 本目～ ：既存の作図ラインの設定を変更する時に選択します。 

「作成」ボタン ：新しい作図ラインを作成します。 

「削除」ボタン ：選択されている作図ラインを削除します。 

 

作図データ 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトが開かれている場合、作図を行う計測

プロジェクトを選択します。 

Ｘ軸リスト ：作図する Op.Data を選択します。 

Ｙ軸リスト ：作図するデータを選択します。 

 

作図方法 

Op.Data 順 ：Op.Data に設定した値の順番でデータのラインを結びます。 

NO 順 ：入力 CH の NO 順でデータのラインを結びます。 
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『計測プロジェクト』 

5-6 Y 分布モニタ... 

機能 横軸にモニタデータ、縦軸に座標を設定し分布図を線で作図しま

す。 

 

画面 

 

 

解説 モニタ計測中にモニタデータを線で描画する分布図を作成します。 

 

操作 

１. 計測プロジェクトのウィンドウを選択します。 

２. グラフメニューから Y 分布モニタ...を選択すると、設定を行うダイ

アログが表示されます。 

３. 作図データタブで X 軸と Y 軸のデータを指定します。 

４. 作図方法タブで作図順序を設定し、「作成」ボタンで作図ライン

を作成します。 

５. 「OK」ボタンをクリックします。 
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設定項目 

新規ライン ：新規に作図ラインを作成する時に選択します。 

1 本目～ ：既存の作図ラインの設定を変更する時に選択します。 

「作成」ボタン ：新しい作図ラインを作成します。 

「削除」ボタン ：選択されている作図ラインを削除します。 

 

作図データ 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトが開かれている場合、作図を行う計測

プロジェクトを選択します。 

Ｘ軸リスト ：作図するデータを選択します。 

Ｙ軸リスト ：作図する Op.Data を選択します。 

 

作図方法 

作図順序 

Op.Data 順 ：Op.Data に設定した値の順番でデータのラインを結びます。 

NO 順 ：入力 CH の NO 順でデータのラインを結びます。 
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『計測プロジェクト』 

『計測データ』 

5-7 頻度グラフ... 

機能 頻度データとカウントを選択し棒グラフを作図します。 

 

画面 

 

解説 頻度データの表示と頻度計測時のモニタ表示を行います。 

計測プロジェクトを参照している場合は頻度計測を開始するとモニ

タ表示します。ただし、解析方法がレベルクロッシング法(LEVEL)の

場合はモニタ表示を行いません。 

 

操作 

１. 計測プロジェクトか頻度データファイルのウィンドウを選択 

します。 

２. グラフメニューから頻度グラフ...を選択すると、設定を行うダイア

ログが表示されます。 

３. 作図する頻度データと作図モードを指定します。 

４. 「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

参照ファイル名 

 ：参照するファイル名を選択します。 

計測プロジェクトを参照すると計測中はモニタグラフ、頻度デ

ータファイルを参照するとデータグラフを作図します。 

ただし、解析方法がレベルクロッシング法（LEVEL）の場合はモ

ニタ表示を行いません。 

作図モード ：解析方法ごとに作図するカウントデータを選択します。 

リストから作図を行う頻度データを選択すると作図モードが選

択できるようになります。 

リスト ：作図する頻度データ NO を選択します。 

 

 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 
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『グラフシート』 

5-8 作図データの設定... 

機能 作図するデータやステップを変更します。 

 

画面 

 

モニタグラフ 

 

頻度グラフ 

解説 グラフシートのレイアウトを変えずに作図するデータや作図方法を変

更します。 

操作 

１. グラフシートを選択します。 

２. グラフメニューから作図データの設定...を選択すると、ダイアログ

が表示されます。 

３. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 
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[モニタグラフの場合] 

設定項目 

新規ライン ：新規に作図ラインを作成する時に選択します。 

1 本目～ ：既存の作図ラインの設定を変更する時に選択します。 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトが開かれている場合、作図を行う計測

プロジェクト、または計測データファイル名を選択します。 

 

[ラインモニタの場合] 

Ｘ軸リスト／Ｙ軸リスト 

 ：作図するデータを選択します。 

[経過モニタの場合] 

Ｘ軸リスト ：経過時間で固定です。 

Ｙ軸リスト ：作図するデータを選択します。 

[縦棒モニタ、X 分布モニタの場合] 

Ｘ軸リスト ：作図する Op.Data を選択します。 

Ｙ軸リスト ：作図するデータを選択します。 

[横棒モニタ、Y 分布モニタの場合] 

Ｘ軸リスト ：作図するデータを選択します。 

Ｙ軸リスト ：作図する Op.Data を選択します。 

 

作図方法タブをクリックし作図方法を設定します。 

 縦棒モニタ、横棒モニタ、X 分布モニタ、Y 分布モニタの場合 

 

作図順序 

Op.Data 順 ：Op.Data に設定した値の順番でデータのラインを結びます。 

NO 順 ：入力 CH の NO 順でデータのラインを結びます。 
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 経過モニタの場合 

 

X 軸を自動的にスクロールする 

 ：有効にすると X 軸の作図範囲が固定となり、作図範囲を超える

と自動的にスクロールし、常に最新のモニタ値が表示されるよう

になります。 

水平線垂直線で結ぶ 

 ：データ間を水平線と垂直線で結び、階段状に描画します。 

 

[頻度グラフの場合] 

設定項目 

参照ファイル名 

 ：複数の計測プロジェクトや頻度データファイルが開かれている 

場合、作図を行うファイル名を選択します。 

作図モード ：解析方法ごとに作図するカウントデータを選択します。 

リストから作図を行う頻度データを選択すると作図モードが選

択できるようになります。 

リスト ：作図する頻度データ NO を選択します。 
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『計測プロジェクト(グラフリスト)』 

『計測データ(グラフリスト)』 

『グラフシート』 

5-9 作図線の設定... 

機能 データを作図する線の種類や色を変更します。 

 

画面 

 

ラインモニタ、経過モニタ 

 

縦棒モニタ、X 分布モニタ、横棒モニタ、Y 分布モニタ 

解説 設定後、グラフを更新して表示します。 

 

操作 

１. グラフシートまたは計測プロジェクト、計測データファイルの 

グラフリストを選択します。 

２. グラフメニューから作図線の設定...を選択すると、設定を行うダ

イアログが表示されます。 

３. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

作図ライン ：設定する作図ラインの番号（1 本目、2 本目...）を表示します。 

変更する線を選択します。 

線種 ：線の種類を指定します。 

線の太さをなし/1ポイント/2ポイント/3ポイントから指定します。 

線の色を指定します。 

マーク ：データの各点に付けるマーカーの種類と色を指定します。棒

グラフでは使用しません。 

サイズ ：シンボルまたはバーの大きさを 2～10（中心からのドット数）の

間で指定します。 

表示間隔 ：指定したステップおきにシンボルを表示します。 

塗りパターン ：棒グラフの塗りパターンと色を指定します。 

 

経過モニタの自動スクロールに

つきましては、「第６章1-2経過

モニタグラフの作図」(Page6-3)

をお読みください。 
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『計測プロジェクト(グラフリスト)』 

『計測データ(グラフリスト)』 

『グラフシート』 

5-10 グリッドの設定... 

機能 グリッドの種類や色を変更します。 

 

画面 

 

解説 設定後グラフを更新して表示します。 

 

操作 

１. グラフシートまたは計測プロジェクト、計測データファイルのグラ 

フリストを選択します。 

２. グラフメニューからグリッドの設定...を選択すると、設定を行うダ

イアログが表示されます。 

３. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

フレーム ：外枠の線の色と太さを指定します。 

グリッド 

主目盛り ：X,Y 軸それぞれの主目盛の色と太さを指定します。 

補助目盛 ：X,Y 軸それぞれの補助目盛の色と太さを指定します。 

チックマーク 

ライン ：X,Y 軸それぞれの目盛の色と太さを指定します。 

位置 ：X,Y 軸それぞれの目盛の表示位置を指定します。 

 

線の太さはなし/1 ポイント/2 ポイント/3 ポイントから選択します。 
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『計測プロジェクト(グラフリスト)』 

『計測データ(グラフリスト)』 

『グラフシート』 

5-11 座標軸... 

機能 グラフのスケールやグリッド間隔、自動スケール設定、グラフ様式な

どを設定します。 

解説 自動スケールをチェックしておくとスケールオーバーすると自動的に

スケールを更新します。 

操作 

１. グラフシートまたは計測プロジェクトや計測データファイルの 

グラフリストを選択します。 

２. グラフメニューから座標軸...を選択すると、設定を行うダイアログ

が表示されます。 

３. 設定後「設定」ボタンをクリックします。 

 

［ラインモニタ、経過モニタ、頻度グラフ］ 

画面 

 

 

経過モニタで自動スクロールを有効にしている場合 
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設定項目 

グラフ様式 

X-Y ：X-Y の相関図を描きます。 

Log-Log ：両対数の XY グラフを描きます。 

LogX-Y ：X 軸を対数とした片対数グラフを描きます。 

X-LogY ：Y 軸を対数とした片対数グラフを描きます。 

自動スケール 

 ：計測中に計測データが設定されたグラフスケールを超えた場

合、計測データに合わせて自動的にグラフスケールを更新しま

す。 

左端値/右端値 

 ：自動スケールでない時のＸ軸のスケールを設定します。 

下端値/上端値 

 ：自動スケールでない時のＹ軸のスケールを設定します。 

目盛間隔 ：自動スケールでない時の主目盛の間隔を設定します。 

補助目盛間隔 

 ：自動スケールでない時の補助目盛の分割数を設定します。 

対数グラフでの目盛間隔・補助目盛間隔は、自動設定となりま

す。 

 

 経過モニタで自動スクロールを有効にしている場合 

X-Y ：X-Y の相関図を描きます。 

X-LogY ：Y 軸を対数とした片対数グラフを描きます。 

作図範囲 ：X 軸の表示範囲を設定します。モニタの経過時間が表示範囲

を超えると自動的にモニタの表示時間を調整します。 

 

下端値/上端値 

 ：自動スケールでない時のＹ軸のスケールを設定します。 

目盛間隔 ：自動スケールでない時の主目盛の間隔を設定します。 

補助目盛間隔 

 ：自動スケールでない時の補助目盛の分割数を設定します。 

対数グラフでの目盛間隔・補助目盛間隔は、自動設定となりま

す。 

 

目盛表示 

非表示 ：スケールを表示しません。 

Fixed ：数値で表示します。 

Float ：指数で表示します。 

「X 軸フォント」ボタン 

 ：X 軸スケールのフォント設定をします。 

「Y 軸フォント」ボタン 

 ：Y 軸スケールのフォント設定をします。 
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［縦棒モニタ、横棒モニタ、X 分布モニタ、Y 分布モニタ］ 

 

画面 

 

設定項目 

グラフ様式 

分布図 ：Op.Data を指定して、棒グラフおよび分布図を描きます。 

自動スケール 

 ：計測中に計測データが設定されたグラフスケールを超えた場

合、計測データに合わせて自動的にグラフスケールを更新しま

す。 

左端値/右端値 

 ：自動スケールでない時のＸ軸のスケールを設定します。 

下端値/上端値 

 ：自動スケールでない時のＹ軸のスケールを設定します。 

目盛間隔 ：自動スケールでない時の主目盛の間隔を設定します。 

補助目盛間隔 

 ：自動スケールでない時の補助目盛の分割数を設定します。 

目盛表示 

非表示 ：スケールを表示しません。 

Fixed ：数値で表示します。 

Float ：指数で表示します。 

「X 軸フォント」ボタン 

 ：X 軸スケールのフォント設定をします。 

「Y 軸フォント」ボタン 

 ：Y 軸スケールのフォント設定をします。 
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［グラフリスト］ 

画面 

 

X軸の座標軸を変更する場合には X軸のタブを、Y軸の座標軸を変更する場

合には Y 軸のタブを、それぞれクリックします。 

スケールおよび目盛間隔は、チャンネルごとに設定できます。 

 

設定項目 

自動スケール 

 ：自動スケールの ON/OFF を設定します。 

左端値 ：自動スケールでない時のグラフの左端の値を設定します。 

右端値 ：自動スケールでない時のグラフの右端の値を設定します。 

上端値 ：自動スケールでない時のグラフの上端の値を設定します。 

下端値 ：自動スケールでない時のグラフの下端の値を設定します。 

目盛間隔 ：自動スケールでない時のグラフの目盛の間隔を設定します。 

目盛間隔分割数 

 ：自動スケールでない時のグラフの目盛の分割数を設定しま

す。 

目盛表示 

非表示 ：スケールを表示しません。 

Fixed ：数値で表示します。 

Float ：指数で表示します。 

「フォント...」ボタン 

 ：表示している軸のフォントを指定します。 
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『グラフシート』 

 
『計測プロジェクト(グラフリスト)』 

『計測データ(グラフリスト)』 

『グラフシート』 

5-12 座標軸のリセット 

機能 座標軸を表示しているデータに合わせます。 

 

解説 自動スケールは表示データがスケールを超えるとスケールを更新し

ますが、別の計測データを表示した時にデータの値が小さくてもス

ケールの更新を行いません。座標軸のリセットを行うと、表示してい

るデータに合わせて座標軸を更新し、再描画します。 

 

 

5-13 ラベルの設定... 

機能 座標軸ラベルのタイトルおよび単位の変更を行います。 

 

画面 

 

グラフシート 

 

グラフリスト 

解説 単位では、右クリックで上付き、標準のメニューが表示されます。 

グラフリストでは凡例列のフォントを設定できます。 

操作 

１. グラフシートまたは計測プロジェクト、計測データファイルの 

グラフリストを選択します。 

２. グラフメニューからラベルの設定...を選択すると、設定を行うダイ

アログが表示されます。 

３. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 
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設定項目 

X 軸 

自動ラベル ：X 軸ラベルと単位を自動で設定します。 

ラベル ：X 軸ラベルを設定します。 

単位 ：X 軸ラベルの単位を設定します。 

Y 軸 

自動ラベル ：Y 軸ラベルと単位を自動で設定します。 

ラベル ：Y 軸ラベルを設定します。 

単位 ：Y 軸ラベルの単位を設定します。 

「X 軸フォント」ボタン 

 ：X 軸ラベルと単位のフォント設定をします。 

「Y 軸フォント」ボタン 

 ：Y 軸ラベルと単位のフォント設定をします。 

グラフリストの場合 

「凡例フォント」ボタン 

 ：凡例列のフォント設定をします。 
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『グラフシート』 

 
『グラフシート』 

5-14 凡例の追加 

機能 グラフに凡例を表示します。 

 

解説 グラフシートから凡例を消去すると選択できるようになります。 

 

 

5-15 凡例の設定... 

機能 凡例名を設定します。 

 

画面 

 

解説 凡例名を作図ラインごとに変更できます。 

 

操作 

１. グラフシートを選択します。 

２. グラフメニューから凡例の設定...を選択すると、設定を行うダイア

ログが表示されます。 

３. 自動設定をクリックしチェックを外します。 

４. 変更する凡例名をクリックします。 

５. 凡例名を入力します。 

６. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

自動設定 ：表示しているデータの名前から凡例名を設定します。 

「初期状態」ボタン 

 ：選択している凡例名を初期状態に戻します。 

90°回転 ：凡例全体を左に 90°回転して表示します。 

 



グラフメニュー 

 9-86 

 
『グラフシート』 

5-16 作図エリアロック 

機能 選択されたグラフシートのウィンドウサイズを作図エリアとして固定し

ます。 

 

画面 

 

作図エリアロック状態 

 

作図エリアのロックがフリー状態 

解説 作図エリアをロックにした場合、選択時のウィンドウサイズに作図エリ

アが固定されるので、ウィンドウサイズを変えてもグラフのサイズは変

わりません。 

そのため、グラフシートを印刷する時にウィンドウサイズを変更しても

パーツの位置がずれずに印刷することができます。 

また、ロック状態のグラフシートを選択した場合はメニュー表示の作

図エリアロックにチェックが付きます。チェックを外すと、作図エリア

サイズにウィンドウサイズが戻り、グラフはウィンドウサイズと同期しま

す。 

作図エリアのロックをフリーにした場合、グラフの標準ではウィンドウ

サイズを変えるとグラフのサイズも変わります。 

そのため、モニタリングなどによりモニタ全体に複数のグラフを表示

する時に有効に使用することができます。 

 

作図エリアロックされたグラフシートは、ウィンドウサイズそのままの大きさで印
刷されます。ウィンドウサイズが用紙サイズより大きい場合は、印刷オプション
の設定によって変わります。 
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『グラフシート』 

5-17 参照ファイルの変更... 

機能 グラフシートで参照している計測プロジェクトを変更します。 

 

画面 

 

解説 同じ内容の試験を行う場合に、前の試験で使用したグラフシートの

参照ファイルを変更することで次の試験に使用することができます。 

 

操作 

１. 変更するグラフシートを選択します。 

２. 参照する計測プロジェクトまたは計測データファイルを開きま

す。 

３. グラフメニューから参照ファイルの変更...を選択すると、設定を

行うダイアログが表示されます。 

４. 設定後「変更」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

参照ファイル名 

 ：選択しているグラフシート上に複数の計測プロジェクトを使用し

ている場合、変更する計測プロジェクトを選択します。 

更新ファイル名 

 ：開かれている計測プロジェクトから、参照ファイルに更新する計

測プロジェクトを選択します。 

凡例名を変更したファイルの名前に書き換える 

 ：選択したグラフシートに設定された名前で凡例名を表示しま

す。 

「変更」ボタン 

 ：グラフ名を表示しているグラフシートに対して参照ファイルを変

更します。 

「全て変更」ボタン 

 ：開かれている全てのグラフシートに対して参照ファイルを変更

します。 
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『グラフシート』 

5-18 フォント... 

機能 グラフシート内の選択されたタイトル、凡例などの各パーツに対して

フォント、サイズ、スタイル、色の設定をします。 

 

画面 

 

操作 

１. タイトル、凡例の各パーツをクリックして選択します。 

２. グラフメニューからフォント...を選択すると、設定を行うダイアログ

が表示されます。 

３. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

フォント名 ：リストから変更するフォントを選択します。 

スタイル ：リストから文字のスタイルを選択します。 

サイズ ：リストから文字の大きさを選択します。 

取り消し線 ：文字列の縦方向の中心に線を引きます。 

下線 ：文字列の下に線を引きます。 

色 ：文字の色を選択します。 
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『グラフシート』 

5-19 線と色... 

機能 グラフシート内の選択されたグラフ、タイトル、凡例などの各パーツ

に対して枠線の設定をします 

 

画面 

 

 

操作 

１. パーツをクリックして選択します。 

２. グラフメニューから線と色...を選択すると、設定を行うダイアログ

が表示されます。 

３. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

左 ：パーツの左側にラインを引きます。 

右 ：パーツの右側にラインを引きます。 

上 ：パーツの上部にラインを引きます。 

下 ：パーツの下部にラインを引きます。 

太さ ：枠線の太さを指定します。 

色 ：枠線の色を 1～10 の範囲で選択します。 

透明 ：背景色を無効にし、パーツの下が見えるようにします。 

グラフのみ選択可能です。 

背景色 ：パーツ内部の色を指定します。 

陰影 ：パーツの枠に影を付けます。 
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『グラフシート』 

 
『グラフシート』 

5-20 プロパティ...  Alt+Enter 

機能 パーツの設定を表示します。 

 

解説 選択されているパーツの設定を変更するダイアログが表示され 

ます。表示されるダイアログはパーツごとに異なります。 

パーツをダブルクリックするのと同じです。 

 

グラフ ：作図データの設定...を選択した時のダイアログが表示されます。 

凡例 ：凡例の設定...を選択した時のダイアログが表示されます。 

 

操作 

１. パーツをクリックして選択します。 

２. グラフメニューからプロパティ...を選択すると、設定を行うダイア

ログが表示されます。 

 

 

5-21 サイズのリセット 

機能 グラフと凡例以外のパーツの大きさを初期状態にします。 

 

解説 パーツをクリックすると表示されるマークをドラッグしてパーツの大き

さを変更できますがサイズのリセットで初期状態の大きさに戻せま

す。 

 

操作 

１. パーツをクリックして選択します。 

２. グラフメニューからサイズのリセットを選択します。 
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6 計測メニュー 

概要 

・計測パネルを表示 

 計測プロジェクトの表示 

 バランスを行う 

 電圧出力の制御を行う 

 モニタ設定を行う 

 記録データの設定を行う 

 モニタ計測を行う 

 モニタのピークリセットを行う 

 マニュアル計測を行う 

 データトリガ計測を行う 

 プログラム計測を行う 

 測定器のメモリカードからデータを読み込む 

 測定器のメモリカードからデータを削除する 

 測定器のファームウェアをバージョンアップする 
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『計測プロジェクト』 

 
『計測プロジェクト』 

6-1 計測パネル表示... 

機能 計測やデータのモニタを行うための計測パネルを表示します。 

 

画面 

 

解説 測定器と計測プロジェクトの設定内容を一致させ計測を行えるように

します。 

 

操作 

１. 計測に使用する計測プロジェクトを選択します。 

２. 計測メニューから計測パネル表示...を選択すると、選択を行うダ

イアログが表示されます。 

３. 選択後「OK」ボタンをクリックします。 

 

選択項目 

測定器へ設定を送信します 

 ：計測プロジェクトの設定内容を測定器へ反映させます。 

SET に設定されているチャンネルの設定を受信します 

 ：測定器に設定されているチャンネル条件やA/D設定を計測プ

ロジェクトへ読み込みます。 

 

 

6-2 計測プロジェクト表示 

機能 計測パネルを表示している計測プロジェクトをアクティブにします。 

 

操作 

１. 計測パネルを表示します。 

２. 計測メニューの計測プロジェクト表示メニューを選択すると対応

する計測プロジェクトがアクティブになります。 

計測パネル表示につきまして

は、「第５章１計測をパネル表示

する」(Page5-1)をお読みくださ

い。 
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6-3 バランス... 

機能 計測を開始する前に、センサのゼロ調整を行います。 

 

画面 

 

解説 初期化を行うチャンネルを選択します。 

TMR-231 ユニットのチャンネルはバランスを行うと、参照している計

測プロジェクトの入力 CH のシフトに現在の値を記録します。 

 

操作 

１. 計測メニューからバランス...を選択すると、ダイアログが表示さ 

ます。 

２. 設定を確認し「実行」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

バランス範囲を超えたひずみのチャンネルは入力 CH のシフトに現在の値を

記録する 

 ：測定器のバランス範囲を超えたひずみのチャンネルは値が０

になりません。この項目を有効にすると参照している計測プロ

ジェクトの入力 CH のシフトに現在の値を記録し、演算で０にし

ます。 

左リスト ：バランス可能なチャンネルのリストを表示します。 

CH 設定でバランスを無効に設定したチャンネルは表示されま

せん。 

右リスト ：バランスを行うチャンネルのリストを表示します。 

「登録＞＞」ボタン 

 ：左のリストから選択したチャンネルを右のリストに登録します。 

「全て登録」ボタン 

 ：左のリストのチャンネルを右のリストに全て登録します。 

「削除」ボタン 

 ：右のリストで選択したチャンネルをリストから削除します。 

「全て削除」ボタン 

 ：右のリストに登録されたチャンネルを全て削除します。 
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6-4 キャル出力... 

機能 測定器の電圧出力端子から、校正値（キャリブレーション）を出力し

ます。 

 

画面 

 

解説 計測プロジェクトの出力 CH で設定した校正値を測定器のアナログ

端子から出力します。 

 

操作 

１. 計測メニューのキャル出力...を選択すると、「キャルの出力」の 

ダイアログが表示されます。 

２. ボタンをクリックして校正値を出力します。 

 

設定項目 

「＋キャル」ボタン 

 ：正の校正値（キャリブレーション）を出力します。 

「0 キャル」ボタン 

 ：0mV の校正値（キャリブレーション）を出力します。 

「－キャル」ボタン 

 ：負の校正値（キャリブレーション）を出力します。 

「閉じる」ボタン 

 ：「キャルの出力」のダイアログを閉じます。 

 

出力中には出力ボタンが赤で表示されます。 

 

キャルを出力したままダイアログを閉じることはできないので、赤く表示されて

いるボタンをクリックしてから閉じてください。 

校正値の設定は「第４章７－４校

正値（キャリブレーション）を設定

する（Page4-20）をお読みくださ

い。 
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6-5 モニタ設定... 

機能 モニタ計測の設定をします。 

 

画面 

 

解説 計測パネルで表示するモニタデータの選択と表示方法を設定しま

す。 

 

操作 

１. 計測メニューのモニタ設定...を選択するか計測パネル上の「モニ 

タ設定」ボタンをクリックするとダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

 計測パネルのモニタデータを設定する 

左リスト ：モニタ計測が可能なチャンネルのリストを表示します。 

右リスト ：モニタ計測するチャンネルのリストを表示します。 

「登録＞＞」ボタン 

 ：左のリストから選択したチャンネルを右のリストに登録します。 

「挿入＞＞」ボタン 

 ：挿入する箇所を選択し、右のリストに登録されたチャンネルの

間に左のリストから選択したチャンネルを挿入します。 

「削除」ボタン 

 ：右のリストで選択したチャンネルをリストから削除します。 

「全て削除」ボタン 

 ：右のリストに登録されたチャンネルを全て削除します。 
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 モニタの表示位置を設定する 

計測パネル内 

 ：計測パネル内にモニタ値を表示します。 

表示なし ：モニタ値を表示しません。計測パネルのサイズが小さくなりま

す。 

モニタパネル表示 

 ：計測パネルとは別のモニタパネルでモニタ値を表示します。 

 

 モニタ表示の色を設定する 

字の色 ：モニタ値の色を指定します。 

背景の色 ：モニタの背景色を指定します。 

字の大きさ ：モニタパネルでモニタ表示を行っている時の字の大きさを指定

します。 

 

 ピークデータを設定する 

表示する ：最大/最小のピークデータを表示します。 

自動リセット ：設定した時間間隔でピークデータをリセットします。 

計測開始時リセット 

 ：計測開始時にピークデータをリセットします。 

 

   



第 9 章 メニュー概要 

 

 

 9-97 

 

6-6 記録データの設定... 

機能 計測時にメモリカードに記録するデータを選択します。 

 

画面 

 

解説 計測時にメモリカードに記録するデータを波形＋頻度データ、波形

データ、頻度データの中から選択します。 

計測プロジェクトの設定で、頻度NOの入力CHが一つも設定されて

いない場合やサンプルクロックの制限などで頻度解析を行えない場

合には、波形データしか記録することができません。 

 

操作 

１. 計測メニューから記録データ設置...を選択すると、ダイアログが 

表示されます。 

２. 選択後「OK」ボタンをクリックします。 

 

選択項目 

波形＋頻度データ 

 ：波形と頻度のデータを同時に記録します。 

波形データのみ 

 ：波形データのみを記録します。 

頻度データのみ 

 ：頻度データのみを記録します。 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 
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6-7 モニタリング 

機能 モニタ計測を開始します。 

 

操作 

１. 計測メニューのモニタリングを選択するか計測パネル上の「モニ 

タリング」ボタンをクリックします。 

 

6-8 ピークリセット 

機能 モニタデータの最大ピーク、最小ピークを現在値でリセットします。 

 

操作 

１. 計測メニューのピークリセットを選択するか計測パネル上の 

「P.R」ボタンをクリックします。 

 

6-9 計測開始  F１ 

機能 任意のタイミングで計測を一回行い、計測データを保存します。 

 

画面 

 

解説 任意のタイミングで計測を一回行います。 

計測パネルの「計測開始」ボタンは｢計測停止｣ボタンに変わります。

計測中にクリックすると計測を中断します。 

 

操作 

１. 計測パネルを表示します。 

２. 計測メニューの計測開始（F1)を選択するか計測パネルの「計測

開始」ボタンをクリックします。 
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6-10 フリーラン... 

機能 測定器のフリーラン計測機能により計測を行います。 

 

画面 

 

解説 計測を繰り返し行います。 

「計測停止」ボタンを押すか、メモリカードの容量がいっぱいになるま

で繰り返し計測を行います。 

高速モードではフリーラン計測を行うことができません。 

 

操作 

１. 計測パネルを表示します。 

２. 計測-自動計測メニューからフリーラン...を選択すると、開始方

法を選択するダイアログを表示します。 

３. 「開始」ボタンまたは「待機」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

「開始」ボタンをクリックすると、フリーラン計測を開始します。 

「待機」ボタンをクリックすると、測定器はフリーランモードになりますが計測

は開始しません。計測の開始は計測パネルの「計測開始」ボタンをクリック

します。 

 

フリーラン計測につきましては

「第５章 ７フリーラン計測」(Pag

e5-10)をお読みください。 
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6-11 データトリガ... 

機能 測定器のデータトリガ機能により計測を行います。 

 

画面 

 

解説 計測プロジェクトのデータトリガ計測で設定したチャンネルのトリガレ

ベル、トリガモードに従って測定器が入力信号を判定し自動計測を

行います。 

データトリガ計測の記録方法を、計測を開始する前に設定します。 

 

操作 

１. 計測パネルを表示します。 

２. 計測-自動計測メニューからデータトリガ...を選択すると、設定を

行うダイアログを表示します。 

３. 「１回」か「連続」のボタンをクリックします。 

 

設定項目 

「連続」ボタンをクリックすると、データトリガ計測終了後に続けてデータトリ

ガ計測を繰り返し実行します。 

 

6-12 プログラム計測 

機能 測定器のプログラム計測機能により計測を行います。 

 

解説 計測プロジェクトのプログラム計測で設定した計測開始日時、計測

時間に従って自動計測を行います。プログラム計測の記録方法を、

計測を開始する前に設定します。 

 

操作 

１. 計測パネルを表示します。 

２. 計測-自動計測メニューからプログラム計測を選択するとプログ

ラム計測を実行します。 

 

 

プログラム計測につきまして

は「第５章 ９プログラム計

測」(Page5-15)をお読みくだ

さい。 

データトリガ計測につきまして

は「第 5 章 8 データトリガ計

測」(Page5-11)を参照してくだ

さい。 



第 9 章 メニュー概要 

 

 

 9-101 

 

6-13 メモリカードの読込... 

機能 測定器のメモリカードに記録されている波形データまたは頻度デー

タをパソコンへ保存します。 

 

画面 

 

解説 オフラインの計測を行いメモリカードに記録されたデータを読み込

むことができます。 

波形データと頻度データを同時に読み込むことができます。 

 

操作 

１. 計測パネルを表示します。 

２. 計測メニューのメモリデータの読込...を選択すると、ダイアログを

表示します。 

３. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

波形データ/頻度データ/音声 

 ：表示するデータファイルの種類を選択します。 

ファイルの係数、単位、フォーマットを使用する 

 ：波形データを読み込む際に、係数、単位、フォーマットの情報

を計測データに反映します。 

無効の場合には、計測プロジェクトの設定を使用します。 

左リスト ：メモリカードに記録されている計測データの情報を表示しま

す。 

右リスト ：読み込む計測データを表示します。 

「登録」ボタン ：左のリストから選択した計測データを右のリストに登録します。 

「削除」ボタン ：右のリストで選択した計測データをリストから削除します。 



計測メニュー 

 9-102 

 

6-14 メモリカード選択削除... 

機能 測定器のメモリカードに記録されている波形データまたは頻度デー

タを選択して削除することができます。 

 

画面 

 

解説 メモリカードの残り容量が少なくなった場合に、データファイルを削

除して残り容量を増やします。 

 

操作 

１. 計測パネルを表示します。 

２. 計測メニューのメモリデータ選択削除...を選択すると、ダイアログ

が表示されます。 

３. 設定後、「実行」ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

波形データ/頻度データ/音声 

 ：表示するデータファイルの種類を選択します。 

削除 ：「する」を選択したファイルは削除対象となります。 

 

「実行」ボタン：選択されたファイルをメモリカードから削除します。 
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『計測プロジェクト』 

6-15 測定器バージョンアップ... 

機能 測定器のバージョンアップを行います。 

 

画面 

 

解説 バージョンアップ用ファームウェアをメモリカードにコピーして、測定

器のバージョンアップを行います。 

 

操作 

１. メモリカードにバージョンアップ用ファームウェアをコピー 

します。 

２. 測定器にメモリカードを挿入します。 

３. LAN または USB でコンピュータと接続し電源をいれます。 

４. 本ソフトウェアを起動し、計測プロジェクトの測定器設定でインタ

ーフェースの設定をします。 

５. 計測メニューより測定器バージョンアップ...を選択するとバージョ

ンアップを行うためのダイアログが表示されます。 

６. ダイアログの｢確認｣ボタンをクリックすると、メモリカードに記録さ

れているファームウェアのファイル名を表示します。 

７. ファイル名を確認し｢開始｣ボタンをクリックします。 

８. バージョンアップが正常に終了すると、ダイアログが表示される

ので｢OK｣ボタンをクリックしてください。 

９. 測定器の電源を入れなおしてください。 
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7 ウィンドウメニュー 

概要 

 一つの計測プロジェクトや計測データを複数のウィンドウで表示する 

 ウィンドウを重ねて並べ直す 

 ウィンドウを上下に並べ直す 

 ウィンドウを左右に並べ直す 

 アイコン化しているウィンドウを並べ直す 

 開いている計測プロジェクト、計測データ、グラフシートの名前を表示する 

 ツールバーの表示/非表示 

 ステータスバーの表示/非表示 

 トリガステータスバーの表示/非表示 

 

 

7-1 新しいウィンドウを開く 

機能 新しいウィンドウで計測プロジェクトまたは計測データファイルを表示

します。 

 

画面 

 

解説 一つの計測プロジェクトで異なる表示を行うことができます。 

 

操作 

１. 複数のウィンドウで表示したいウィンドウを選択します。 

２. ウィンドウメニューから新しいウィンドウを開くを選択すると、もう

一つウィンドウが表示されます 

 

 

 
『計測プロジェクト』 
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7-2 重ねて表示 

機能 計測プロジェクトや計測データファイル、グラフシートを複数開いて

いる時に、ウィンドウを重ねて並べ直します。 

 

画面 

 

解説 本ソフトウェアで開かれているすべてのウィンドウを積み重ねていき

ます。 

ソフトウェアのウィンドウから外れたウィンドウを呼び出せます。 

 

7-3 上下に並べて表示 

機能 計測プロジェクトや計測データファイル、グラフシートを複数開いて

いる時に、ウィンドウを上下に並べ直します。 

 

画面 

 

解説 本ソフトウェアで開かれているすべてのウィンドウをウィンドウサイズ

が横長になるように整列します。ソフトウェアのウィンドウから外れた

ウィンドウを呼び出せます。 
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7-4 左右に並べて表示 

機能 計測プロジェクトや計測データファイル、グラフシートを複数開いて

いる時に、ウィンドウを左右に並べ直します。 

 

画面 

 

解説 本ソフトウェアで開かれているすべてのウィンドウをウィンドウサイズ

が縦長になるように整列します。ソフトウェアのウィンドウから外れた

ウィンドウを呼び出せます。 

 

7-5 アイコンの整列 

機能 アイコン化されているウィンドウを並べ直します。 

 

画面 

 

解説 本ソフトウェアで開かれているすべてのウィンドウでアイコン化されて

いるウィンドウを整列します。ソフトウェアのウィンドウから外れたウィ

ンドウを呼び出せます。 
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7-6 ウィンドウ選択 

機能 開いている計測プロジェクトや計測データファイル、グラフシートの

名前がリスト表示されます。 

 

解説 現在選択されているウィンドウには名前の前にチェックマークが表示

されています。 

名前を選択してウィンドウの切り替えが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 ヘルプメニュー 

概要 

 本ソフトウェアのバージョンを表示 

 

8-1 バージョン情報 TMR-7200... 

機能 本ソフトウェアのバージョンを表示します。 

 

画面 

 

操作 

１. ヘルプメニューからバージョン情報 TMR-7200(A)...を選択する 

と、ダイアログが表示されます。 

２. 確認後「OK」ボタンをクリックします。 
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『頻度データ』 

9 頻度データメニュー 

概要 

 表示を切り替える 

 頻度データのフルスケール、最大値・最小値の表示桁数を変更する 

 列幅の変更を行う 

 

 

9-1 切り替え 

機能 アクティブな頻度データファイルの表示項目を切り替えます。 

 

解説 

入力 CH ：頻度計測時に測定器に設定されていたデータを収録する際の

条件を頻度 NO ごとに表示します。 

頻度データのフルスケール、最大値・最小値の表示桁数を変

更できます。 

 

頻度データ ：頻度計測を行った時の各頻度 NO の設定条件と頻度データを

表示します。 

各頻度データの最大値、最小値も表示します。 

 

9-2 フォーマット 

機能 頻度データの最大値・最小値の表示桁数を変更します。 

 

解説 フォーマットはデータの数値表示に影響しますが、内部的には精度

を保っています。 

フォーマットには以下の書式があります。 

0～0.0000000 

 

操作 

１. 入力 CH のフォーマット列のセルを選択します。 

２. 頻度データ-フォーマットメニューから表示される書式を選択しま

す。 

 

本ソフトウェアを使用して頻度処理

を行うためには、測定器本体に頻

度処理を行うための機能（オプショ

ン）が搭載されている必要がありま

す。 

 
 

 
『頻度データ』 



第 9 章 メニュー概要 

 

 

 9-109 

9-3 列の幅... 

機能 選択されているセルを含む列の幅を mm 単位で指定します。 

 

画面 

 

解説 入力CH、頻度データの設定条件、頻度データそれぞれに表示され

るすべての列の幅を設定できます。 

 

操作 

１. セルを選択し、頻度データメニューから列の幅...を選択すると、 

設定を行うダイアログが表示されます。 

２. 設定後「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

 
『頻度データ』 
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この章では、CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）特有の設定や使用方法つい

て解説します。 

 

1 CAN 音声 GPS ユニットの選択 

計測プロジェクトの「測定器設定...」ボタンをクリックします。 

  

CAN 音声 GPS ユニット（TMR-251）を接続しているユニットポートのユニットか

ら CAN 音声 GPS ユニットを選択し「OK」ボタンをクリックします。 

 

計測プロジェクトに表示されているボタンに CAN 音声 GPS が追加されます。 

 

「CAN 音声 GPS」ボタンから CAN 音声 GPS ユニット特有の設定画面を表示し

ます。 

 

測定器設定の詳細は「第４章 

２測定器設定（Page4-2)をお読

みください。 

 



 

 10-2 

2 データの記録タイミングについて 

CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）では、サンプルクロックの設定内容が以下

のように反映されます。 

 

CAN データ 

データ受信はサンプルクロック設定と同じ周期でデータを記録します。 

データ送信はサンプルクロック設定と同じ周期でデータを出力します。 

例えばサンプルクロックを 1 ミリ秒に設定した場合、受信データは 1 ミリ秒間

隔で記録し、出力データは 1 ミリ秒間隔で出力します。ただし、出力データ

にリモートフレームを設定した場合、出力に関してのサンプルクロック設定

は無効になります。 

GPS データ 

サンプルクロック設定と同じ周期でデータを記録します。 

音声データ 

サンプルクロック設定は無視されます。 

 

CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）のサンプルクロックは 1 ミリ秒が最短です。

それ以下の設定も可能ですが CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）のデータの

更新間隔は 1 ミリ秒になります。 

 

 

3 データの記録について 

CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）のデータ記録方法は TMR-211 にリアルタ

イムに記録する方法と CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）の内蔵メモリに記録

する方法の 2 種類があります。 

 

TMR-211 に記録する 

TMR-211 のメモリカードに CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）で受信した

CAN データ、GPS データの中から選択した測定データを記録します。記録

容量はメモリカードに依存するため長時間の記録が可能です。ただし、同

時に記録できるデータ数（項目数）に制限があります。 

TMR-251 に記録する 

CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）の内蔵メモリにデータを記録します。内

蔵メモリは 6MB あり、CAN 音声 GPS に割り振ることが可能です。ただし、高

速にデータを保存する場合や長時間データを記録する場合は適していま

せん。この内蔵メモリは補助的に使用します。 
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4 CAN 音声 GPS ユニットの設定 

CAN 音声 GPS ユニットの設定は入力 CH 画面と CAN 音声 GPS 画面で行い

ます。 

 

入力 CH の設定では名前以外の設定はできません。 

 

4-1 基本設定画面の表示 

CAN 音声 GPS ユニットの設定を行うには「CAN 音声 GPS」ボタンから基本設

定を選択します。 

 

基本設定の画面が表示されます。 

 

 

 

入力CHの詳細は「第4章 ６入力

CH」（Page4-9)をお読みください。 
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4-2 GPS データ測定の設定 

基本設定画面で GPS データに関する設定をします。 

 

○メモリ配分 

 

GPS データの測定に使用するメモリ領域数を入力します。CAN、音声と合

わせて 6000000Byte 以下となるようにしてください。 

例えば CAN と音声を記録しない場合、GPS を 6000000Byte、他を 0Byte と

設定することも可能です。 

CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）の内蔵メモリを使用しない場合はすべて

0Byte に設定してください。内蔵メモリを使用する場合、計測開始と同時に

内蔵メモリにGPS受信データが記録されます。記録する間隔は「測位間隔」

にて設定します。 

 

内蔵メモリに記録されるデータは以下の通りです。 

ヘッダ 経度 緯度 時刻 標高 速度 方位 

4Byte 4Byte 4Byte 6Byte 2Byte 2Byte 2Byte 

 

測位間隔を 1 秒に設定した場合の記録時間は以下のようになります。 

GPS メモリ  記録時間 

1000000 1000000Byte÷24Byte ＝ 41666 秒 

2000000 2000000Byte÷24Byte ＝ 83333 秒 

6000000 6000000Byte÷24Byte ＝ 250000 秒 
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○GPS 

 

GPS 受信機 ：GPS データの受信に使用する受信機を選択します。GPS を使

用しない場合は使用しないを選択します。 

測位間隔 ：GPSデータの受信を行う間隔を選択します。GPSデータを受信

できる間隔は GPS 受信機によって異なります。TMR-251-1 は

最速で 0.05 秒、TMR-251-2 は最速で 0.25 秒です。測位間隔

を早くするとより詳細なデータを取ることが可能ですが反面、記

録できる総時間が少なくなります。 

 TMR-211 に記録する場合は GPS データの更新間隔となります。また、CAN
音声 GPS ユニット(TMR-251）の内蔵メモリに記録する場合は GPS データのサ
ンプル間隔の設定になります。 

 

補正、距離測定を行う 

 ：TMR-211 に記録する場合のみ有効な設定です。機能を有効

にすることで以下の動作をします。 

1. 内蔵加速度計を使用し測位した緯度、経度データを補間します。測位間

隔間のデータを 100Hz で補間します。この機能によりカーブのデータが滑

らかに実際の走行データに近づきます。 

2. GPS 受信機で測定した速度データを内蔵加速度計のデータを使用して補

間します。 

3. 補正した速度から算出した移動距離を出力します。このデータはバランス

時または計測開始時にリセットされます。 

距離変換の時に無視する速度の下限値で設定された速度以下の速度は

無視されます。 

4. GPS 受信機にはデジタル信号入力機能が搭載されています。この機能は

主にマーカとして使用します。 

 

※この補正機能と CAN データ入力は同時に行えません。
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○入力 CH 用データ 

TMR-211 でデータを記録する場合やモニタする場合、電圧出力やアラー

ム、トリガ機能を使用する場合に設定します。GPS 受信データを表示する計

測モニタチャンネルの「割り当てなし」をクリックすると、下図のような入力

CH用データ画面を表示します。チャンネルに割り当てるGPSデータを選択

し「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

この機能を使用できる数には制限があり、合計で 8チャンネルです。GPSデ

ータは以下のように項目ごとに割り当てるチャンネルの数が異なります。 

GPS データ GPS 補正データ 

データ項目 CH 数 データ項目 CH 数 

経度 2 補正経度 2 

緯度 2 補正緯度 2 

標高 1 補正標高 1 

速度 1 補正速度 1 

方向 1 距離 2 

  電圧入力 1 
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4-3 CAN データ測定の設定 

基本設定画面で CAN データに関する設定をします。 

 

○メモリ配分 

 

CAN データの測定に使用するメモリ領域数を入力します。GPS、音声と合

わせて 6000000Byte 以下となるようにしてください。 

例えば GPS と音声を記録しない場合、CAN を 6000000Byte、他を 0Byte と

設定することも可能です。 

CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）の内蔵メモリを使用しない場合はすべて

0Byte に設定してください。内蔵メモリを使用する場合、計測開始と同時に

内蔵メモリに CAN 受信データが記録されます。記録する間隔は「A/D 設

定」にて設定します。 

 

内蔵メモリに記録されるデータは以下の通りです。 

受信時刻 メッセージ番号 データ数 データ 

4Byte 1Byte 1Byte 1～8Byte 可変 

 

メッセージは記録間隔ごとに最新の物が記録します。 

 

記録間隔を 1 秒、データ長が 8Byte のデータの最短記録時間は以下のよう

になります。 

CAN メモリ  記録時間 

1000000 1000000Byte÷14Byte - 1 ＝ 71427 秒 

2000000 2000000Byte÷14Byte - 1 ＝ 142856 秒 

6000000 6000000Byte÷14Byte - 1 ＝ 428570 秒 

 

TMR-211 に記録されるデータはシグナル、CAN 音声 GPS ユニット

(TMR-251）の内蔵メモリに記録されるデータはメッセージであることに注意

してください。 

 

A/D設定の詳細は「第４章 3

 A/D 設定（Page4-5)をお読

みください。 
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○CAN 

 

通信速度 ：使用する測定器に合わせて通信速度を設定します。 

バスエラーで再送信しない（シングルショット） 

 ：CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）からデータを送信する際、

アービトレーションで負けデータが送信できなかった場合、デ

ータが送れるまで再度送信を試みます。通常送るべきタイミン

グからずれてしまいますので注意してください。バスエラーで再

送信しないを設定した場合は再送信を行いません。送信タイミ

ングは、ずれませんがデータは欠落します。 

 

 

バスオフが起こっても強制復帰する 

 ：CANでは通信状態を監視し、エラーを判定します。エラーが一

定量を超えると動作モードを遷移させます。モードには『エラー

アクティブ』『エラーパッシブ』『バスオフ』の 3 種類があり『バス

オフ』状態では CAN ネットワークから切り離されます。この設定

はバスオフ状態になった際すぐに復帰させるかを設定します。

設定を行う前に以下のことを確認してください。 

・バスオフが起こる原因がわかっていている 

・バスオフを解除してもネットワークに影響を与えない 

 

フレーム受信時に ACK を出力 

 ：CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）の設定（メッセージ、ID、シ

グナル）に関係なく、通信が正しく行われた際に ACK 信号が

出力されます。 

送信側は ACK 信号が出力されないとエラーと判断します。 

通常 1 対 1 で接続する場合は ACK を出力する設定にします。

既存のネットワークに接続する場合はネットワークに重大な影

響を与えるため ACK を出力しないほうが無難です。 
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○入力 CH 用データ 

TMR-211 でデータを記録する場合やモニタする場合、電圧出力やアラー

ム、トリガ機能を使用する場合に設定します。CAN 受信データを表示する

計測モニタチャンネルの「割り当てなし」をクリックすると、下図のような入力

CH 用データ画面を表示します。チャンネルに割り当てる CAN データを選

択し、画面右上の「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

GPS データ測定の設定で「補正、距離測定を行う」にチェックが入っていると
CAN データの入力はできません。 
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4-4 CAN 送受信データの設定 

TMR-251 が受信または送信するデータの設定を行うには「CAN 音声 GPS」ボ

タンから CAN データを選択します。 

 

CAN データ画面で、送受信するデータに合わせて CAN データを設定しま

す。 

 

○メッセージとシグナル 

CAN音声GPSユニット(TMR-251）では『メッセージ』と『シグナル』という概念

を用いています。CAN では ID と呼ばれる識別子にてデータを判別します。

CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）ではこの ID を 64 個のメッセージに割り

当てて設定します。メッセージに設定されていない ID は記録しません。また、

メッセージに ID を設定しただけでは記録を行いません。メッセージとシグナ

ルを設定して記録する準備が整います。 

次にシグナルですが CAN では一つの ID 内に複数のデータを入れることが

できます。例えば同一 ID 内にひずみ、電圧、熱電対データが入っていると

いったイメージです。しかし、これではどこまでがひずみデータなのかがわ

かりません。よってどこまでがデータ（シグナル）なのかを設定する必要があ

ります。それがシグナル設定です。メッセージとシグナルの関係を下図で示

します。 

1BYTE 目

メッセージ 63

メッセージ 1

メッセージ 2

メッセージ 64

・

・

ID 10 を設定

ID 20 を設定

ID 95 を設定

ID 99 を設定

メッセージ設定

シグナル設定

シグナル 1 に設定

シグナル 2 に設定

シグナル 3 に設定

記録されるデータ

ひずみデータ

2BYTE 目
電圧データ

3BYTE 目
熱電対データ
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○CAN 受信の設定 

CAN データ画面で「受信メッセージ」を選択します。 

 

受信メッセージの画面が表示されます。 

メッセージ、シグナルの順で設定します。 

 

受信できるメッセージは送信メッセージを合わせて 64 メッセージまでです。 

 

メッセージ設定 

メッセージ名 ：メッセージの名称を入力します。わかりやすい任意の名称を入

力してください。 

CAN ID 番号 ：ID 番号を 16 進数にて入力します。ID 番号は各機器（データ）

が任意に設定するものです。出力機器の ID番号を確認して入

力してください。 

ID タイプ ：標準または拡張から選択します。標準は 11Bit ID または

CAN2.0A、拡張は 29Bit ID または CAN2.0B と表現される場合

があります。出力機器の設定を確認して選択してください。 

バイト長 ：ID のデータ長を設定します。1 バイト(Byte)は 8 ビット（Bit） 

です。出力機器の仕様を確認して選択してください。 

リモートフレーム 

 ：リモートフレームによるデータ受信をON/OFF設定します。リモ

ートフレームとはデータ出力要求のことで、この場合は CAN 音

声 GPS ユニット(TMR-251）から他の機器に対して指定した ID

のデータを出力するよう要求します。CAN 音声 GPS ユニット

(TMR-251）からはサンプル間隔のタイミングでリモートフレーム

を要求します。 

ノード名 ：拡張用の設定です。 
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シグナル設定 

シグナル名 ：シグナルの名称を入力します。任意の名称を入力してくださ

い。 

符号属性 ：データが符号付き整数か符号なし整数かを選択します。符号

ありの場合はSigned、符号なしの場合はUnsignedと表現される

場合があります。出力機器の仕様を確認して選択してくださ

い。 

データ形式 ：データが Intel フォーマットか Motorola フォーマットかを選択し

ます。この設定はデータの上位バイトがデータの先頭か上位バ

イトがデータの末尾かを示しています。Intel フォーマットの場合

はリトルエンディアン、Motorolaフォーマットの場合はビックエン

ディアンと表現されている場合があります。出力機器の仕様を

確認して選択してください。 

スタートビット：データのはじめのビットを指定します。Intel フォーマットと

Motorola フォーマットではビットの並びが異なります。下図の例

を参考にしてください。 

ビット長 ：シグナル（データ）の長さをビットで指定します。データの長さ

は各機器（データ）で異なります。出力機器の仕様を確認して

選択してください。 

係数 ：データに係数を乗算し記録します。データをそのまま記録した

い場合は 1 を設定します。 

オフセット ：データにオフセット値を加算し記録します。データをそのまま記

録したい場合は 0 を設定します。CAN データはバランスをおこ

なっても 0にはなりません。入力されたデータを 0にしたい場合

はオフセット値を任意の値に設定します。 

単位 ：表示や記録する際の単位を指定します。μStrain、m/s2、rpm

など 41 種類から選択できます。 

フォーマット ：表示や記録する際のデータ表示形式を選択します。ファーマ

ットが 0 の場合、小数点以下は記録しません。係数と組み合わ

せて選択してください。 

バイト

ビット

スタートビット

データ長が1バイト
(8ビット)以下なら
Intel と Motorolaの
違いはありません

Intel と Motorolaの
違いに注意してくだ
さい

 

ビット量が４３ビット以上になる

と物理量に変換する際に有効

桁16桁に丸められます。 
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○CAN 送信の設定 

CAN データ画面で「送信メッセージ」を選択します。 

 

送信メッセージの画面が表示されます。 

メッセージ、シグナルの順で設定します。 

 

送信できるメッセージは 8 メッセージまでです。 

 

メッセージ設定 

メッセージ名 ：メッセージの名称を入力します。わかりやすい任意の名称を入

力してください。 

CAN ID 番号 ：ID 番号を 16 進数にて入力してください。ID 番号は各機器（デ

ータ）が任意に設定するものです。他の機器の ID 番号と同一

にならないよう確認して入力してください。 

ID タイプ ：標準または拡張から選択します。標準は 11Bit ID または

CAN2.0A、拡張は 29Bit ID または CAN2.0B と表現される場合

があります。記録する相手の機器の仕様を確認してください。 

バイト長 ：ID のデータ長を設定します。出力時は 2 バイト固定です。 

 

データ送信時は 1 メッセージ 1 シグナル固定になります。 

 

リモートフレーム 

 ：リモートフレームによるデータを ON/OFF 設定します。リモート

フレームとはデータ出力要求のことで、この場合は他の機器か

らCAN音声GPSユニット(TMR-251）に対して指定した IDのデ

ータを出力するよう要求します。この場合CAN音声GPSユニッ

ト(TMR-251）のサンプル間隔は無効になります。 

ノード名 ：拡張用の設定です。 
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シグナル設定 

シグナル名 ：シグナルの名称を入力します。わかりやすい任意の名称を入

力してください。 

入力 ch. ：送信するデータを選択します。電圧出力ユニット（TMR-241）

以外の測定ユニットを選択できます。 

符号属性 ：データが符号付き整数か符号なし整数を選択します。データ

送信時は符号ありで固定です。 

データ形式 ：データが Intel フォーマットか Motorola フォーマットを選択しま

す。データ送信時は Motorola で固定です。 

スタートビット：データのはじめのビットを指定します。データ送信時は 8 で固

定です。 

ビット長 ：シグナル（データ）の長さをビットで指定します。データ送信時

は 16 で固定です。 

係数 ：データに係数を乗算し出力します。データ送信時は 1 で固定

です。 

オフセット ：データにオフセット値を加算します。データ送信時は 0 で固定

です。 

単位 ：表示や記録する際の単位を指定します。データ送信時はあり

ません。 
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○CAN 送信データについて 

CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）は接続される測定ユニットのデータを送

信することが可能です。 

例えばひずみ、電圧、温度などです。CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）に

て CAN へ送信するデータは以下の法則で送信されます。 

CAN 送信データ 　
設定レンジ

測定値　 ×
=

10,000
 

ただし、デジタル入出力ユニット（TMR-253）パルスカウントはこの法則が適用
されません。 

上記の式は設定したレンジで 10000 と出力することを意味しています。 

 

下図に各測定ユニットと CAN 送信データの例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタル入出力ユニット（TMR-253）パルスカウントのみ、そのままの値が出力

されます。 

測定 

ユニット 
レンジ 測定値 

CAN 送信 

データ 

測定 

ユニット 
レンジ 測定値 

CAN 送信 

データ 

TMR-221 

(TMR-222) 

 

5,000μ 5,000μ 10,000 TMR-253 

 

 

 

 

 

 

100kHz 1kHz 100 

5,000μ 1μ 2 10kHz 1kHz 1,000 

10,000μ 5,000μ 5,000 1kHz 1kHz 10,000 

10,000μ 1 1 パルス 

カウント※ 
1 1 

20,000μ 5,000 2,500 

20,000μ 2 1 パルス 

カウント※ 

29,999 

 

29,999 

 TMR-231 

 
20V 1.000V 500 

10V 1.000V 1,000 
    

5V 1.000V 2,000 
    

1V 1.000V 10,000 
    

T(400℃) 100.0℃ 2,500 
    

K(1,300℃) 100.0℃ 769 
    



 

 10-16 

4-5 音声記録の設定 

基本設定画面で音声データに関する設定をします。 

 

○メモリ配分 

 

音声データの記録に使用するメモリ領域数を入力します。CAN、GPS と合

わせて 6000000Byte以下となるようにしてください。例えば CANとGPSを記

録しない場合、音声を 6000000Byte、他を 0Byte と設定することも可能です。

CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）の内蔵メモリを使用しない場合はすべて

0Byte に設定してください。音声データ計測をしていない状態では

TMR-211 に記録されます。また、計測中は CAN 音声 GPS ユニット

(TMR-251）内蔵メモリに記録されます。音声記録時間は 20 秒固定です。 

内蔵メモリに記録される音声データは以下の通りです。 

 

時刻データ 1 時刻データ 2 データ 

4Byte 4Byte 約 200000Byte 

 

計測中に 20 秒の音声ファイルを録音できる回数は以下の通りです。 

音声メモリ  録音回数 

1000000 1000000Byte÷200000Byte - 1 ＝ 4 回 

2000000 2000000Byte÷200000Byte - 1 ＝ 9 回 

6000000 6000000Byte÷200000Byte - 1 ＝ 29 回 

 

○音声 

 

音声トリガを使う 

 ：音声の記録をする場合はチェックします。 

記録音声の大きさ 

 ：音声による録音トリガの音量を設定します。トリガレベルはスラ

イドバーを操作して設定します。大、中、小の順に録音トリガレ

ベルが低くなります。音声トリガとは音声のレベルによって録音

する機能です。 
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5 CAN 音声 GPS 測定データの処理 

CAN と GPS のデータはパソコンと TMR-211 を接続して計測を行うと、計測終

了後に自動的に読み込み、データファイルを作成します。 

音声データは自動的に読み込まないので、メモリデータの読込...または測定

器データ読み込み...から選択して読み込みます。 

 

5-1 メモリカードからのデータ読み込み 

測定器のメモリカードに記録されている計測データをパソコンへ保存すること

ができます。 

 

 メモリデータの読込... 

計測メニューからメモリカードの読込...を選択します。 

 

メモリカードに記録されているデータが表示されます。 

 

 測定器データ読み込み... 

ファイルメニューから測定器データ読み込み...を選択します。 

 

「参照...」ボタンをクリックしデータが記録されているフォルダを選択するとその

フォルダ内に記録されているデータが表示されます。 

詳細は「第５章 11 メモリカード

の読込…」（Page5-19)をお読

みください。 
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CAN と GPS のデータは波形データを選択して登録を行います。 

 

音声データは「音声」ボタンをクリックして音声データのリストを表示し、選択し

て登録します。 

 

「OK」ボタンをクリックするとデータの読み込みを行い履歴に表示されます。 
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5-2 GPS データの表示 

TMR-211の入力CHとして設定されたGPSデータを表示することができます。 

 

GPS のデータを表示するには計測データファイルを表示します。 

 

入力 CH に GPS のデータが選択されているデータの場合、「CAN 音声 GPS」

ボタンが表示され GPS データを選択することができます。 

 

GPS データを選択すると GPS のデータだけが表示されます。 

 

GPSデータの表示では 

マーカーの編集が行えます。 

マーカーの編集につきましては「第

7 章 7-4 マーカーの表示と編集」

(Page7-27)を参照してください。 

入力 CH の詳細は「4-2 GPS デ

ータ測定の設定」の「入力 CH 用

データ」（Page10-6）をお読みくだ

さい。 



 

 10-20 

表示は３分割され、左上に緯度、経度のデータを使用し軌跡を描画します。 

緯度、経度のデータが無い場合は何も表示しません。 

右上の領域はデータリスト、下の領域にはグラフリストが表示されます。 

グラフリストのグラフ部分をドラッグすると、それぞれの領域で選択部分が強調

表示されます。 

 

 選択部分のテキスト保存 

選択された部分だけをテキスト保存するにはグラフリスト、データリストの上

で右クリックし、メニューからテキストで保存...を選択します。 

 

テキスト変換のダイアログが表示されます。 

 

テキスト変換の詳細は 

「第７章7-8テキストで保存」 

（Page7-33)をお読みください。 
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「選択範囲をステップに設定」をクリックするとステップが選択している範囲に

変わります。 

 

データを選択して「OK」ボタンをクリックするとテキスト保存されます。 

 

 領域の印刷 

それぞれ領域をクリックするとその領域に黄色い枠が表示されます。 

この枠が表示されている状態で印刷を行うとその領域に表示されている内

容が印刷されます。 

例えば左上の軌跡が表示されている領域をクリックし印刷を行うと軌跡が印

刷されます。 
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5-3 GPS 生データの表示 

GPS 生データは GPS ユニットで受信したデータを CAN 音声 GPS ユニット

(TMR-251）の内部メモリに記録したものです。このデータは基本設定で入力

CH に設定されなくても記録されます。 

GPS の生データが記録されたデータファイルの場合、「CAN 音声 GPS」ボタン

が表示され GPS 生データを選択することができます。 

 

GPS 生データのリストが表示されます。 

 

GPS 生データには以下の項目が表示されます。 

gps_date ：測位日時 

Time ：経過時間 sec 

gps_lon_abso_deg 

 ：緯度、0.0000001°単位 

gps_lat_abso_deg 

 ：経度、0.0000001°単位 

gps_ele_abso ：標高、1m 単位 

gps_vel ：速度、0.01m/sec 単位 

gps_trk ：北から時計回りの方位、0.01°単位 
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5-4 GPS マップの表示 

CAN 音声 GPS ユニットを使用して記録した緯度、経度で走行した軌跡を地図

上に描画します。 

 

本機能を使用するにはインターネットに接続する環境が必要です。地図の描
画には Google マップの API を使用しています。 

 

緯度、経度のデータは補正した値を使用しますが、補正した値が無い場合は

GPS 生データの値を使用します。 

 

緯度、経度が記録されているデータファイルを表示します。 

 

「CAN 音声 GPS」ボタンから GPS マップを選択します。 

 

地図上に描画する軌跡のデータ数と地図の大きさを設定する画面が表示され

ます。 
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軌跡のデータが多くなると描画に時間が掛かったり、正しく描画されなかった

りするのでデータ数は 50～5000 の間で設定します。 

記録されているデータ数が設定した値より多い場合は、設定した値に近くなる

ように等間隔でデータを間引きします。データ数が少ない場合はすべてのデ

ータを使用します。 

スライダを移動すると地図の大きさを変更できます。 

「ブラウザで地図の表示」ボタンをクリックするとブラウザが起動し、地図上に

軌跡が描画されます。 

 



第 10 章 CAN 音声 GPS ユニット 

 

 10-25 

5-5 CAN データの表示 

CAN データは CAN の設定で受信メッセージとして定義されたメッセージを

CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）が受信し CAN 音声 GPS ユニット

(TMR-251）の内部メモリに記録したものです。 

CANデータが記録されたデータファイルの場合、「CAN音声GPS」ボタンが表

示され CAN データを選択することができます。 

 

CAN データのリストが表示されます。 

 

CAN データは受信したシグナルの値とメッセージを受信した計測時間が表示

されます。 

 

受信メッセージの詳細は「4-4 

CAN 送受信データの設定」の

「CAN 受信の設定」（Page 10-

11）をお読みください。 
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5-6 CAN グラフリストの表示 

CAN データは CAN の設定で受信メッセージとして定義されたメッセージを

CAN 音声 GPS ユニット(TMR-251）が受信し CAN 音声 GPS ユニット

(TMR-251）の内部メモリに記録したものです。 

CANデータが記録されたデータファイルの場合、「CAN音声GPS」ボタンが表

示され CAN グラフリストを選択することができます。 

 

CAN データのグラフリストが表示されます。 

 

CAN グラフリストは受信したシグナルを経過グラフで描画します。 

 

受信メッセージの詳細は「4-4 

CAN 送受信データの設定」の

「CAN 受信の設定」（Page 10-

11）をお読みください。 
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5-7 グラフの作図方法 

CAN データなどで、データがパルスのように階段状に発生する場合がありま

す。 

このようなデータを経過グラフで描画するとデータ間が斜線で結ばれ、実際の

現象と合わない場合にデータ間を水平線または垂直線で結んで描画すること

ができます。 

グラフリストを右クリックし、メニューから作図方法の設定...を選択します。 

 

作図方法を設定するダイアログが表示されます。 

 

作図方法を変更するデータを選択します。 

 

「水平線垂直線で結ぶ」を選択します。 

「斜めに結ぶ」を選択するとデータ間を斜線で描画します。 
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「OK」ボタンをクリックすると選択した方法グラフを描画します。 

 

斜めに結ぶ 

 

水平線垂直線で結ぶ 
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5-8 音声データの再生 

音声データの再生は音声履歴から行います。 

計測プロジェクトの「履歴」ボタンから音声履歴を選択します。 

 

記録されている音声ファイルのリストが表示されます。 

 

音声履歴には以下の項目が表示されます。 

ファイル名 ：音声ファイルのファイル名 

録音日時 ：録音を開始した日時 

保存先 ：音声ファイルが保存されているフォルダ名 

保存先がVOICEの音声ファイルは計測を行っていない時に録

音したもので、計測プロジェクトに関連付けられたDATAフォル

ダ内の VOICE フォルダ内に保存されます。 

保存先にデータファイル名が表示されている音声ファイルはそ

のデータファイルを計測中に録音されたもので、データファイ

ルが記録されたフォルダに保存されます。 

 

データファイルの音声履歴を表示すると、計測中に録音した音声ファイルが

表示されます。 

 

データファイルの音声履歴には録音開始時間が表示されます。 

録音開始時間は計測を開始してからの相対時間で録音を始めた時間を表し

ます。 
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音声データの再生はファイル名の横に表示されている ボタンをクリックする

か、 

 

音声の再生を選択します。 

 

音声を停止するにはもう一度 ボタンをクリックするか、音声の停止を選択しま

す。 
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この章では、デジタル入出力ユニット(TMR-253）特有の設定や使用方法につ

いて解説します。 

 

1 デジタル入出力ユニットの選択 

計測プロジェクトの 「測定器設定...」ボタンをクリックします。 

 

デジタル入出力ユニット（TMR-253）を接続しているユニットポートのユニットか

ら デジタル入出力ユニット を選択し 「OK」ボタンをクリックします。 

 

測定器設定の詳細は「第４章 

２測定器設定（Page4-2)をお読

みください。 
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2 デジタル入出力ユニットの設定 

デジタル入出力ユニットの設定は入力 CH 画面とデジタル入出力画面で行い

ます。 

 

入力 CHの設定では以下の制限があります。 

 入力モード、入力レンジ、ローパスフィルタ、ハイパスフィルタ、基準接点は

設定ができません 

 ８番目のチャンネルはさらに校正、単位、フォーマットの設定ができません 

 

2-1 デジタル入出力画面の表示 

デジタル入出力ユニットの詳細な設定を行うには 「チャンネル設定」ボタンか

ら デジタル入出力 を選択します。 

 

デジタル入出力の画面が表示されます。 

 

 

入力CHの詳細は「第4章 ６入力

CH」（Page4-9)をお読みください。 
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2-2 入力モード 

デジタル入出力ユニットの入力モードはチャンネルによって設定できる項目が

異なります。 

 

１～４ ：FREQ/COUNT(Unsigned) 

５～６ ：COUNT(Unsigned)/COUNT(Singed) 

７ ：COUNT(Unsigned)で固定 

８ ：8 チャンネルは 1 ビットごとに制御信号を取り扱います。 

0 ビットから 3 ビットまでを入力ビットとして DIGITAL IN1 から

DIGITAL IN4 に割り振られ、以下の機能を設定することができ

ます。 

NONE/MARK/TRIG/SCLK/BAL/RUN/HLT/PAUSE/CAL+/

CAL-/CAL0 

NONE 以外は複数の DIGITAL IN に同じ設定を行うことはでき

ません。 

MARK ：マーカ信号が入力されるたびに 8 チャンネルの

データに１が記録されます。 

TRIG ：トリガ信号入力 

SCLK ：外部サンプリング入力 

BAL ：バランス信号入力 

RUN ：計測開始 

HLT ：計測停止 

PAUSE ：測定一時停止 

CAL+/CAL-/CAL0 

 ：校正値信号入力（＋/－/ゼロ） 

 

入力モードの詳細はデジタル入出

力ユニット(TMR-253)の取扱説明

書をお読みください。 
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2-3 入力レンジ 

デジタル入出力ユニットの入力レンジはチャンネルと入力モードによって設定

できる項目が異なります。 

 

１～４ ：COUNT(Unsigned)では設定できません。 

FREQ では 100/500/1000/5000/10000/50000/100000 から選

択します。 

５～７ ：COUNT(Unsigned)では 2～30000 の範囲で任意に入力しま 

す。 

 
COUNT(Signed)では設定できません。 

８ ：設定できません。 

 

2-4 閾値 

閾値はデジタル入出力ユニットのチャンネル１～４までに入力された信号を波

形として認識するレベルを設定します。 

 

モードによって閾値のレベルが決まります。 

任意  ：±10000mV の範囲で 100mV 刻みに入力します。 

低  ：±15mV で固定です。 

中  ：±100mV で固定です。 

高  ：±1000mV で固定です。 

TTL ：+800mV，+2000mV で固定です。 

CMOS ：+1500mV，+3500mV で固定です。 

入力レンジの詳細はデジタル入

出力ユニット(TMR-253)の取扱

説明書をお読みください。 
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3 外部サンプル 

外部サンプルはデジタル入出力ユニットにサンプルの信号を入力することに

よりデータのサンプリングを行います。 

外部サンプルを使用するにはデジタル入出力の画面で、DIGITAL IN1 から 

DIGITAL IN4 までのいずれかの入力モードに SCLKを設定します。 

 

A/D 変換設定のダイアログを表示します。 

 

外部サンプルを有効にするには 1 ミリ秒以上 をクリックします。 

 

設定項目 

無効  ：外部サンプルを使用しません。 

設定されたサンプルクロックでのサンプリングを行います。 

1 ミリ秒以上  ：外部サンプルを使用します。 

 

計測時間で表示されていた項目がカウントで表示されるようになります。

 

 

A/D設定の詳細は「第４章 3 A/D

設定」（Page4-5)をお読みくださ

い。 
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保守・サービス 
 

万一、動作不良などの故障が生じた場合は、下記に記載の営業所までご連絡ください。 

 

■引取り修理・保守について 
 

❏お預かりした製品を速く、確実にお納めするために、故障状況、原因と思われる点を 

お知らせください。 

❏製品を直接ご送付いただく場合は、納品された梱包材料か、それに相当する梱包で 

ご送付ください。 

❏製品に付属品を必要とする場合は、必ず製品に添え付けてください。 

 

 

■保証について 
 

本製品は厳密な社内検査を経て出荷されておりますが、万一製造上の不備による故障、 

あるいは輸送中の事故などによる故障の節は、お買い上げいただいた販売店または当社販売 

員にお申しつけください。 

なお、本製品の保証期間は、ご納入日より 12ヶ月です。この間に発生した故障は当社にて

無償で修理いたします。ただし、この期間内でも使用上の取扱いミス、お客様による改造、

変更に起因する故障、天災などによる故障・損傷は無償修理から除外させていただきます。 

本製品の運用を理由とする損失、逸失利益などの請求、保証につきましては、本書内容の

不備や誤り、記載漏れ等にかかわらず、いかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了

承ください。 
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